
地方と都市を結ぶホットライン・マガジン

進取の英知を未来へ 近代化遺産
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近
代
化
遺
産
と
は
、
国
家
や
社
会
の
近
代
化
に
関

連
す
る
文
化
遺
産
で
、「
幕
末
・
明
治
維
新
か
ら

明
治
、
大
正
、
昭
和
の
第
二
次
大
戦
期
ま
で
の
間
に
建

設
さ
れ
、
日
本
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
産
業
、
文
化
、

土
木
に
係
る
建
造
物
」
と
文
化
庁
が
定
義
し
て
い
る
。

対
象
の
建
造
物
は
、
鉄
道
、
鉱
山
、
ト
ン
ネ
ル
、
橋
、

河
川
、
製
鉄
、
造
船
、
製
糸
業
等
の
日
本
の
近
代
化
に

係
っ
て
き
た
施
設
で
、
従
来
の
文
化
遺
産
保
護
制
度
で

は
対
象
に
は
な
り
に
く
か
っ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
文
化
財
保
護
法
の
一
部
改
正
（
平
成
６
年
）
に

よ
り
、
建
造
物
に
「
登
録
制
度
」
を
導
入
し
た
た
め
、

時
代
が
多
少
新
し
く
て
も
文
化
財
指
定
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
も
あ
る
。

平
成
２
年
（
１
９
９
０
）
か
ら
文
化
庁
の
支
援
で
、

各
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
が
各
地
の
近
代
化
遺
産
の

調
査
を
実
施
し
、
５
年
に
重
要
文
化
財
建
造
物
に
「
近

代
化
遺
産
」
と
い
う
名
称
を
付
け
、
群
馬
県
碓
氷
峠
鉄

道
施
設
等
が
登
録
さ
れ
た
。
以
来
各
地
の
重
要
文
化
財

建
造
物
は
「
近
代
化
遺
産
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
保

護
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
17
年
か
ら
は
「
近
代
産

業
・
交
通
・
土
木
」
と
い
う
名
称
が
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
従
来
の
指
定
物
も
こ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
。

現
在
「
近
代
化
遺
産
」
指
定
の
重
要
文
化
財
は
63
件
、

そ
の
他
17
件
あ
り
、
計
80
件（
平
成
22
年
）。
こ
れ
ら
の

遺
産
を
有
す
る
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
全
国
近
代
化
遺

産
活
用
連
絡
協
議
会
も
発
足
、
ま
た
旧
工
部
省
の
設
立

日
で
あ
る
10
月
20
日
は
「
近
代
化
遺
産
の
日
」
と
し
て
、

イ
ベ
ン
ト
や
研
修
会
も
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
経
済
産
業
省
も
、
産
業
遺
産
を
地
域
活
性
化

の
た
め
に
有
効
活
用
す
る
観
点
か
ら
、
産
業
遺
産
活
用

委
員
会
を
設
け
て
、
各
地
の
産
業
遺
産
を
公
募
、
そ
の

実
態
調
査
を
行
っ
た
。「
近
代
化
産
業
遺
産
」の
場
合
は
、

そ
の
地
域
に
根
付
い
た
産
業
の
姿
を
伝
え
る
遺
物
や
遺

跡
、
鉄
工
、
土
木
、
工
業
等
の
他
に
、
農
林
水
産
、
商

業
も
含
ま
れ
る
。
技
術
的
、
科
学
的
価
値
の
あ
る
も
の

も
含
ま
れ
る
た
め
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。
平
成
19
年
に

は
33
件
の「
近
代
化
産
業
遺
産
群
」と
５
７
５
件
の
個
々

の
認
定
遺
産
を
公
表
、
さ
ら
に
昨
年
は
33
件
の
遺
産
群

と
５
４
０
件
の
認
定
遺
産
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

明
治
維
新
に
よ
り
、
長
い
鎖
国
時
代
を
終
え
て
開

国
し
た
日
本
は
、
近
代
化
に
向
け
て
急
速
に
歩

み
始
め
た
。
県
を
置
く
、
郡
を
置
く
、
そ
の
た
め
の
施

設
を
造
る
、
小
学
校
を
開
設
す
る
等
々
、
そ
の
取
り
組

み
は
音
を
立
て
て
鳴
り
響
く
よ
う
で
、
人
々
に
も
新
し

い
時
代
の
到
来
を
実
感
さ
せ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
も

当
時
の
建
造
物
を
見
る
と
、
従
来
の
日
本
的
な
技
の
中

に
西
洋
的
な
も
の
を
取
り
入
れ
た
モ
ダ
ン
な
建
物
が
多

い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
設
計
者
と
地
元
の
大
工
が

進
取
の
心
意
気
で
施
工
し
た
建
物
は
、
驚
く
ほ
ど
機
能

的
で
現
在
で
も
十
分
使
用
で
き
る
も
の
が
多
い
。

さ
ら
に
国
や
地
域
の
産
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の

殖
産
興
業
、
水
利
、
港
湾
、
干
拓
、
鉄
道
等
の
大
規
模

工
事
も
始
ま
る
。
国
や
県
郡
の
予
算
も
そ
れ
ほ
ど
な
か

っ
た
時
代
、
地
域
の
人
々
も
進
ん
で
仕
事
に
当
た
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。
煉
瓦
や
石
組
み
の
技
の
見
事
さ
、
景
観

を
活
か
し
、
厳
し
い
気
象
条
件
に
も
耐
え
る
堅
牢
な
施

設
。
現
在
専
門
家
が
見
て
も
驚
嘆
す
る
も
の
が
多
い
。

地
域
住
民
の
生
活
や
産
業
の
発
展
に
深
く
係
っ
て

き
た
文
化
財
。
し
か
し
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
近

代
化
遺
産
は
土
木
や
水
利
等
の
地
味
な
も
の
が
多
い
た

め
、
役
目
を
終
え
る
と
崩
壊
し
た
り
撤
去
さ
れ
た
も
の

も
数
多
く
あ
っ
た
。
い
ま
も
注
目
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、

放
置
さ
れ
て
い
る
施
設
も
あ
る
。「
近
代
化
遺
産
」（
近

代
化
産
業
遺
産
）
と
し
て
保
護
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た
の
は
、
こ
れ
ら
の
建
造
物
や
各
種
の
事
業
の
遺
跡
を

保
全
し
て
い
く
と
と
も
に
、
日
本
の
近
代
化
、
国
際
化

に
取
り
組
み
、
地
域
産
業
の
発
展
に
当
た
っ
て
き
た

人
々
の
進
取
の
精
神
を
、
い
ま
こ
そ
私
た
ち
が
学
び
直

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
。

自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
過
去
の
遺
物
的
な
も
の
で

は
観
光
に
も
役
立
た
な
い
し
、
保
全
や
修
復
の
予
算
も

な
い
か
ら
と
消
極
的
な
対
応
も
ま
ま
あ
る
が
、「
近
代

化
遺
産
」
に
な
っ
た
も
の
の
中
に
は
、
地
域
住
民
に
よ

る
保
全
活
動
と
ア
ピ
ー
ル
に
よ
っ
て
登
録
さ
れ
指
定
さ

れ
た
も
の
も
多
い
。

新
し
い
時
代
を
構
築
し
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
た

施
設
や
先
輩
た
ち
の
心
意
気
を
次
世
代
へ
継
承
し
て
い

こ
う
と
い
う
地
域
住
民
の
活
動
こ
そ
が
、「
近
代
化
遺

産
」
に
光
を
当
て
、
活
き
た
誇
り
高
い
遺
産
に
な
る
。

そ
の
こ
と
を
痛
感
し
た
取
材
で
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

�「
で
ぽ
ら
」
編
集
部�

財
団
法
人
過
疎
地
域
問
題
調
査
会

進
取
の
英
知
を
未
来
へ

近
代
化
遺
産

●
特
集
企
画
に
寄
せ
て

上／根釧台地の格子状防風林周辺にあ
る乗馬クラブ（標茶町）　
下／稚内港北防波堤ドーム（稚内市）
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「でぽら」とは───
D e p o p u l a t e d  L o c a l 
Authorities（人口が減少し
た、つまり過疎化した地方自
治体）からのネーミング。
　過疎市町村の多くは山間地
や離島など森林面積の多い農
山漁村地区で、全般に人口の
減少や高齢化が進んでいます
が、国土の保全・水源のかん
養・地球の温暖化の防止など
の多面的機能により、私たち
の生活や経済活動に重要な役
割を担っています。このよう
な過疎地域は、豊かで貴重な
自然環境に恵まれ、伝統文化
や人情あふれる風土が数多く
残っています。
　多くの人たちが過疎地域を
理解し、過疎地域と都市地域
が交流をすすめ、共生してい
くためのホットラインとして、
また過疎地域相互間の情報誌
として「DePOLA」（でぽら）
を発行しています。

進取の英知を未来へ―[近代化遺産]
特集企画に寄せて   2

■北の大地に夢を拓いた［北海道遺産］
・厳しい気象から酪農地帯を守る
根釧台地の格子状防風林
（根室地区 標津町、中標津町、別海町、標茶町） 4

■地域の歴史文化を次世代へ
・［世界遺産の街］の保全と新たな魅力づくり
石見銀山・温泉津温泉
（島根県大田市） 30

■新時代を先取りした近代化施設
・厳しい大自然に凛として立ち向かう
尻屋埼灯台と寒立馬（青森県東通村） 13

■政都・郡都として賑わった街
・明治のロマン漂う伊達藩の城下町
旧登米高等尋常小学校他（宮城県登米市） 25

・稚泊航路時代の歴史を刻む
稚内港北防波堤ドーム
（北海道稚内市） 8

・�地域の宝として引き継ぎ、�
交流人口の拡大を
魚梁瀬森林鉄道
（高知県安田町、馬路村、田野町、北川村、奈半利町） 34
・製糸産業黄金期の威容を誇る／藤村製糸㈱ 37

・軍港に水を供給した精巧な石造りダム
旧大湊水源地堰堤（青森県むつ市） 16

・＂史跡の宝庫・萩＂のもう一つの魅力
鋳造・造船で近代化に挑戦（山口県萩市） 28

・水力発電事業黎明期の気概を伝える
読書発電所・桃介橋（長野県南木曽町） 17
・石炭や物資を輸出する特別貿易港
三角西港の石積埠頭（熊本県宇城市） 20
・西洋の新技術も導入して地域・産業を近代化
旧郡築新地樋門・市街地の文化財建造物
（熊本県八代市） 22

・ニシン漁で湧いた男たちの夢舞台
佐賀家ニシン番屋
（北海道留萌市） 10

●表紙写真
左上／読書発電所
（長野県南木曽町）
右上／魚梁瀬森林鉄道遺産
立岡二号桟道（高知県田野町）
左下／尻屋埼灯台と寒立馬
（青森県東通村）
右下／旧登米高等尋常小学校
（宮城県登米市）
中／旧郡築新地樋門
（熊本県八代市）

INFORMATION―各地の近代化遺産・近代化産業遺産   38
○卯之町が重要伝統的建造物群保存地区に（愛媛県西予市宇和町）○煉瓦窯再生プロジェクト
も発足（福島県喜多方市）○瀬戸川沿いの白壁土蔵・酒蔵（飛騨市古川町）○明治時代建造の
現役灯台 ○52件の北海道遺産 ●過疎地域自立促進特別措置法の一部を改正する法律案要綱
編集後記／奥付　39

佐賀家ニシン番屋。漁夫たちの宿舎跡（北海道留萌市）

上／�三角西港の石積埠頭�
（熊本県宇城市）

下／萩反射炉（山口県萩市）

石見銀山・清水谷製錬所跡（島根県大田市）



●
北
海
道
遺
産
と
は
…
…

　

北
海
道
で
は
平
成
９
年
、
当
時
の
堀
達
也
北
海
道

知
事
の
提
案
で
、
自
然
・
文
化
・
産
業
の
中
か
ら
次

世
代
に
継
承
し
た
い
も
の
を
保
全
し
て
い
こ
う
と
北

海
道
遺
産
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
し
た
。

各
市
町
村
よ
り
応
募
の
あ
っ
た
史
蹟
等
を
北
海
道
遺

産
推
進
協
議
会
が
協
議
し
、
有
形
無
形
の
財
産
群
を

「
北
海
道
遺
産
」と
し
て
選
定
し
た
。現
在
52
件
が「
北

海
道
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
中
か
ら
、
北
海
道
開
拓
時
代
の
先
進
的
な
施

策
「
根
釧
台
地
の
格
子
状
防
風
林
」、
水
産
漁
業
で

賑
わ
っ
た
頃
の
歴
史
的
遺
産
で
あ
る
留
萌
市
の
佐
賀

家
「
ニ
シ
ン
番
屋
」、
稚
泊
航
路
を
支
え
た
「
稚
内

港
北
防
波
堤
ド
ー
ム
」
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

●
我
が
国
最
大
の
防
風
保
安
林

　

一
直
線
に
の
び
た

幹
線
道
路
の
両
側
に

は
カ
ラ
マ
ツ
や
ト
ド

マ
ツ
、
ア
カ
エ
ゾ
マ

ツ
等
の
手
入
れ
さ
れ

た
人
工
林
が
ど
こ
ま

で
も
続
い
て
い
る
。

樹
齢
５
０
～
１
０
０

年
に
な
る
木
々
は
天

高
く
伸
び
、
ク
ル
マ

の
音
も
人
の
声
も
森

や
大
地
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
。
こ
ん
な
帯

状
の
林
が
約
３
㎞
（
１
２
０
０
～
１
８
０
０
間
）
間

隔
で
縦
横
に
設
置
さ
れ
、
帯
幅
１
０
０
間
（
約

１
８
０
ｍ
）
の
格
子
状
の
美
し
い
模
様
を
形
成
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
森
に
囲
ま
れ
た
陽
だ
ま
り
の
中
に

人
家
・
牛
舎
、
牧
草
地
が
あ
り
、
牛
た
ち
が
の
ど
か

に
草
を
食
べ
て
い
る
。
北
海
道
根
室
地
方
を
代
表
す

る
美
し
い
雄
大
な
風
景
だ
。

�

北の大地に夢を拓いた
［北海道遺産］①

▲開陽台から見た晩秋の根釧台地の格子状防風林

▶防風林を記帳した地図
（根釧東部森林管理署提供）

厳
し
い
気
象
か
ら
酪
農
地
帯
を
守
る

根
釧
台
地
の
格
子
状
防
風
林（�

）

北
海
道
根
室
地
区
／
標
津
町
、

中
標
津
町
、別
海
町
、標
茶
町



�

　

こ
の
「
格
子
状
防
風
林
」
は
、
標
津
町
、
別
海
町
、

中
標
津
町
、
標
茶
町
の
４
町
内
に
ま
た
が
る
国
有
林
、

民
有
林
で
、
総
面
積
は
１
万
５
千
ha
余
り
と
我
が
国

最
大
の
防
風
保
安
林
群
と
な
っ
て
い
る
。
直
線
部
が

最
も
長
い
と
こ
ろ
は
27
㎞
も
あ
り
、
規
模
の
大
き
さ

か
ら
人
工
衛
星
か
ら
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

　

防
風
林
は
明
治
30
年
頃
に
始
ま
っ
た
開
拓
当
初
、

１
８
０
０
間
（
３
３
０
０
ｍ
）
毎
に
設
け
（
後
に

１
２
０
０
間
／
２
２
０
０
ｍ
に
変
更
し
た
地
区
も
）、

幅
は
50
間
（
91
ｍ
）
以
上
１
０
０
間
（
１
８
０
ｍ
）

以
内
と
規
定
さ
れ
て
設
置
さ
れ
た
。
各
地
の
防
風
林

が
農
地
拡
大
に
伴
い
消
え
て
い
っ
た
中
で
、
い
ま
も

開
拓
時
代
の
姿
を
残
し
て
い
る
貴
重
な
森
林
群
だ
。

　

そ
の
６
割
ほ
ど
は
国
有
林
で
、
林
野
庁
北
海
道
森

林
管
理
局
が
防
風
機
能
の
維
持
と
地
域
の
木
材
資
源

の
利
用
の
た
め
、
人
工
林
部
分
の
間
伐
や
、
次
世
代

の
苗
木
の
植
え
付
け
等
の
森
林
施
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
格
子
状
防
風
林
の
中
の
私
有
地
に
も
各
戸

が
耕
地
防
風
林
を
設
け
、
風
や
霧
か
ら
家
や
農
地
を

守
る
工
夫
を
し
て
い
る
。

　

防
風
林
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
根
釧
東
部
森

林
管
理
署
を
訪
ね
た
。
標
津
町
の
根
釧
台
地
東
部
入

口
に
あ
る
瀟
洒
な
建
物
。
応
対
し
て
く
れ
た
道
音
次

長
が
「
私
は
今
年
こ
こ
に
赴
任
し
て
き
た
ば
か
り
で

す
の
で
」
と
言
っ
て
資
料
を
用
意
し
て
く
れ
た
。

　

同
署
が
管
理
す
る
森
林
を
記
入
し
た
Ａ
版
特
大
の

地
図
に
は
、
縦
横
に
配
置
さ
れ
た
格
子
状
防
風
林
が

緑
色
に
記
帳
し
て
あ
る
。
規
則
的
に
配
さ
れ
た
森
林

の
帯
が
風
や
霧
の
通
路
と
な
る
地
区
を
埋
め
て
い
る
。

明
治
の
開
拓
時
以
来
、
防
風
効
果
を
損
な
う
こ
と
の

な
い
よ
う
に
見
回
り
、
維
持
管
理
を
し
続
け
て
き
た

森
林
作
業
員
た
ち
の
努
力
が
窺
え
る
。
格
子
状
防
風

林
の
他
に
、
こ
の
管
内
国
有
林
に
は
世
界
自
然
遺
産

の
知
床
国
立
公
園
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
原
の

野
付
風
蓮
道
立
自
然
公
園
、
野
付
半
島
の
ト
ド
原
等

も
含
ま
れ
て
お
り
、
国
有
林
野
面
積
は
１
０
６
千
ha
。

原
生
的
な
林
野
と
野
生
生
物
が
多
様
に
棲
息
す
る
大

変
貴
重
な
自
然
景
観
地
で
も
あ
る
。

●�
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の�

「
直
角
区
画
法
」
を
導
入

　

北
海
道
の
防
風
林
設
置
は
、
開
拓
当
初
か
ら
農
作

物
の
保
護
を
目
的
に
計
画
的
に
設
定
さ
れ
、
根
釧
台

地
は
明
治
30
年
頃
か
ら
開
拓
が
は
じ
ま
っ
た
と
い
う
。

政
府
は
明
治
２
年
に
開
拓
史
を
設
け
て
、
顧
問
と
し

て
来
日
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
農
務
局
長
ホ
ー
レ

ス
・
ケ
プ
ロ
ン
の
提
言
で
、
ア
メ
リ
カ
が
行
っ
て
い

る
「
直
角
区
画
法
」
を
導
入
し
た
。
直
角
区
画
法
と

は
、
ま
ず
基
線
を
設
け
て
直
角
に
交
わ
る
基
号
線
を

造
り
、
そ
れ
に
沿
っ
て
道
路
等
を
設
け
て
方
形
の
区

画
を
つ
く
り
、
入
植
者
の
土
地
や
市
街
地
を
設
置
す

る
と
い
う
も
の
。

　

当
時
の
北
海
道
根
室
地
方
は
殆
ど
が
自
然
林
で
覆

わ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
ら
、
森
林
を
残
し
て
道
路
、

市
街
地
、農
地
を
開
発
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
戦
後
は
、
食
糧
増
産
か
ら
道
内
各
地
で
大

規
模
な
農
地
拡
大
が
進
み
、
畑
が
狭
い
、
日
陰
に
な

る
等
の
理
由
で
国
有
防
風
林
の
開
放
や
土
地
利
用
区

分
の
再
編
成
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
多
く
の
防
風

林
が
消
え
て
い
っ
た
が
、
根
釧
台
地
で
は
厳
し
い
気

候
か
ら
、
防
風
保
安
林
は
そ
の
ま
ま
の
形
を
現
在
に

残
し
て
い
る
。

　

夏
に
は
冷
た
い
海
霧
が
発
生
、
冬
に
は
吹
雪
で
真

っ
白
、
視
界
が
な
く
な
る
「
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
」
と

い
う
現
象
も
起
き
る
。
霧
は
防
風
林
に
当
た
る
と
、

木
の
高
さ
分
だ
け
消
え
る
効
果
が
あ
り
、
内
陸
部
へ

の
霧
の
侵
入
を
防
い
で
く
れ
る
と
い
う
。
防
風
効
果

も
樹
高
の
20
倍
程
度
の
範
囲
の
風
を
低
減
さ
せ
る
効

▶�道路脇の防風林の中に設けられた草地。間伐作業
時にクルマや木材を置くためのものと思われる

▲個人が設けた防風林の中で牛たちがのどかに過ごす



き
め
細
か
い
植
樹
を
続
け
、
人
工
林
の
部
分
で
は
、

間
伐
（
間
引
き
）
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
ヘ

ク
タ
ー
ル
当
た
り
１
０
０
０
本
平
均
の
ト
ド
マ
ツ
、

ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
な
ど
の
苗
木
を
植
え
込
ん
で
複
層
の

森
を
造
る
。
建
築
材
に
は
不
向
き
と
い
わ
れ
た
カ
ラ

マ
ツ
も
加
工
技
術
の
進
歩
で
優
良
木
材
と
し
て
の
需

要
が
高
ま
り
、
森
林
管
理
署
で
は
間
伐
し
た
立
ち
木

や
丸
太
の
販
売
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

道
路
脇
に
た
た
ず
む
と
、
森
か
ら
は
紅
葉
し
た
木

の
葉
が
舞
い
落
ち
る
音
に
混
じ
っ
て
、
越
冬
の
準
備

に
忙
し
い
野
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
が
賑
や
か
に
聞
こ

え
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
森
や
河
川
に
は
オ
ジ
ロ
ワ
シ
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
ヅ
ル
等
の
貴
重
な
生
物
が
羽
を
休
め
、

こ
の
地
方
特
有
の
昆
虫
も
多
数
棲
息
し
て
い
る
。
取

材
に
訪
ね
た
10
月
下
旬
に
は
、
北
海
道
で
は
雪
の
便

り
も
聞
か
れ
、
海
岸
は
風
が
強
く
て
冷
た
か
っ
た
が
、

防
風
林
帯
に
入
る
と
汗
ば
む
ほ
ど
穏
や
か
に
な
り
、

晩
秋
の
陽
だ
ま
り
の
中
で
は
牛
た
ち
が
の
ど
か
に
草

を
食
べ
て
い
た
。

　

幹
線
道
路
に
面
し
た
標
津
町
茶
志
骨
の
郷
野
さ
ん

の
家
は
牛
80
頭
を
飼
育
す
る
大
規
模
酪
農
家
。
こ
の

日
は
牛
た
ち
は
も
う
一
つ
先
の
森
の
中
に
あ
る
牧
草

地
へ
出
か
け
、
家
の
庭
で
は
４
頭
の
ポ
ニ
ー
が
い
て

親
し
げ
に
出
迎
え
て
く
れ
た
。「
昔
に
比
べ
る
と
冬

も
大
変
生
活
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
よ
」
と
奥
さ
ん
。

　

格
子
状
防
風
林
が
最
も
よ
く
見
え
る
場
所
が
、
中

標
津
町
の
開
陽
台
。
星
に
近
い
展
望
台
と
し
て
北
海

道
を
訪
れ
る
ラ
イ
ダ
ー
が
夏
場
を
過
ご
す
場
所
と
し

て
有
名
だ
。
こ
の
時
期
、
放
牧
し
て
い
た
牛
た
ち
も

其
々
の
牛
舎
に
戻
っ
た
た
め
、
眼
下
に
広
が
る
草
原

は
初
冬
の
午
睡
を
楽
し
ん
で
い
る
風
情
。
そ
の
先
に

は
幾
重
に
も
帯
状
の
森
が
連
な
り
、
森
の
中
に
牧
草

地
と
家
屋
が
点
在
し
て
い
る
。
金
色
に
輝
く
カ
ラ
マ

ツ
林
と
ト
ド
マ
ツ
等
の
針
葉
樹
林
、
こ
れ
ら
の
森
が

縦
横
に
地
平
線
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。

●
豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
て

　

標
茶
町
虹
別
地
区
で
は
、
森
の
中
に
素
晴
ら
し
い

別
天
地
を
発
見
し
た
。
広
々
と
し
た
庭
の
一
隅
に
お

洒
落
な
洋
館
（
ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
）
が
あ
り
、

そ
の
先
に
は
ア
ウ
ト
ド
ア
ー
施
設
、
厩
舎
と
馬
場
、

庭
園
、農
園
が
あ
る
。「
ヘ
イ
ゼ
ル
グ
ラ
ウ
ス
マ
ナ
ー
」

と
い
う
名
前
の
交
流
・
宿
泊
施
設
で
、
大
自
然
の
中

で
乗
馬
や
カ
ヌ
ー
、
カ
ヤ
ッ
ク
、
釣
り
等
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。
ミ
ズ
ナ
ラ
や
カ
シ
ワ
の
巨
樹
が
茂

る
庭
の
奥
に
は
厩
舎
が
あ
り
、
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ト
馬
10

頭
、
ポ
ニ
ー
２
頭
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
。

　

馬
の
世
話
と
乗
馬
係
を
す
る
小
玉
路
子
さ
ん
が
、

仕
事
を
終
え
た
後
１
頭
に
乗
っ
て
コ
ー
ス
を
走
っ
て

み
せ
て
く
れ
た
。
ぴ
っ
た
り
息
が
合
っ
て
、
見
て
い

て
も
心
地
よ
い
。

　

小
玉
さ
ん
は
埼
玉
県
狭
山
市
か
ら
今
秋
こ
こ
へ
就

職
し
た
ば
か
り
。「
実
家
の
あ
る
狭
山
で
乗
馬
ク
ラ

ブ
に
10
年
通
い
、
馬
の
魅
力
の
虜
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
ホ
テ
ル
に
も
時
々
来
て
い
た
の
で
す
が
、

果
が
あ
り
、
農
作
物
だ
け

で
な
く
、
そ
こ
に
暮
ら
す

人
や
生
き
物
の
生
命
を
守

る
も
の
と
し
て
大
切
に
守

ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

森
林
施
業
は
い
ま
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

「
人
工
造
林
は
昭
和
初
期

か
ら
始
ま
り
、
防
風
効
果

を
高
め
る
た
め
に
昭
和
20

年
代
か
ら
積
極
的
な
植
林

が
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

当
時
か
ら
昭
和
40
年
代
ま

で
に
は
成
長
が
早
く
寒
さ
に
強
い
カ
ラ
マ
ツ
が
植
え

ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
50
年
代
に
な
る
と
、
郷
土
樹
種

で
あ
る
ト
ド
マ
ツ
や
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
に
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
現
在
も
伐
採
に
よ
り
防
風
効
果
が
減
退
し

な
い
よ
う
に
、
地
域
の
状
況
を
考
慮
し
た
施
業
を
行

っ
て
い
ま
す
」
と
道
音
次
長
か
ら
資
料
に
よ
り
説
明

が
あ
っ
た
。

　

風
の
影
響
を
受
け
て
弱
っ
て
い
る
広
葉
樹
林
に
は

�

右上/カラマツとアカエゾマツ等の整備さ
れた混交林　右下/白樺が自生する森（標
津町）　左/農家の庭で飼育されているポ
ニーたち（標津町）

◀�豊かな自然の中に建つ「HAZEL GROUSE MANOR」。ヘイゼル（茶褐色）
グラウス（雷鳥）マナー（マナーハウス）から「蝦夷雷鳥の館」とも言われる



�

馬
の
世
話
と
乗
馬
が
で
き
る
と
い
う
の
で
移

住
し
て
き
ま
し
た
」
と
嬉
し
そ
う
に
語
る
。

　

乗
馬
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
チ
ー
フ
・
西

村
徹
成
さ
ん
は
苫
小
牧
市
出
身
。「
こ
こ
の

秋
は
カ
ラ
マ
ツ
が
金
色
に
な
り
大
地
も
金
色

の
絨
毯
に
な
り
ま
す
。
防
風
林
の
中
を
馬
と

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
す
る
に
は
最
高
の
コ
ー
ス
で
、

冬
も
素
晴
ら
し
い
で
す
よ
」

　

山
口
正
男
さ
ん
（
85
）
は
地
元
標
茶
町
か

ら
馬
た
ち
の
世
話
に
11
年
間
通
っ
て
き
て
い
る
。「
こ

れ
ほ
ど
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
場
所
は
北
海
道
で

も
少
な
い
と
思
う
ね
。
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た
い
と
都

市
か
ら
や
っ
て
く
る
お
客
さ
ん
が
多
く
、
数
日
間
滞

在
し
て
い
き
ま
す
」

　

ヘ
イ
ゼ
ル
グ
ラ
ウ
ス
マ
ナ
ー
の
オ
ー
ナ
ー
は
内
海

通と
お
るさ

ん
。
川
崎
駅
前
で
三
代
続
い
て
い
る
総
合
病
院

の
理
事
長
で
、
医
大
時
代
に
研
修
医
と
し
て
道
東
の

根
室
市
立
病
院
に
勤
務
。
そ
の
時
に
こ
こ
の
大
自
然

に
深
く
感
銘
し
、
山
荘
を
建
て
休
日
に
は
乗
馬
を
楽

し
ん
で
い
た
が
、
15
年
の
構
築
期
間
を
経
て
１
万
坪

の
敷
地
を
整
備
、
イ
ギ
リ
ス
・
カ
ン
ト
リ
ー
的
な
ホ

テ
ル
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
敷
地
内
に
は
摩
周
湖
を
源

泉
に
す
る
伏
流
水
の
小
川
も
あ
り
、
真
冬
で
も
ク
レ

ソ
ン
が
取
れ
る
。
四
方
を
防
風
林
に
囲
ま
れ
て
い
る

た
め
、
農
場
で
は
野
菜
栽
培
も
可
能
で
、
自
家
産
の

有
機
野
菜
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
海
の
幸
が
ホ
テ
ル
客
に

人
気
だ
と
い
う
。

　

支
配
人
の
菅
原
吾
郎
さ
ん
は
「
僕
も
東
京
か
ら
来

て
い
ま
す
が
、
森
の
中
を
歩
く
の
が
何
よ
り
も
好
き

で
す
。
冬
に
向
け
て
カ
ラ
マ
ツ
が
す
べ
て
の
葉
を
落

と
す
と
大
地
は
金
色
に
な
り
ま
す
。
春
の
芽
吹
き
も

夏
の
森
も
そ
れ
ぞ
れ
本
当
に
素
晴
ら
し
い
。
野
鳥
や

キ
タ
キ
ツ
ネ
、
山
野
草
な
ど
の
動
植
物
の
宝
庫
で
も

あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
貴
重
な
遺
産
と
し
て
保
全

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
て
い
た
。

　

防
風
林
の
中
に
は
台
地
か
ら
浸
み
出
し
た
水
が
沢

山
の
川
を
作
っ
て
根
室
湾
に
注
ぎ
、
標
津
川
、
虫
類

川
、
当
幌
川
等
は
鮭
が
溯
上
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

鮭
の
漁
獲
量
が
道
屈
指
の
標
津
町
で
は
標
津
川
沿
い

に
桜
の
木
が
幅
約
50
ｍ
、延
長
１
３
０
０
ｍ
続
く「
桜

つ
つ
み
」
を
造
成
し
、
標
津
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
や
サ

ケ
・
マ
ス
増
殖
蓄
養
施
設
を
設
置
し
て
い
る
。

　

根
釧
台
地
の
格
子
状
防
風
林
は
そ
の
防
風
効
果
と

共
に
、
森
林
と
酪
農
地
帯
と
い
う
こ
の
地
方
特
有
の

景
観
を
生
み
だ
し
、
開
拓
の
歴
史
や
文
化
、
産
業
を

形
成
し
た
。
こ
れ
が
「
北
海
道
遺
産
」
認
定
の
要
因

に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
宝
物
を
国
と
地
域
、
市
民
が

協
働
・
協
調
し
て
未
来
へ
継
承
し
て
い
こ
う
と
い
う

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
森
林
管
理
署
と
町
、
森
林
組
合

で
は
、
根
釧
台
地
の
豊
か
な
森
林
に
親
し
み
、
森
を

守
り
育
て
る
市
民
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
植
樹
祭
、

森
林
浴
ツ
ア
ー
、
森
林
公
開
講
座
、
子
ど
も
植
樹
博

士
認
定
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

�

文
／
浅
井
登
美
子　

写
真
／
満
田
美
樹

●根釧東部森林管理署☎0153-82-2202
●ヘイゼルグラウスマナー☎015-488-3888

◀乗馬を楽しむ小玉さん　
▼�ホースライディング場で馬の世話や乗馬を指導す
る、左から西村さん、山口さん、小玉さん

▶�林で遊ぶポニー（上）と敷地内を流れる小川
（HAZEL GROUSE MANOR）



稚
内
港
と
樺
太
大
泊
を
運
航
し
た
稚ち
は
く泊
航
路

は
大
正
12
年
か
ら
昭
和
20
年
８
月
に
航
路
が

廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
22
年
間
に
２
８
４
万
人

の
乗
客
を
運
ん
だ
。
防
波
堤
ド
ー
ム
は
強
風

と
高
波
か
ら
乗
客
を
守
る
た
め
に
昭
和
６
年

か
ら
11
年
ま
で
の
５
年
間
か
け
て
建
設
さ
れ

た
モ
ダ
ン
な
建
物
で
、
設
計
者
は
26
歳
の
若

き
技
師
。
古
代
ロ
ー
マ
建
築
を
想
わ
せ
る
太

い
円
柱
と
曲
線
美
の
総
延
長
４
２
７
ｍ
、
柱

の
数
70
本
あ
る
回
廊
は
内
外
の
建
築
家
か
ら

も
注
目
さ
れ
、
稚
内
港
の
シ
ン
ボ
ル
的
建
造

物
に
な
っ
て
い
る
。

●�

樺
太
が
日
本
領
土
と
し
て�

賑
わ
っ
た
頃

　

樺
太
は
本
来
ア
イ
ヌ
や
ニ
ヴ
ヒ
（
ギ
リ

ヤ
ー
ク
）、
ウ
イ
ル
タ
（
オ
ロ
ッ
コ
）
民

族
が
住
む
土
地
だ
っ
た
が
、
日
露
戦
争
が

終
わ
っ
た
明
治
38
年
か
ら
終
戦
の
昭
和
20

年
８
月
ま
で
の
40
年
間
は
日
本
領
土
と
な

っ
て
い
た
。
日
露
戦
争
勝
利
に
湧
く
日
本

で
は
早
速
小
樽
か
ら
樺
太
へ
向
か
う
航
路

が
開
か
れ
た
が
、
４
０
０
㎞
あ
る
た
め
丸

一
日
か
か
り
、
シ
ケ
で
ダ
イ
ヤ
が
乱
れ
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
。
そ
の
た
め
稚
内
か
ら

の
航
路
を
望
む
声
が
高
ま
り
、
大
正
12
年

５
月
に
樺
太
大
泊
か
ら
来
た
汽
船
・
壱
岐

丸
が
入
港
し
た
の
を
契
機
に
稚
内
か
ら
の

航
路
が
は
じ
ま
っ
た
。

　

稚
内
か
ら
大
泊
ま
で
は
約
１
４
０
㎞
、
所
要
時
間

は
夏
季
が
８
時
間
、
冬
季
が
９
時
間
で
、
当
時
は
南

稚
内
駅
か
ら
乗
降
場
ま
で
1.6
㎞
を
歩
き
、
さ
ら
に
は

し
け
船
に
乗
っ
て
本
船
ま
で
行
く
た
め
隔
日
運
航
だ

っ
た
。
大
正
時
代
に
な
る
と
稚
内
港
駅
（
現
・
稚
内

駅
）
と
桟
橋
駅
が
開
通
し
た
た
め
利
便
性
が
大
き
く

向
上
、
築
港
工
事
も
本
格
化
し
た
。
港
の
整
備
に
合

わ
せ
て
船
も
大
型
化
し
、
昭
和
に
入
る
と
一
日
に

１
５
０
０
人
、
貨
物
も
１
０
５
７
ｔ
を
輸
送
す
る
ま

で
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
稚
内
港
は
日
本
海
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
が
ぶ

つ
か
る
場
所
で
、
四
季
を
通
し
て
強
風
と
高
波
に
悩

ま
さ
れ
た
。
当
時
完
成
し
た
5.5
ｍ
の
防
波
堤
も
高
波

は
易
々
と
越
え
て
乗
船
客
を
襲
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た

と
い
う
。
そ
こ
で
強
風
や
高
波
の
心
配
が
な
く
乗
船

場
ま
で
安
心
し
て
行
け
る
新
た
な
ド
ー
ム
の
建
設
が

求
め
ら
れ
、
若
き
設
計
者
が
防
波
堤
ド
ー
ム
の
建
築

に
当
た
っ
た
。
昭
和
13
年
に
は
列
車
を
降
り
た
客
は

岸
壁
か
ら
直
接
乗
船
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
昭
和
20
年
８
月
敗
戦
、｢

海
の
動
脈｣

と
し

て
賑
わ
っ
て
い
た
稚
泊
航
路
が
突
如
終
わ
り
を
告
げ

る
こ
と
に
な
る
。
当
時
南
樺
太
に
は
42
万
人
も
の
日

本
人
（
強
制
連
行
の
朝
鮮
人
含
む
）
が
暮
ら
し
て
い

て
、
国
境
を
接
す
る
ソ
連
と
の
襲
撃
に
脅
え
て
い
た
。

20
年
８
月
９
日
に
は
ソ
連
の
対
日
宣
戦
で
南
樺
太
に

は
ソ
連
軍
が
な
だ
れ
込
ん
で
き
た
。
そ
の
た
め
樺
太

�

■
北
の
大
地
に
夢
を
拓
い
た［
北
海
道
遺
産
］②

稚
泊
航
路
時
代
の
歴
史
を
刻
む

稚
内
港
北
防
波
堤
ド
ー
ム（
北
海
道
稚
内
市
）



�

湾
に
停
泊
し
て
い
た
宗

谷
丸
は
緊
急
避
難
民
輸

送
を
開
始
し
、
15
日
の
終
戦
後
も
輸
送
を
続
け
た
が
、

避
難
民
の
数
は
日
を
追
っ
て
増
え
続
け
、
23
日
に
は

定
員
の
６
倍
近
い
４
７
０
０
人
を
乗
せ
て
早
朝
の
稚

内
港
に
到
着
し
た
と
い
う
。「
横
８
列
に
並
ん
だ
人
々

が
３
キ
ロ
以
上
の
列
を
作
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
宗
谷

海
峡
を
渡
る
最
後
の
船
、
一
人
で
も
多
く
乗
船
さ
せ

た
か
っ
た
が
、
船
の
中
は
足
の
踏
み
場
も
な
い
ほ
ど

で
、
心
を
鬼
に
し
て
タ
ラ
ッ
プ
を
は
ず
し
た
」
と
後

に
福
井
船
長
は
語
っ
て
い
る
。

　

同
27
日
に
は
稚
内
港
桟
橋
に
稚
泊
航
路
終
焉
を
告

げ
る
連
絡
が
入
っ
た
。「
ナ
ミ
ダ
、ナ
ミ
ダ
、ナ
ミ
ダ
。」

と
打
電
し
て
き
た
あ
と
信
号
は
ぷ
つ
り
と
途
絶
え
た

と
い
う
。（｢

稚
内
史｣

よ
り
）

　

現
在
は
小
樽
・
稚
内
港
か
ら
ロ
シ
ア
船
に
よ
る
定

期
フ
ェ
リ
ー
が
就
航
、
実
に
54
年
ぶ
り
に
平
成
11
年

か
ら
は
日
本
船
籍｢

ア
イ
ン
ス
宗
谷｣

も
就
航
を
始

め
て
い
る
。

●
若
き
建
築
家
の
挑
戦

　

日
本
最
北
端
の
重
要
湾
港
を
担
う
稚
内
港
。
そ
の

歴
史
的
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
る
北
防
波
堤
ド
ー
ム

は
５
年
に
及
ぶ
悪
戦
工
事
の
末
昭
和
11
年
に
完
成
し

た
。
13
年
に
は
ド
ー
ム
に
隣
接
し
た
駅
舎
に
は
急
行

列
車
が
滑
り
込
み
、
階
段
を
上
る
と
広
い
待
合
室
、

女
性
専
用
室
、
日
本
食
堂
１
号
店
も
あ
る
モ
ダ
ン
な

施
設
も
出
来
、
人
々
は
列
車
を
降
り
ド
ー
ム
を
通
っ

て
船
に
乗
船
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
ド
ー
ム
を
設
計
し
た
の
は
稚
内
築
港
事
務
所

に
赴
任
し
て
き
た
ば
か
り
の
土
谷
実
（
26
）
だ
っ
た
。

昭
和
６
年
１
月
末
の
こ
と
。
土
谷
は
所
長
か
ら
突
然

樺
太
航
路
を
高
波
か
ら
護
る
た
め
の
岸
壁
を
設
計
し

４
月
か
ら
工
事
着
手
を
行
う
よ
う
に
命
令
さ
れ
た
。

当
時
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
建
築
土
木
用
に
普
及
さ
れ

は
じ
め
た
ば
か
り
で
、
技
術
資
料
も
な
い
時
代
。
土

谷
は
北
海
道
大
学
工
学
部
の
第
１
期
生
で
、
卒
論
が

『
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ア
ー
チ
橋
梁
の
設
計
』
だ
っ
た
こ

と
か
ら
上
司
は
彼
に
期
待
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

北
大
を
卒
業
し
て
３
年
目
、
道
庁
の
技

師
と
し
て
赴
任
し
て
き
た
ば
か
り
の
土
谷

は
愕
然
、
驚
い
て
母
校
の
教
授
を
訪
ね
た

も
の
の
目
標
は
見
え
ず
、
落
ち
込
ん
で
稚

内
に
帰
り
、
鉛
筆
で
ス
ケ
ッ
チ
し
た
の
が

今
日
の
北
防
波
堤
ド
ー
ム
の
原
型
だ
っ
た

と
い
う
。
後
に
「
大
学
時
代
に
先
輩
か
ら

見
せ
て
も
ら
っ
た
古
代
ギ
リ
シ
ャ
神
殿
の

写
真
が
潜
在
意
識
に
あ
っ
た
と
思
う
」
と

土
谷
が
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
高
さ
13
ｍ

の
半
ド
ー
ム
型
防
波
壁
を
エ
ン
タ
シ
ス
状

柱
列
72
本
が
支
え
、
ア
ー
チ
型
の
回
廊
が

４
２
４
ｍ
続
く
。

　

当
時
は
設
計
者
が
作
業
員
を
雇
っ
て
工

事
に
立
ち
会
う
の
が
普
通
で
、
土
谷
も
図

面
描
き
か
ら
強
度
計
算
ま
で
一
人
で
行
い
、

工
事
現
場
の
指
揮
に
当
た
っ
た
と
い
う
。

構
造
的
に
も
完
ぺ
き
な
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン

は
、
既
成
概
念
に
囚
わ
れ
な
い
若
い
青
年
の
自
由
な

発
想
と
、
そ
れ
を
支
え
た
工
事
関
係
者
の
協
力
に
よ

る
も
の
と
専
門
家
も
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　

戦
後
は
航
路
の
廃
止
か
ら
桟
橋
駅
は
な
く
な
り
、

ド
ー
ム
も
波
浪
に
耐
え
て
い
た
が
、
市
で
は
昭
和
53

年
か
ら
３
年
か
け
て
大
改
修
を
行
っ
た
。
稚
内
港
は

礼
文
島
、
利
尻
島
を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
や
サ
ハ
リ
ン
・

コ
ル
サ
コ
フ
と
の
交
流
航
路
、
北
方
漁
業
基
地
と
な

っ
て
い
る
。

　

現
在
北
防
波
堤
ド
ー
ム
は
、
ラ
イ
ダ
ー
た
ち
の
交

流
や
市
民
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
活
用
さ
れ
、
特

に
「
稚
内
の
み
な
と
を
考
え
る
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
会
」
で
は
毎
夏
ド
ー
ム
で
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
、
観
光
客
に
も
人
気
を
博
し
て
い
る
。

●稚内市建設産業部観光交流課
☎0162-23-6161

稚泊航路運航当時に就航した壱岐丸

ドーム内部は桟橋駅のホームや
道路となっていた

駅舎もある北防波
堤ドームの断面図



日
本
海
に
面
し
た
留
萌
市
礼れ

受う
け

地
区
前

浜
に
は
１
１
３
年
間
ニ
シ
ン
漁
を
続
け

た
佐
賀
家
漁
場
が
当
時
の
ま
ま
の
姿

で
残
っ
て
い
る
。
漁
夫
と
親
方
た
ち
が

共
に
生
活
し
た
番
屋
、
ニ
シ
ン
を
貯
蔵

し
た
り
加
工
し
た
蔵
、
漁
に
使
わ
れ
た

数
々
の
用
具
、
船
と
船
大
工
の
技
、
裏

手
の
山
に
は
稲
荷
社
も
あ
る
貴
重
な
文

化
財（
国
指
定
史
跡
）。
ニ
シ
ン
は
消
え
、

出
稼
ぎ
男
衆
も
去
っ
て
久
し
い
が
、
扉

を
開
け
る
と
当
時
の
賑
わ
い
が
時
を
超

え
て
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
。

●
漁
業
全
体
が
重
要
文
化
財

　

留
萌
市
は
北
海
道
日
本
海
側
の
ほ

ぼ
中
央
部
に
あ
り
、
留
萌
川
河
口
に

あ
る
港
湾
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き

た
。
札
幌
、
旭
川
か
ら
高
速
道
路
が

あ
り
、
交
通
便
も
良
い
。

　

ニ
シ
ン
漁
で
栄
え
た
佐
賀
家
の
漁

場
は
市
海
岸
部
の
最
南
に
あ
り
隣
の

増
毛
町
に
接
し
て
い
る
。
国
道

２
３
１
号
線
を
南
西
方
向
に
約
４
㎞

行
く
と
海
岸
際
の
な
だ
ら
か
な
斜
面

に
佐
賀
家
の
漁
場
が
あ
り
、
目
の
前

に
は
ニ
シ
ン
が
産
卵
の
た
め
押
し
寄

せ
た
海
が
広
が
っ
て
い
る
。
10
年
前

に
45
年
ぶ
り
に
ニ
シ
ン
の
群
が
こ
こ

前
浜
に
押
し
寄
せ
て
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
と
い
う
が
、

今
は
魚
影
も
な
く
船
着
き
場
に
残
る
杭
に
静
か
に
波

が
打
ち
寄
せ
て
い
る
。

　

佐
賀
家
漁
場
の
敷
地
総
面
積
は
約
１
万
５
千
㎢
。

中
央
に
漁
場
の
本
拠
で
あ
る
番
屋
が
あ
り
、
広
い
庭

（
身
欠
ニ
シ
ン
の
干
場
だ
っ
た
）を
挟
ん
で
ト
タ
ン
蔵
、

そ
の
奥
に
船
を
保
管
す
る
船
蔵
、
道
路
の
西
側
に
は

漁
期
に
一
時
的
に
ニ
シ
ン
を
収
納
す
る
「
廊
下
」
と

呼
ば
れ
る
建
物
が
あ
り
、
廊
下
の
南
西
に
は
ニ
シ
ン

を
炊
い
た
釜
跡
や
船
着
き
場
が
残
っ
て
い
る
。
船
蔵

の
裏
手
に
は
Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線
が
走
り
、
そ
の
先
に
網

蔵
が
あ
り
、
裏
手
は

急
峻
な
山
。
そ
の
山

に
は
稲
荷
社
を
建
て
、

大
漁
と
安
全
を
祈
願

し
た
。
番
屋
の
左
隣

に
は
小
川
が
流
れ
、

奥
に
も
数
個
の
蔵
が

あ
っ
た
と
い
う
が
、

今
は
取
り
壊
さ
れ
住

宅
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
海
辺
に
建
つ
廊

下
は
平
成
16
年
の
台

風
で
倒
壊
し
た
た
め

市
で
復
元
し
、
海
へ

出
る
機
会
の
な
か
っ

た
大
型
船
２
艇
を
収

10

■
北
の
大
地
に
夢
を
拓
い
た［
北
海
道
遺
産
］③

ニ
シ
ン
漁
で
湧
い
た
男
た
ち
の
夢
舞
台

佐
賀
家
ニ
シ
ン
番
屋（
北
海
道
留る
も
い
し

萌
市
）

▲�上／船の揚げ降ろしもすべて人力で行なった�
下／ニシン漁の出稼仕事を終えて本州へ帰っていく漁夫たち

▶港に帰ってきた和船からニシンの浜揚げ作業

◀�佐賀家の漁場。手前左が廊下、道路上中央が番屋、�
右手がトタン蔵、奥に船蔵、網蔵がある（留萌市提供）
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納
し
、
青
少
年
ら
の
見
学
会
に
役
立
て
て
い
る
と
い

う
。

　

日
本
海
沿
い
の
町
に
は
「
ニ
シ
ン
御
殿
」
と
い
う

建
物
が
幾
つ
か
残
っ
て
い
る
。
そ
の
多
く
が
明
治
後

半
に
な
っ
て
建
造
し
た
豪
華
な
屋
敷
や
番
屋
だ
が
、

留
萌
市
の
「
佐
賀
家
ニ
シ
ン
番
屋
」
は
江
戸
時
代
か

ら
昭
和
中
期
ま
で
ニ
シ
ン
漁
を
行
っ
て
き
た
人
々
の

生
活
と
漁
特
有
の
技
や
加
工
技
術
を
今
に
留
め
る
大

変
貴
重
な
も
の
。
平
成
７
年
に
は
「
留
萌
の
鰊
漁
撈

（
旧
佐
賀
家
漁
場
）
用
具
」
３
７
４
５
点
が
重
要
有

形
民
俗
文
化
財
に
、
９
年
に
は
番
屋
他
６
棟
に
及
ぶ

付
属
屋
を
含
め
た
佐
賀
家
漁
場
全
体
が
国
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
た
。
同
時
に
市
で
は
教
育
委
員
会
や
郷
土

史
研
究
家
、
外
部
の
専
門
家
に
よ
る
調
査
会
を
発
足

し
、
そ
れ
ら
を
図
録
、
写
真
を
加
え
て
丁
寧
な
報
告

書
に
ま
と
め
て
い
る
。

　

案
内
し
て
く
れ
た
教
育
委
員
会
の
学
芸
員
・
髙
橋

勝
也
さ
ん
は
美
大
を
卒
業
し
た
特
技
を
生
か
し
て
、

図
面
や
イ
ラ
ス
ト
描
き
を
し
、以
来
文
化
財
の
調
査
・

保
護
活
動
の
担
当
係
を
担
っ
て
い
る
。

●�

佐
賀
家
の
ニ
シ
ン
漁
場
経
営�

１
１
３
年
の
歩
み

　

北
海
道
の
ニ
シ
ン
は
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
が
「
カ
ム

イ
チ
ッ
プ
（
神
の
魚
）」
と
呼
ん
で
鮭
と
同
様
に
重

要
な
食
料
と
し
て
食
し
て
い
た
が
、
タ
モ
網
に
よ
る

小
規
模
漁
法
だ
っ
た
。
和
人
に
よ
る
本
格
的
な
ニ
シ

ン
漁
は
江
戸
初
期
に
松
前
藩
が
領
内
に
限
っ
て
行
っ

た
が
、
一
般
漁
民
は
厳
禁
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
領

内
だ
け
で
は
不
漁
と
な
り
蝦
夷
地
の
人
口
も
増
加
の

一
途
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
西
蝦
夷
地
へ
進
出
す
る
漁

師
が
後
を
絶
た
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
天
保
11
年

（
１
８
４
０
）
に
は
雄
冬
岬
以
北
の
ニ
シ
ン
漁
も
解

▲番屋内部。漁夫たちの宿泊場所で、コの字型になっている

▲番屋奥にある厨房と食事処

▲�廊下の中に収納している和船。昭和29年に建造し
たもので漁に出ずじまいだった

▲トタン蔵にあった大鍋。ニシンを煮て乾燥させる

▲�古材を生かして建てた船蔵の内部。漁が終わると船
は手入れして収納した

▲昭和32年まで百年間使われた番屋。右側が親方の居間と事務所、左が漁夫の部屋
▼�上／明治36年に建造したトタン蔵。扉には因（カクダイ）の屋号 �
下／船の舳先を外に出して収納した船蔵



禁
さ
れ
、
留
萌
に
も
ニ

シ
ン
漁
民
が
入
っ
て
く

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

留
萌
へ
の
最
初
の
出

稼
ぎ
漁
民
が
佐
賀
平
之

丞
で
、
弘
化
元
年

（
１
８
４
４
）
現
在
の

礼
受
地
区
に
漁
場
を
開

い
た
。
佐
賀
家
の
先
祖

は
九
州
佐
賀
の
武
士
で
、

大
阪
城
落
城
で
北
へ
逃

れ
、
下
北
風
間
浦
村
下

風
呂
で
漁
業
海
運
業
を

営
ん
で
き
た
と
い
う
。

蝦
夷
地
と
往
来
し
始
め
た
の
は

五
代
平
之
丞
の
頃
で
、
南
部
藩

御
用
達
と
な
っ
て
松
前
、
函
館
、

新
潟
を
往
来
し
て
商
売
を
始
め

て
い
る
。

　

本
格
的
に
留
萌
に
漁
場
を
開

い
て
ニ
シ
ン
漁
に
乗
り
出
し
た

の
は
七
代
目
清
右
衛
門
で
、
八

代
目
平
之
丞
を
礼
受
に
赴
か
せ

ニ
シ
ン
漁
を
始
め
た
。
ニ
シ
ン

漁
は
春
期
間
だ
け
で
あ
る
た
め
、

漁
が
終
わ
る
と
漁
夫
は
故
郷
へ

帰
っ
て
行
っ
た
。

　

当
時
（
安
政
年
間
）
は
３
軒

の
出
稼
家
が
あ
り
、
合
わ
せ
て

男
85
人
が
働
き
、
ニ
シ
ン
漁
獲

高
は
１
７
０
０
石
だ
っ
た
が
、

数
年
後
に
は
１
万
３
１
６
０
石

と
増
え
て
い
く
。
そ
の
中
で
佐

賀
家
は
建
網
５
統
、
笊
網
２
統
を
経
営
し
、
出
稼
漁

業
者
の
中
で
は
傑
出
し
た
存
在
だ
っ
た
。
そ
の
後
も

佐
賀
家
は
順
調
に
発
展
し
、
明
治
20
年
頃
ま
で
に
は

７
～
８
統
の
漁
場
を
経
営
し
て
い
た
。

　

し
か
し
漁
獲
高
は
毎
年
激
し
く
変
動
し
て
お
り
、

ニ
シ
ン
漁
は
不
安
定
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
リ
ス
ク

を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
、
明
治
35
年
以
降
は
定

置
漁
業
の
権
利
を
賃
貸
又
は
現
物
納
め
で
貸
す
こ
と

で
経
営
を
安
定
さ
せ
た
。
昭
和
に
入
る
と
不
漁
は
さ

ら
に
深
刻
に
な
り
、
最
盛
期
の
明
治
36
年
に
は

３
１
５
３
石
あ
っ
た
漁
獲
高
は
昭
和
７
年
に
は

１
３
１
石
、
０ゼ

ロ

の
年
も
あ
り
、
昭
和
33
年
に
操
業
を

断
念
し
た
。
し
か
し
終
了
後
も
漁
場
を
そ
の
ま
ま
残

し
、
管
理
人
を
置
き
な
が
ら
、
番
屋
や
付
属
建
物
、

用
具
、
経
営
関
係
文
書
を
保
管
し
て
き
た
。。

　

こ
れ
ら
の
代
表
的
な
用
具
等
は
市
内
の
「
留
萌
市

海
の
ふ
る
さ
と
館
」
に
展
示
さ
れ
、
当
時
の
隆
盛
を

忍
ぶ
と
と
も
に
、
網
、
船
大
工
道
具
、
運
搬
用
背
負

箱
等
も
展
示
。
ニ
シ
ン
漁
に
お
け
る
様
々
な
工
夫
と

技
術
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
特
に
船
大
工
が
使
っ

た
用
具
は
、
キ
リ
・
カ
ン
ナ
だ
け
で
も
各
数
10
種
あ

り
、
い
か
に
繊
細
で
高
水
準
の
技
が
駆
使
さ
れ
た
か

に
驚
嘆
す
る
。

●「
若
い
衆
」と
親
方
た
ち
が
共
同
生
活

　

１
０
０
年
に
亘
っ
て
使
わ
れ
た
番
屋
は
三
回
は
大

き
く
改
装
し
た
と
専
門
家
は
見
て
い
る
。
玄
関
を
入

る
と
広
い
土
間
が
あ
り
、
左
手
は
漁
夫
「
若
い
衆
」

た
ち
の
寝
室
で
、
右
手
が
親
方
ら
の
居
住
部
、
土
間

の
奥
が
厨
房
・
食
事
処
に
な
っ
て
い
る
。
２
段
に
な

る
漁
夫
の
寝
室
は
畳
敷
き
で
雑
魚
寝
使
用
、
こ
こ
か

ら
は
海
が
よ
く
見
え
る
。
親
方
や
役
付
漁
夫
が
住
む

部
分
は
昭
和
に
な
っ
て
大
改
装
し
た
よ
う
で
、
応
接

室
や
仏
間
も
あ
り
、
今
で

も
快
適
に
住
め
そ
う
だ
。

厨
房
に
は
竈
が
三
基
あ
り

大
鍋
が
置
い
て
あ
る
。
食

料
の
乏
し
い
時
代
で
も
、

こ
こ
は
一
日
４
食
、
男
た

ち
の
旺
盛
な
食
欲
を
満
た

し
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

ト
タ
ン
蔵
は
屋
号
の
因

（
カ
ク
ダ
イ
）
を
付
け
、

貴
重
だ
っ
た
ト
タ
ン
を
壁

に
も
張
っ
た
蔵
で
、
内
部
は
板
張
り
の
二
階
建
。
ニ

シ
ン
を
選
別
し
て
茹
で
粉
砕
し
た
製
品
を
収
納
し
て

い
た
場
所
で
、
ニ
シ
ン
は
鮮
魚
、
身
欠
ニ
シ
ン
、
数

の
子
と
し
て
食
用
に
使
う
以
外
は
、
大
部
分
が
粕
に

し
て
高
級
肥
料
と
し
て
関
西
方
面
に
出
荷
さ
れ
た
。

　

廊
下
は
一
時
的
に
ニ
シ
ン
を
収
容
す
る
蔵
で
、
出

し
入
れ
し
や
す
い
よ
う
に
壁
板
が
外
せ
る
よ
う
に
作

ら
れ
、
船
の
収
納
に
も
使
わ
れ
た
。
船
の
収
容
で
は

斜
面
奥
に
平
屋
建
て
船
蔵
が
あ
る
が
、
外
壁
か
ら
船

の
舳
先
を
出
す
な
ど
、
使
い
勝
手
に
数
々
の
工
夫
が

見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
漁
業
状
況
に
応
じ
て
改
装
し

な
が
ら
愛
着
を
も
っ
て
使
用
し
て
き
た
先
人
た
ち
の

知
恵
と
心
意
気
が
溢
れ
て
い
る
。

文
／
浅
井
登
美
子　

写
真
／
満
田
美
樹

●留萌市教育委員会☎0164-42-0435 12

▲�留萌市「海のふるさと館」に展示してあるニシン漁用具。�
中央が網類、その右にはニシンを運搬した背負箱等が並ぶ

▶�市内中心部にある「海のふるさと館」（上）と資
料の整理に励む髙橋学芸員
▼現在、数軒の漁師が漁業を続ける礼受漁港

▲�左／ニシンの種類も大小さまざま。小さいニシンは粕に加工した　右／船大工は専用の特殊な
用具を多数使い、浸水しない精度の高い船を造った



厳
し
い
大
自
然
に
凛
と
し
て
立
ち
向
か
う

尻
屋
埼
灯
台
と
寒か

ん

立だ

ち

馬め

（
青
森
県
東ひ
が
し
ど
お
り
む
ら

通
村
）

　

本
州
最
東
北
端
に
あ
る
下
北
半
島
尻
屋
岬

に
建
つ
白
亜
の
灯
台
。
岬
の
晩
秋
の
穏
や
か

な
草
原
で
は
寒
立
馬
た
ち
が
三
々
五
々
に
草

を
食
み
、
北
欧
の
美
し
い
絵
ハ
ガ
キ
を
見
る

よ
う
な
風
景
だ
。
し
か
し
午
後
4
時
半
頃
に

は
日
は
落
ち
て
冷
た
い
海
風
が
吹
き
は
じ
め
、

岬
は
無
人
に
な
る
。
午
後
5
時
灯
台
の
塔
頂

部
の
ラ
イ
ト
が
回
転
し
始
め
、
や
が
て
点
火

し
て
暗
黒
の
太
平
洋
を
照
ら
し
始
め
た
。
そ

ん
な
中
で
馬
た
ち
は
波
打
ち
際
に
も
下
り
て

ひ
た
す
ら
草
を
食
べ
続
け
て
い
る
。
し
ば
れ

る
厳
冬
の
い
ま
、
凛
と
大
自
然
に
立
ち
向
か

っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
寒
立
馬
と
灯
台
の
こ
と

が
脳
裏
を
離
れ
な
い
。

暮れていく岬と海を照らし始めた尻屋埼灯台

新時代を先取りした

近代化施設①

13
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東
通
村
は
下
北
半
島
東
部
に
あ
り
、
村
制
以
来
隣

接
す
る
む
つ
市
に
役
場
庁
舎
を
置
い
た
全
国
で
も
珍

し
い
村
だ
っ
た
が
、
昭
和
63
年
の
村
制
１
０
０
年
を

機
に
村
中
心
部
に
役
場
庁
舎
を
建
設
し
た
。
庁
舎
と

並
ん
で
交
流
セ
ン
タ
ー
、
体
育
館
も
あ
り
、
四
角
、

三
角
、
丸
い
形
で
構
成
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
建
物
は
ユ

ニ
ー
ク
で
、
観
光
客
も
訪
れ
る
ほ
ど
。

　

観
光
メ
ッ
カ
と
い
え
ば
尻
屋
岬
の
灯
台
と
寒か

ん
だ
ち
め

立
馬
。

青
い
海
と
緑
の
草
原
、
そ
の
先
端
に
立
っ
て
難
所
と

い
わ
れ
る
海
を
照
ら
し
続
け
て
き
た
白
い
灯
台
と
、

草
原
に
生
息
す
る
野
生
馬
「
寒
立
馬
」
は
、
自
然
の

豊
か
さ
と
厳
し
さ
の
中
で
耐
え
て
生
き
る
こ
と
の
意

味
と
感
動
を
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
る
。

　

灯
台
は
、
徳
川
幕
府
が
慶
応
２
年
に
英
、
米
、
仏
、

蘭
の
４
カ
国
と
締
結
し
た
江
戸
条
約
で
設
置
が
義
務

づ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
明
治
新
政
府
に
な
る
と
建
設

事
業
が
始
ま
っ
た
。
明
治
元
年
に
来
日
し
た
英
国
技

師
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
手
で

国
内
に
26
基
の
灯
台
が
建
設
さ
れ
、
そ
の
最
後
の
仕

事
と
し
て
明
治
9
年
に
尻
屋
埼
灯
台
が
建
設
さ
れ
た
。

　

建
物
は
レ
ン
ガ
を
何
層
に
も
組

ん
で
積
み
上
げ
外
側
を
白
い
ペ
ン

キ
で
塗
り
上
げ
た
も
の
で
、
塔
頂

部
ま
で
は
３
２
・
８
ｍ
、
レ
ン
ガ

で
造
ら
れ
た
灯
台
で
は
日
本
最
高

の
高
さ
を
持
つ
。
明
る
さ（
光
度
）

も
53
万
カ
ン
テ
ラ
と
我
が
国
最
大

級
で
、
光
遠
距
離
は
34
㎞
に
達
す

る
。
レ
ン
ズ
の
大
き
さ
は
大
人
の

身
長
よ
り
も
大
き
い
と
い
う
。
さ

ら
に
、
当
初
は
石
油
灯
で
点
灯
し

て
い
た
が
、
明
治
34
年
に
は
電
気

式
灯
台
に
な
り
、
日
本
初
の
自
家

発
電
を
採
用
し
た
先
進
的
灯
台
で
も
あ
っ
た
。

　

尻
屋
崎
の
海
は
東
は
太
平
洋
、
北
は
津
軽
海
峡
に

臨
み
、
冬
の
防
風
雪
は
強
烈
で
、
昔
か
ら
難
破
海
と

言
わ
れ
る
航
海
船
の
難
所
だ
っ
た
。
当
初
か
ら
こ
れ

を
考
慮
し
て
建
設
し
た
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
技
術
力
と
、

こ
の
灯
台
を
守
り
続
け
、
１
２
５
年
経
ち
無
人
に
な

っ
た
い
ま
も
数
分
の
狂
い
も
な
く
海
を
照
ら
し
て
い

る
関
係
者
の
仕
事
ぶ
り
に
も
驚
嘆
す
る
。

　

し
か
し
一
度
だ
け
尻
屋
埼
灯
台
の
灯
が
消
え
た
こ

と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
終
戦
間
近
の
昭
和
20
年
７
月
、

尻
屋
埼
灯
台
は
米
軍
機
の
爆
撃
を
受
け
て
塔
室
は
破

損
、
そ
の
時
灯
台
守
の
一
人
が
機
銃
掃
射
を
受
け
て

殉
死
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
破
壊
し
た
は
ず
の
灯

台
が
何
度
か
灯
を
点
し
て
い
る
の
が
漁
船
や
地
域
の

人
に
確
認
さ
れ
た
。
灯
台
を
管
理
し
て
い
る
海
上
保

安
庁
で
は
、
尻
屋
崎
の
光
は
命
が
け
で
灯
台
を
守
ろ

う
と
し
た
灯
台
守
の
「
守
灯
精
神
」
が
点
し
た
の
だ

と
い
う
話
が
語
り
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

事
実
、
我
々
は
撮
影
用
に
特
別
に
許
可
を
も
ら
っ

て
ゲ
ー
ト
内
に
入
り
、
暮
れ
て
い
く
海
や
草
原
に
灯

高
さ
も
光
度
も
我
が
国
最
大
級
︱
︱
尻
屋
埼
灯
台

▶�上／灯台の建物はレンガを分厚く積み上げている　下／今は無人
で封鎖された窓

▼灯台近くで草を食む寒立馬の親子

▲レンガ造りでは日本最高の高さを持つ尻屋埼灯台

▲午後5時に灯台が点火した、晩秋の尻屋岬

大人の身長よりも大きいレンズが
ぐるぐる回りはじめる
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台
の
灯
が
点
く
の
を
待
っ
た
が
、
５
時
ジ
ャ
ス
ト
に

頭
部
の
ラ
イ
ト
が
回
り
は
じ
め
、
や
が
て
眩
い
光
を

放
射
状
に
放
ち
は
じ
め
た
時
は
、
そ
こ
に
人
影
を
見

た
よ
う
な
錯
覚
を
感
じ
た
。
そ
し
て
「
お
い
ら
岬
の

灯
台
守
は
、
沖
行
く
船
の
無
事
を
祈
っ
て
灯
を
点
す

灯
を
点
す
」
が
主
題
歌
だ
っ
た
映
画
『
喜
び
も
悲
し

み
も
幾
年
月
』（
昭
和
46
年
、
木
下
恵
介
監
督
）
を
し

み
じ
み
思
い
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
７
月
下
旬
に
は
海
上
保
安
庁
主
催
で
灯
台
内

部
の
見
学
会
が
あ
る
。
ま
た
尻
屋
岬
入
口
に
は
ゲ
ー

ト
が
あ
り
、
４
月
は
８
時
か
ら
16
時
ま
で
、
５
～
11

月
は
７
時
か
ら
17
時
ま
で
開
放
さ
れ
て
い
る
が
、
12

～
３
月
ま
で
の
冬
季
間
は
立
ち
入
り
禁
止
と
な
る
。

　

尻
屋
岬
に
は
現
在
約
30
頭
の
野
生
馬
「
寒か

ん
だ
ち
め

立
馬
」

が
棲
息
し
て
い
る
。
岬
は
内
陸
部
に
は
低
木
が
茂
っ

て
い
る
も
の
の
、
海
に
面
し
た
丘
は
樹
木
一
つ
な
い

草
原
地
帯
。
中
央
部
を
一
本
の
道
路
が
走
り
、
観
光

客
の
車
で
賑
わ
う
が
、
馬
た
ち
は
道
路
に
も
堂
々
と

立
っ
て
い
る
。
人
に
決
し
て
媚
び
ず
マ
イ
ペ
ー
ス
で
、

あ
る
馬
は
眠
っ
て
い
る
如
く
夢
想
し
、
あ
る
馬
は
ひ

た
す
ら
道
路
脇
の
草
を
食
べ
て
い
る
。
岬
の
気
象
や

自
然
情
況
、
観
光
客
動
向
も
す
べ
て
把
握
し
な
が
ら

孤
立
無
援
、
野
生
に
生
き
る
姿
は
威
厳
あ
る
哲
学
者

の
よ
う
。
思
わ
ず
「
何
を
考
え
て
い
る
の
」
と
聞
い

て
し
ま
う
が
、
馬
た
ち
は
微
動
だ
に
し
な
い
。

　

寒
立
馬
の
生
い
立
ち
は
、
下
北
地
方
に
棲
息
し
て

い
た
比
較
的
小
ぶ
り
で
寒
さ
と
粗
食
に
耐
え
る
田
名

部
馬
と
呼
ば
れ
る
馬
に
さ
か
の
ぼ
る
。
田
名
部
馬
は

幕
政
時
代
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
時
代
に
南
部
馬

を
基
に
外
来
種
馬
と
交
配
し
て
軍
用
を
目
的
に
改
良

さ
れ
て
き
た
が
、
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ル
ト
ン
種

と
掛
け
合
わ
せ
て
現
在
の
よ
う
な
力
強
く
寒
さ
や
粗

食
に
耐
え
る
独
自
の
馬
種
に
成
長
し
た
。

南
部
馬
の
血
を
受
け
継
ぐ
の
は
こ
の
東

通
村
の
寒
立
馬
だ
け
と
言
わ
れ
て
お
り
、

尻
屋
岬
の
風
土
の
中
で
培
わ
れ
た
生
命

の
遺
産
的
存
在
で
も
あ
る
。

　

地
元
の
人
々
は
こ
の
馬
を
「
野
放
し

馬
」
と
呼
ん
で
特
定
の
名
前
が
な
か
っ

た
が
、
昭
和
45
年
に
当
時
尻
屋
小
中
学

校
の
校
長
を
し
て
い
た
岩
佐
勉
氏
が

「
東し

の
の
め雲
に
勇
み
い
な
な
く
寒
立
馬　

筑

紫
ヶ
原
の
嵐
も
の
か
は
」
と
詠
ん
だ
こ

と
か
ら
「
寒
立
馬
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

寒
立
と
い
う
言
葉
は
、
マ
タ
ギ
が
厳
寒
の
中
に
何
日

も
じ
っ
と
た
た
ず
む
カ
モ
シ
カ
を
そ
う
呼
ん
で
い
た

そ
う
で
、
寒
立
馬
が
吹
雪
の
中
で
じ
っ
と
耐
え
て
立

つ
姿
は
新
聞
等
に
も
紹
介
さ
れ
、
人
々
に
驚
嘆
と
感

動
を
与
え
て
い
る
。

　

し
か
し
平
成
９
年
に
は
９
頭
ま
で
に
減
り
絶
滅
の

危
機
に
達
し
た
こ
と
か
ら
、
村
と
県
で
は
寒
立
馬
の

保
護
保
存
活
動
を
始
め
、
厳
寒
期
に
は
半
島
の
内
陸

部
に
誘
導
し
て
多
少
の
飼
料
を
与
え
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
14
年
11
月
に
は
「
寒
立
馬
と
そ
の
生
息
地
」

が
青
森
県
の
天
然
記
念
物
指
定
を
受
け
た
。
と
は
い

っ
て
も
、
仔
馬
た
ち
が
無
事
育
ち
繁
殖
し
て
い
け
る

よ
う
に
と
願
う
人
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
支
え

て
い
る
た
め
、
現
在
寒
立
馬
保
護
募
金
実
行
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、「
寒
立
馬
保
護
基
金
」
を
募
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
太
平
洋
岸
に
面
し
た
猿
ヶ
森
砂
丘
に
は
、

２
５
０
０
年
前
に
ヒ
バ
林
が
海
か
ら
吹
き
あ
げ
た
大

量
の
砂
で
木
々
が
立
ち
枯
れ
た
と
い
う
「
ヒ
バ
埋
没

林
」
が
あ
り
、
今
も
木
々
が
茂
る
森
の
中
に
立
ち
枯

れ
た
ヒ
バ
を
数
本
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

文
／
浅
井
登
美
子　

写
真
／
小
林
恵

●東通村商工振興グループ☎0175-27-2111
「寒立馬保護基金」は郵便局振替口座02350-7-2027

岬中央部に設けられた休憩所。ここでは車より寒立馬が優先する

草原でじっと夢想する
寒立馬は哲学者のよう

草
原
の
哲
学
者
︱
︱
寒
立
馬
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む
つ
市
旧
市
街
地
の
一
角
に
あ
る
水
源
地
公
園
は

サ
ク
ラ
の
名
所
で
、
松
、
楓
、
ヒ
バ
等
の
古
木
が
茂

る
手
入
れ
の
行
き
と
ど
い
た
美
し
い
公
園
。
そ
の
中

心
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
が
旧
海
軍
大

お
お
み
な
と湊

要
港
部
水

源
地
堰
堤
と
呼
ば
れ
る
水
道
施
設
。
宇
田
川
よ
り
取

水
し
て
、
ろ
過
し
た
も
の
を
池
に
溜
め
、
石
を
ア
ー

チ
型
に
組
ん
だ
ダ
ム
か
ら
緩
や
か
に
流
し
て
、
市
民

や
軍
へ
の
飲
用
水
、
軍
艦
用
水
と
し
て
供
給
し
て
き

た
。
石
造
り
ア
ー
チ
ダ
ム
と
し
て
は
日
本
最
古
、
東

北
地
方
で
最
初
に
建
設
さ
れ
た
近
代
水
道
施
設
で
、

昭
和
51
年
ま
で
市
民
に
水
を
供
給
し
て
き
た
。
小
規

模
だ
が
、
精
巧
な
設
計
、
技
術
水
準
の
高
さ
、
デ
ザ

イ
ン
性
、
美
し
い
水
流
が
注
目
さ
れ
る
。

近
代
水
道
施
設
と
し
て
国
重
要
文
化
財
に

　

む
つ
市
大
湊
に
は
現
在
も
海
上
自
衛
隊
の
基
地
が

あ
る
が
、
明
治
時
代
か
ら
海
軍
の
要
港
と
し
て
発
展

し
て
き
た
。
明
治
35
年
に
開
庁
し
た
大
湊
水
雷
団
の

艦
船
に
補
給
用
水
を
確
保
す
る
た
め
、
水
路
施
設
の

建
設
が
急
務
と
な
り
、
明
治
34
年
よ
り
第
一
引
入
口

の
工
事
に
着
手
、
続
い
て
沈
澄
池
堤
防
、
用
水
路
等

を
連
続
的
に
建
設
し
た
。

　

設
計
は
横
須
賀
鎮
守
府
経
理
課
建
築
科
の
長
井
川

揆
喜
蔵
で
、
後
任
の
建
設
課
長
は
櫻
井
小
太
郎
。
後

に
旧
丸
ビ
ル
や
三
菱
銀
行
本
店
を
設
計
し
た
人
で
、

堰
堤
櫛
形
ア
ー
チ
の
見
事
な
設
計
は
櫻
井
の
手
に
よ

る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

第
一
引
入
口
建
設
で
は
、
宇
田
川
の
中
流
域
に
一

辺
３
ｍ
の
枡
型
石
組
み
構
造
物

を
造
り
、
東
側
に
堰
堤
、
南
側

に
通
水
溜
、
溢
水
口
、
余
水
路

が
築
か
れ
て
い
る
。
水
は
通
水

路
か
ら
貯
水
池
に
送
る
一
方
で
、

余
水
は
溢
水
口
か
ら
余
水
路
を

通
っ
て
宇
田
川
に
放
流
さ
れ
た
。

　

沈
澄
池
は
川
に
含
ま
れ
る
土

砂
を
沈
殿
し
て
上
澄
み
を
乙
水

槽
（
バ
ル
ブ
室
）
に
送
水
す
る

も
の
で
、
堤
長
２
７
・
６
ｍ
、

堤
高
９
ｍ
、堤
頂
幅
１
・
５
７
ｍ
の
ア
ー
チ
式
石
造
り
。

41
年
に
着
工
し
43
年
に
竣
工
し
た
。

　

乙
水
槽
は
、
外
側
は
木
造
正
八
角
形
の
建
物
だ
が
、

内
径
２
・
５
ｍ
、
深
さ
３
・
９
ｍ
の
円
筒
型
の
煉
瓦
造

り
で
、
こ
こ
で
水
量
と
給
排
水
を
調
整
し
た
。
明
治

後
期
に
こ
の
よ
う
な
技
術
水
準
の
高
い
近
代
水
道
施

設
が
造
ら
れ
た
こ
と
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
、
平
成
21

年
10
月
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

し
か
し
現
在
、
公
園
の
真
ん
中
を
横
切
る
形
で
新

道
路
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
市
街
地
の
幹
線
道
路
が

狭
い
た
め
新
道
路
の
開
設
が
長
年
求
め
ら
れ
、
や
む

な
く
公
園
の
上
を
橋
で
繋
ぐ
よ
う
に
し
た
と
い
う
。

橋
の
上
か
ら
池
や
堰
堤
の
景
観
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
通
過
車
両
が
多
く
な
る
と
、

こ
の
貴
重
な
文
化
財
施
設
や
植
物
に
影
響
が
で
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
で
も
あ
る
。

●むつ市教育委員会☎0175-22-1111
●水源地公園管理事務所☎0175-24-1818

軍
港
に
水
を
供
給
し
た
精
巧
な
石
造
り
ダ
ム

旧
大
湊
水
源
地
堰
堤（
青
森
県
む
つ
市
）

▶�石造りアーチダムの池と堰堤、バルブ室
▼�バルブ室内部。池には錦鯉がゆったり泳い
でいた

堰堤の上を歩ける
道があり、中央に
バルブ室がある

新時代を先取りした
近代化施設②
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自
然
と
よ
く
調
和
し
た
発
電
所

　

妻つ
ま
ご
じ
ゅ
く

籠
宿
に
近
い
木
曽
川
の
ほ
と
り
。「
読
書

発
電
所
」
の
白
亜
の
レ
ト
ロ
な
建
物
と
山
肌
に

這
う
大
き
な
水
管
が
望
め
る
。「
読
書
」
は
「
よ

み
か
き
」
と
読
む
。
明
治
７
年
、
こ
の
地
域
の

与
川
、
三
留
野
、
柿
其
の
３
村
が
統
合
さ
れ
た

と
き
、
各
村
名
の
頭
の
文
字
を
と
っ
て
つ
け
た

「
よ
（
与
）・
み
（
三
）・
か
き
（
柿
）」
に
由
来
し
て

い
る
。

　

２
年
の
年
月
と
延
べ
１
７
０
万
人
以
上
の
労
働
力

を
投
じ
て
建
設
さ
れ
た
読
書
発
電
所
は
、
現
在
、
遠

隔
操
作
で
稼
働
し
て
お
り
、
通
常
は
無
人
で
あ
る
。

見
学
に
あ
た
っ
て
、
関
西
電
力
東
海
支
社
広
報
の
古

谷
清
司
さ
ん
と
同
社
木
曽
電
力
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー

の
早
川
雅
人
さ
ん
に
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。

「
こ
の
発
電
所
の
建
物
に
は
、
当
時
流
行
だ
っ
た
ア

南
木
曽
町
は
、
面
積
の
94
％
を
森
林
が
占
め

る
山
深
い
地
域
で
あ
る
。
現
在
は
、
町
の
中

心
を
大
き
く
蛇
行
す
る
木
曽
川
沿
い
に
、
国

道
19
号
と
中
央
本
線
が
走
っ
て
い
る
が
、
か

つ
て
の
に
ぎ
わ
い
は
、
森
林
を
分
け
入
る
よ

う
に
造
ら
れ
た
旧
中
山
道
に
あ
っ
た
。
江
戸

時
代
の
た
た
ず
ま
い
を
そ
の
ま
ま
に
残
す
妻

籠
宿
に
は
、
時
空
を
超
え
て
守
ら
れ
て
き
た

景
観
を
慕
い
、多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
町
に
は
燦
然
た
る
近
代
的
な
足
跡

も
残
さ
れ
て
い
る
。
大
正
12
年
の
竣
工
以
来
、

今
も
現
役
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
読
書
発
電

所
」「
柿
其
水
路
橋
」、
そ
し
て
「
桃
介
橋
」
で

あ
る
。

小
雪
ち
ら
つ
く
冬
の
一
日
、
江
戸
時
代
の
名

残
を
と
ど
め
る
町
に
息
づ
く
近
代
化
遺
産
を

訪
ね
た
。

水
力
発
電
事
業
黎
明
期
の
気
概
を
伝
え
る

読
書
発
電
所
・
桃
介
橋（
長
野
県
南な

木ぎ

曽そ

町ま
ち

）

◀�天井高18ｍの発電所内部。無
機質な発電機器に、半円の窓
や明かり取りから優しい光が
差し込む

▶�江戸時代にタイムスリップし
たような妻籠宿。国重要伝統
的建造物群保存地域指定

▲�読書発電所紀功碑。古谷さんと早川さん（右）。
「上部の扁額は、桃介の言葉と文字です。『流水
有方能出世』。流水は、方法によって電気にす
ることができ、世の中の文明を開くことができ
るという意味です」

▲�操業当時のまま、現在も使用されている水槽と
水圧鉄管。落差112ｍ。水槽には正面、側面
部分に建設当時のデザインが残されている

▲�木曽川のほとりに建つ読書発電所。鉄筋コンクリート造りのレンガ壁、半円形
の飾り窓を配した優雅な雰囲気をもつ

新時代を先取りした
近代化施設③
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ー
ル
・
デ
コ
様
式
が
採
り

入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
木

曽
川
に
は
大
正
６
年
か
ら

の
９
年
間
で
７
つ
の
発
電

所
が
造
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
建
物
の
デ
ザ
イ
ン
が

す
べ
て
違
う
ん
で
す
よ
」。

レ
ン
ガ
造
り
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
な
ど
建

材
・
工
法
が
違
う
だ
け
で

な
く
、
ゴ
シ
ッ
ク
風
、
昔

の
女
学
校
の
寄
宿
舎
風
と
、

ど
れ
一
つ
と
し
て
同
じ
デ

ザ
イ
ン
が
な
い
。
と
も
す

れ
ば
無
機
質
に
な
り
が
ち

な
産
業
施
設
が
、
風
景
の

中
の
自
然
物
の
よ
う
な
調

和
を
奏
で
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
発
電
所
建
設

に
取
り
組
ん
だ
の
が
福
沢

桃
介
。
福
沢
諭
吉
の
娘
婿

で
あ
る
。「
桃
介
は
、
木

曽
川
の
自
然
の
中
に
溶
け
込
む
建
築
物
を
目
指
し
た

の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
古
谷
さ
ん
。

　

建
物
の
地
下
に
下
り
る
。
外
観
の
優
雅
さ
と
一
変

し
て
、
話
も
聞
き
取
れ
な
い
ほ
ど
の
轟
音
が
響
き
渡

る
。
１
秒
間
に
45
ト
ン
の
水
を
水
車
に
送
り
込
み
、

電
気
を
つ
く
り
だ
す
音
だ
。
水
車
室
に
は
、
当
時
の

米
国
の
電
力
企
業
「W

E
S
T
IN
G

　

H
O
U
S
E

」
社

の
文
字
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
稼
働
率
は
全
体

の
３
、４
割
と
の
こ
と
だ
が
、
轟
音
は
、
現
役
の
近

代
化
遺
産
の
吐
く
気
炎
と
も
聞
か
れ
る
。

　

建
物
を
出
る
と
、
目
の
前
に
黒
々
と
し
た
巨
大
な

水
圧
鉄
管
が
迫
っ
て
き
た
。
中
腹
ま
で
登
れ
ば
水
槽

も
望
め
る
。「
施
設
周
辺
は
、
紅
葉
が
た
い
へ
ん
美

し
い
ん
で
す
よ
。
桃
介
の
家
紋
が
紅
葉
で
す
か
ら
、

植
栽
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」。

　

行
き
届
い
た
発
電
所
周
辺
の
修
景
に
、
桃
介
の
思

想
が
今
も
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

電
力
王
・
福
沢
桃
介
と
女
優
・
川
上
貞
奴

　

福
沢
桃
介
は
、
明
治
元
年
、
埼
玉
の
農
家
に
生
ま

れ
た
。
慶
應
義
塾
在
学
中
、
福
沢
諭
吉
に
見
込
ま
れ
、

諭
吉
の
娘
ふ
さ
と
結
婚
。
明
治
20
年
に
渡
米
し
、
実

業
の
道
を
歩
み
始
め
る
。
帰
国
後
、
北
海
道
の
鉄
道

会
社
に
就
職
す
る
が
、
肺
結
核
の
療
養
中
に
始
め
た

株
で
巨
万
の
富
を
得
、
大
同
電
力
を
設
立
、
木
曽
川

で
の
電
源
開
発
事
業
に
乗
り
出
し
、
日
本
の
電
力
事

業
の
礎
を
築
い
た
。

　

読
書
発
電
所
か
ら
木
曽
川
上
流
を
２
㎞
ほ
ど
上
っ

た
場
所
に
、桃
介
が
発
電
所
建
設
の
拠
点
と
し
た「
大

洞
山
荘
」
が
あ
る
。
現
在
は
記
念
館
と
し
て
公
開
さ

れ
て
お
り
、
発
電
所
か
ら
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

で
結
ば
れ
て
い
る
。

　

地
元
に
住
む
西
尾
典
子
さ
ん
が
館
内
を
案
内
し
て

く
れ
た
。
階
段
の
柱
に
橋
の
欄
干
だ
っ
た
部
材
を
利

用
す
る
な
ど
、
あ
ち
こ
ち
に
廃
材
を
使
っ
て
い
な
が

ら
、
け
っ
し
て
粗
末
で
な
く
、
床
し
い
設
計
セ
ン
ス

が
匂
い
立
っ
て
く
る
。

「
こ
こ
に
は
桃
介
の
写
真
や
遺
品
、
資
料
の
展
示
だ

け
で
な
く
、
川
上
貞
奴
の
資
料
も
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
」
と
西
尾
さ
ん
。

　

川
上
貞
奴
は
明
治
・
大
正
の
一
世
を
風
靡
し
た
女

優
。
女
優
引
退
後
、
桃
介
の
事
業
を
手
助
け
し
た
。

「
貞
奴
は
世
界
的
に
も
名
を
知
ら
れ
、
政
治
家
と
の

つ
な
が
り
も
深
い
女
優
で
し
た
か
ら
、
桃
介
の
事
業

を
側
面
か
ら
支
え
る
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
」。

　

こ
の
と
き
、
桃
介
と
貞
奴
は
50
代
。
互
い
に
信
頼

し
あ
い
な
が
ら
大
人
の
恋
を
育
ん
だ
２
人
を
、
こ
の

洋
館
は
見
守
り
続
け
た
の
だ
ろ
う
。

「
桃
介
の
業
績
が
歴
史
の
表
舞
台
に
出
て
こ
な
い
の

は
さ
び
し
い
」
と
西
尾
さ
ん
。

　

そ
れ
で
も
、
遠
方
か
ら
桃
介
の
熱
烈
な
フ
ァ
ン
が

▶�柿其水路橋（国重要文化財）。全長142.2ｍ。現存す
る戦前の水路橋の中では最大級の規模を誇る。左は上
から水路橋を望む。大量の木曽川の水を取り込む

◀�左／資料館内部。福沢桃介や川上貞奴
の遺品や資料が展示されている　

　中／展示物を前に説明する西尾さん
　�右／記念館外観。大正時代の貴重な西
洋風別荘建築としても知られる

▲�木曽御嶽山登山の記念写真（福沢桃介記念館展示）�
前列左から4人目が福沢桃介、隣の女性が貞奴

▲�大正11年９月の桃介橋渡り初め。パナマ帽の桃介、黒留袖
の貞奴の姿が（福沢桃介記念館展示）
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訪
ね
て
く
る
。

地
域
住
民
が
守
り
抜
い
た
桃
介
橋

　

記
念
館
か
ら
木
曽
川
の
上
流
を
望
む
と
、
姿
の
い

い
洋
式
の
橋
が
見
え
た
。
大
正
11
年
に
、
読
書
発
電

所
建
設
の
資
材
運
搬
路
と
し
て
桃
介
が
造
っ
た
「
桃

介
橋
」
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
の
土
木
技
術
の
粋
を

集
め
て
造
ら
れ
、
全
長
２
４
７
ｍ
、
幅
員
２
・
７
ｍ

の
規
模
は
、
木
製
補
剛
ト
ラ
ス
を
も
っ
た
吊
り
橋
と

し
て
、
日
本
最
古
か
つ
最
大
で
あ
る
。

　

橋
に
優
雅
な
ラ
イ
ン
を
与
え
る
た
め
、
川
幅
の
一

番
広
い
部
分
に
、
あ
え
て
斜
め
に
通
し
て
設
計
さ
れ

た
。
資
材
運
搬
専
用
の
橋
に
こ
れ
ほ
ど
の
デ
ザ
イ
ン

を
施
す
と
は
、
欧
米
文
化
を
吸
収
し
て
き
た
桃
介
の

奇
抜
さ
と
美
的
セ
ン
ス
を
感
じ
る
。

　

桃
介
橋
は
、
昭
和
25
年
に
村
道
（
現
在
町
道
）
と

な
り
、
生
活
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
老

朽
化
に
よ
り
、
昭
和
53
年
以
降
は

通
行
禁
止
と
さ
れ
、
60
年
代
に
は

撤
去
が
検
討
さ
れ
る
事
態
と
な
っ

た
。
そ
の
と
き
、
橋
の
保
存
、
復

元
運
動
に
乗
り
出
し
た
の
が
、
地

元「
桃
介
会
」の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。

桃
介
橋
の
た
も
と
に
あ
る
「
喫
茶

ピ
エ
ロ
」
の
オ
ー
ナ
ー
北
澤
義
孝

さ
ん
も
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
。

　

桃
介
会
は
、
三
留
野
地
区
の
地

域
振
興
を
考
え
る
十
数
人
の
集
ま

り
で
あ
る
。
町
議
会
で
橋
の
撤
去

が
決
定
に
傾
く
状
況
下
、
保
存
の

署
名
活
動
を
始
め
、
復
元
の
た
め

の
設
計
図
を
描
き
、陳
情
を
重
ね
た
。

皆
、
昔
の
よ
う
に
橋
を
渡
り
た
い

と
い
う
一
心
だ
っ
た
。
結
果
、
平
成
５
年
に
復
元
工
事

が
実
施
さ
れ
、
翌
６
年
に
は
読
書
発
電
所
、
柿
其
水

路
橋
と
と
も
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
橋
周
辺
を
整
備
し
、

平
成
10
年
に
は
、
周
辺
地
域
の
有
志
に
よ
り
、
桃
介

橋
河
川
公
園
組
合
を
設
立
。
公
園
の
植
栽
や
整
備
、

桃
介
記
念
館
の
運
営
・
管
理
、
河
川
の
清
掃
活
動
を

町
か
ら
委
託
さ
れ
た
。
現
在
会
員
は
51
名
を
数
え
る
。

「
行
政
の
手
に
任
せ
ず
、
地
元
に
住
む
私
た
ち
の
手

で
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち

で
す
」
と
組
合
理
事
山
崎
隆
三
さ
ん
。

　

一
昨
年
の
春
に
は
、
記
念
館
に
隣
接
す
る
木
造
２

階
建
て
の
遊
休
施
設
を
利
用
し
、
飲
食
施
設
「
桃
介

亭
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
今
後
は
、
橋
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
を
計
画
し
て
い
る
。「
文
化
財
な
の
で
、
い
ろ

い
ろ
と
制
限
が
あ
る
け
れ
ど
、
橋
を
見
に
き
て
く
れ

た
人
た
ち
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
し
て
く
れ
れ
ば
い
い

ね
」
と
北
澤
さ
ん
。
桃
介
橋
が
地

域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
生
き
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
。

　

翌
朝
、再
び
桃
介
橋
に
出
か
け
た
。

南
木
曽
駅
に
電
車
が
到
着
し
て
し

ば
ら
く
す
る
と
、
橋
上
に
人
影
が

現
れ
た
。
桃
介
橋
の
先
、
木
曽
川

西
岸
の
丘
に
建
つ
県
立
蘇
南
高
校

の
生
徒
た
ち
で
あ
る
。彼
ら
は
毎
日
、

桃
介
橋
を
渡
っ
て
学
舎
に
通
う
。

高
校
生
た
ち
を「
学
業
」へ
と
つ
な

ぐ
桃
介
橋
を
、
福
沢
桃
介
は
天
上

で
ど
ん
な
思
い
で
眺
め
て
い
る
の

か
。
橋
を
渡
る
高
校
生
た
ち
の
輝

く
笑
顔
と
、
記
念
館
で
目
に
し
た

桃
介
の
肖
像
が
重
な
っ
た
。

文
／
村
上
憲
加　

写
真
／
小
林
恵

▼�桃介橋とその周辺の整備に力を注ぐ桃介橋河川公園組合の松瀬さん、北澤さん、
麦島さん、山崎さん（喫茶ピエロで）、店から眺める桃介橋は最高

▲�木曽川上に端麗な姿を見せる桃介橋。中州にコンクリートの支柱をたて
ワイヤーロープを張って吊るしている

▼�桃介橋を渡って通学する高校生たち
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国
費
を
使
っ
て
突
貫
工
事

西
南
の
役
（
明
治
10
年
／
１
８
７
７
）
で
荒
廃
し

て
い
た
熊
本
県
の
産
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
明
治

13
年
に
、
熊
本
県
議
会
の
白
木
為た

め

直な
お

議
長
ら
が
当
時

の
県
知
事
富
岡
敬た

か

明あ
き

に
熊
本
県
港
湾
修
築
建
言
書
を

提
出
し
た
。
そ
の
計
画
は
、
細
川
藩
の
時
代
か
ら
熊

本
の
必
要
物
資
を
賄
っ
て
い
た
百

ひ
ゃ
っ
か
ん
せ
き

貫
石
港
を
改
修
し
、

経
済
向
上
を
図
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

富
岡
県
知
事
は
、
こ
の
建
言
書
の
意
義
を
認
め
、

総
工
費
30
万
円
（
現
在
の
金
額
で
は
約
35
億
円
）
の

予
算
を
計
上
し
た
上
で
、
そ
の
中
の
10
万
円
に
つ
い

て
国
費
補
助
を
求
め
た
。
明
治
政
府
と
し
て
も
産
業

の
近
代
化
を
急
ぐ
た
め
、
三
池
炭
鉱
で
産
出
さ
れ
る

石
炭
や
米
、
麦
、
硫
黄
な
ど
を
輸
出
す
る
貿
易
港
が

望
ま
れ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。

た
だ
ち
に
国
費
に
よ
る
建

設
が
決
定
さ
れ
、
内
務
省
か

ら
熊
本
へ
派
遣
さ
れ
た
オ
ラ

ン
ダ
人
水
理
工
師
ロ
ー
エ
ン

ホ
ル
ス
ト
・
ム
ル
ド
ル
は
、

当
初
の
計
画
で
あ
っ
た
百
貫

石
港
を
調
査
。
し
か
し
、
こ

の
地
は
、
熊
本
か
ら
10
㎞
ほ

ど
西
の
坪
井
川
河
口
に
位
置

す
る
た
め
、
流
出
土
砂
が
多

く
遠
浅
で
水
深
が
確
保
で
き

ず
、
築
港
に
は
不
向
き
で
あ

る
こ
と
を
進
言
。
そ
の
後
の

調
査
に
よ
っ
て
宇
土
半
島
西

端
の
三
角
が
、
水
深
が
深
く
、

自
然
の
条
件
が
整
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
築
港
の
代
替
地
に

選
定
さ
れ
た
。

港
湾
工
事
は
明
治
17
年
３
月
、
40
㎞
離
れ
た
熊
本

と
三
角
を
結
ぶ
道
路
工
事
か
ら
着
工
さ
れ
、
５
月
に

は
港
湾
工
事
も
始
ま
り
、
多
く
の
労
働
者
が
投
入
さ

れ
た
。

な
か
で
も
、
熊
本
監
獄
の
三
角
出
張
所
が
設
け
ら

れ
、
囚
人
約
３
０
０
人
を
港
湾
工
事
に
使
役
し
、
そ

の
う
ち
69
人
に
も
及
ぶ
犠
牲
者
を
出
し
た
こ
と
は
、

築
港
が
難
工
事
で
あ
っ
た
こ
と
と
明
治
政
府
の
性
急

ぶ
り
が
想
像
さ
れ
る
。
現
在
は
、
犠
牲
者
を
一
カ
所

灰
色
の
大
き
な
矩
形
石
が
、
繊
細
な
図
形
の
よ
う
に
敷
き
つ

め
ら
れ
た
熊
本
県
宇
城
市
三み
す
み角
西
港
埠
頭
。
築
港
当
時
の
姿

を
残
す
石
積
埠
頭
は
、
柔
ら
か
さ
と
温
か
さ
を
感
じ
さ
せ
、

触
れ
て
み
た
く
な
る
。

天
草
諸
島
と
宇
土
半
島
に
挟
ま
れ
外
海
の
荒
波
か
ら
守
ら
れ

て
い
る
三
角
西
港
は
、
宮
城
県
の
野の
び
る蒜

港
と
福
井
県
の
三
国

港
と
共
に
、
明
治
政
府
が
築
港
し
た
日
本
産
業
の
近
代
化
を

象
徴
す
る
港
の
一
つ
で
あ
る
。

明
治
政
府
が
オ
ラ
ン
ダ
人
水
理
工
師
に
託
し
て
作
ろ
う
と
し
た

港
湾
都
市
を
訪
ね
る
と
、
近
代
日
本
を
支
え
た
巧
み
の
技
と
明

治
時
代
の
高
揚
し
た
進
取
の
気
性
が
立
ち
上
が
っ
て
き
た
。

石
炭
や
物
資
を
輸
出
す
る
特
別
貿
易
港

三
角
西
港
の
石
積
埠
頭（
熊
本
県
宇う

城き

市し

）

▲緩やかな曲線を描く埠頭

▲三角西港埠頭、東側排水路の出口で

◀�右／繊細に石積した市内
を流れる排水路。　　　
左／埠頭では漁師さんが
干し柿を楽しむ

▶�

宇
城
市
世
界
遺
産
担
当

の
松
村
浩
一
係
長（
右
）

と
村
上
正
明
参
事

▲港と山裾の間の環濠。石積堤防に置かれた植木鉢
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に
改
葬
し
、
解げ

だ
つ
ば
か

脱
墓
と
し
て
近
く
の
山
中
に
弔
わ
れ

て
い
る
。

天
草
の
石
工
を
始
め
、
多
く
の
労
働
者
を
集
め
て

行
わ
れ
た
三
角
西
港
築
港
工
事
は
、
着
工
か
ら
わ
ず

か
３
年
後
、
驚
異
の
速
さ
で
明
治
20
年
８
月
15
日
に

開
港
を
成
し
遂
げ
た
。

築
港
に
使
わ
れ
た
石
は
、
対
岸
の
大
矢
野
島
飛
岳

の
近
く
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
。
45
㎝
角
で
長
さ
約
60

㎝
〜
１
８
０
㎝
の
切
石
を
、
16
段
の
高
さ
ま
で
積
み

上
げ
た
埠
頭
は
、
延
長
７
３
０
ｍ
の
緩
や
か
な
曲
線

を
描
い
て
南
北
に
伸
び
て
い
る
。

背
後
に
迫
る
三
角
岳
（
標
高
４
０
６
ｍ
）
か
ら
の

雨
水
を
排
出
す
る
た
め
、
環
濠
と
水
路
２
本
が
造
ら

れ
、
三
角
西
港
自
体
が
石
で
囲
わ
れ
た
街
を
形
成
し

て
い
る
。
こ
の
排
水
路
は
、
１
０
０
分
の
１
の
勾
配

が
あ
り
、
干
満
に
よ
っ
て
排
水
路
に
潮
が
満
ち
引
き

す
る
た
め
、
自
然
の
営
み
に
よ
っ
て
排
水
溝
を
き
れ

い
に
保
つ
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

開
港
の
前
年
に
は
警
察
署
、
開
港
後
は
、
長
崎
税

関
三
角
出
張
所
、
簡
易
裁
判
所
、
宇
土
郡
役
所
の
な

ど
公
的
施
設
が
建
設
さ
れ
る
と
共
に
、
商
店
、
旅
館
、

回
漕
店
倉
庫
な
ど
も
作
ら
れ
て
、
三
角
西
港
は
都
市

機
能
を
充
実
さ
せ
た
。

明
治
政
府
の
産
業
近
代
化
の
夢
を
実
現
す
る
た
め

に
築
港
さ
れ
た
三
角
西
港
は
、
開
港
２
年
後
に
、
米
、

麦
、
石
炭
、
硫
黄
な
ど
の
特
別
輸
出
港
に
指
定
さ
れ
、

そ
の
10
年
後
に
は
全
て
の
貨
物
を
取
り
扱
え
る
貿
易

港
と
し
て
発
展
し
て
い
く
。
特
に
三
池
炭
鉱
の
石
炭

を
上
海
へ
輸
出
す
る
港
と
し
て
期
待
さ
れ
た
三
角
西

港
だ
っ
た
。

重
要
貿
易
港
の
役
割
を
終
え
…

し
か
し
、
急
激
な
増
産
を
重
ね
る
三
池
炭
鉱
の
石

炭
を
円
滑
に
積
み
出
す
た
め
に
は
、
目
の
前
が
有
明

海
の
瀬
に
な
っ
て
い
て
潮
流
が
速
く
、
使
い
づ
ら
い

三
角
西
港
で
は
間
に
合
わ
ず
、
地
の
利
の
良
い
口
之

津
港
が
開
発
さ
れ
、
さ
ら
に
三
池
港
が
築
港
さ
れ
て
、

三
角
西
港
の
役
割
は
段
々
と
薄
れ
た
。
ま
た
、
当
初

か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
鉄
道
は
、
２
㎞
ほ
ど
離
れ
た

際き
わ
さ
き崎
の
地
に
駅
が
建
設
さ
れ
、
地
形
的
に
困
難
が
あ

っ
た
三
角
西
港
ま
で
線
路
が
延
長
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
や
が
て
港
湾
機
能
も
鉄
道
駅
近
く
の
三
角

東
港
へ
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
三
角
西
港
の
華
や
か
な

重
要
貿
易
港
と
し
て
の
役
割
は
急
速
に
衰
え
た
。

小
春
日
和
の
夕
刻
、
ム
ル
ド
ル
水
理
工
師
の
描
い

た
三
角
西
港
港
湾
都
市
を
歩
い
た
。
中
心
地
区
は
港

湾
遺
跡
を
保
存
す
る
た
め
の
整
備
事
業
が
進
ん
で
い

る
。
小
泉
八
雲
が
訪
れ
て
「
バ
ル
コ
ニ
ー
の
杉
の
あ

い
だ
か
ら
は
、
海
辺
に
そ
っ
て
ひ
ろ
が
る
き
れ
い
な

灰
色
の
町
が
見
渡
せ
た
。
錨
を
お
ろ
し
た
黄
色
い
小

舟
の
群
が
、
眠
っ
て
い
る
よ
う
に
の
ん
び
り
と
浮
か

び
…
」
と
、
作
品
『
夏
の
日
の
夢
』
で
描
い
た
旅
館

「
浦
島
屋
」
を
始
め
、
荷
役
倉
庫
や
旧
高
田
回
漕
店

な
ど
の
復
元
が
行
わ
れ
、
公
園
化
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
当
時
の
ま
ま
現
存
す
る
建
築
物
は
、
現
在
九
州

海
技
学
院
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
宇
土
郡
役
所
庁
舎

や
旧
簡
易
裁
判
所
本
館
な
ど
が
あ
り
、
多
少
の
移
築

や
改
修
は
さ
れ
て
い
る
が
、
背
後
の
高
台
で
保
存
さ

れ
て
い
る
。

緩
や
か
な
弧
を
描
く
埠
頭
の
石
畳
を
歩
く
と
、
干

物
を
作
る
た
め
の
網
が
吊
り
下
げ
ら
れ
、
干
し
柿
が

潮
風
に
当
た
っ
て
い
た
。
漁
か
ら
帰
っ
て
ひ
と
休
み

し
た
の
か
、
漁
師
が
干
し
柿
を
一
つ
一
つ
揉
ん
で
い

る
。「
も
う
甘
か
で
一
つ
食
べ
て
み
ら
ん
な
」
と
、

真
っ
赤
な
干
し
柿
を
差
し
出
し
て
く
れ
た
。

三
角
西
港
埠
頭
、
東
西
の
排
水
路
、
排
水
路
に
架

か
る
３
つ
の
石
橋
が
、
平
成
14
年
に
国
の
重
要
文
化

財
の
指
定
を
受
け
た
。
平
成
21
年
に
は
、
九
州
・
山

口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
の
一
つ
と
し
て
、
三
角
西

港
が
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に
追
加
掲
載
さ
れ
た
。

ア
ジ
ア
で
当
時
の
姿
を
そ
の
ま
ま
残
す
港
湾
の
近

代
化
産
業
遺
産
は
、
三
角
西
港
だ
け
だ
。
明
治
時
代

の
進
取
の
気
性
に
触
れ
、
我
が
国
の
底
力
と
な
っ
て

い
る
匠
の
技
を
再
認
識
す
る
た
め
に
も
、
今
こ
そ
、

三
角
西
港
が
世
界
遺
産
と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
止
ま
な
い
。�

写
真
＆
文
／
芥
川
仁

◀�

旧
三
角
簡
易
裁
判
所
本
館
と
本
館
法
廷
。

他
に
記
録
倉
庫
も
現
存

◀�

旧
宇
土
郡
役
所
庁
舎
の
正
面
。
現
在
宇

城
市
立
九
州
海
技
学
院
本
館
と
し
て
活

用
。
庁
舎
室
内
の
天
井（
中
）と
廊
下

●�宇城市教育委員会文化課　�
世界遺産推進係�
☎0964（32）1954

新時代を先取りした
近代化施設④
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干
拓
新
地
へ
の
夢
を
結
実�

城
門
の
よ
う
な
石
造
ア
ー
チ

式
10
連
樋
門
の
旧
郡
築
新
地
甲

号
樋
門
は
、
近
く
で
見
る
と
そ

の
力
強
い
石
の
量
感
に
圧
倒
さ

れ
る
。
右
側
の
堤
に
は
栗
の
大

木
、
左
側
の
大
木
の
下
に
は
え
び
す
様
の
小
さ
な
祠

が
祀
ら
れ
て
い
る
。

横
幅
29
ｍ
70
㎝
、
高
さ
５
ｍ
50
㎝
、
厚
み
８
ｍ
34
㎝

の
規
模
を
持
つ
樋
門
は
、
砂
岩
切
石
で
組
ま
れ
、
呑

口
は
、
ア
ー
チ
状
の
赤
レ
ン
ガ
造
り
だ
。

熊
本
県
八
代
市
八
代
港
近
く
に
あ
る
旧
郡
築
新
地

甲
号
樋
門
は
、
平
成
16
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
。

明
治
政
府
が
郡
制
を
施
行
し
た
明
治
29
年
、
初
代

郡
長
辛
島
格
は
、
八
代
郡
の
郡
有
財
産
を
殖
や
す
た

め
に
明
治
時
代
に
な
っ
て
初
め
て
の
干
拓
を
計
画
し
、

た
だ
ち
に
海
面
測
量
に
着
手
。

し
か
し
、
八
代
郡
会
は
必
ず
し
も
こ
の
干
拓
計
画

に
賛
成
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
紛
糾
の
後
、
明
治

31
年
に
よ
う
や
く
海
面
埋
め
立
て
計
画
を
可
決
し
て

い
る
。

明
治
33
年
か
ら
潮
受
け
築
堤
に
着
工
し
た
が
、
台

風
に
よ
っ
て
工
事
途
中
の
築
堤
が
大
破
し
た
た
め
、

一
旦
は
中
断
の
危
機
に
直
面
し
た
。
し
か
し
、
着
工

前
年
に
就
任
し
た
八
代
郡

長
古
城
弥
二
郎
は
、
そ
れ

ま
で
に
40
万
円
以
上
の
工

費
を
費
や
し
て
い
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
40
万

円
を
投
入
し
て
工
事
継
続

を
決
意
。工
事
は
再
開
さ
れ
、

旧
郡
築
新
地
甲
号
樋
門
は
、

明
治
38
年
に
完
成
し
た
。

郡
が
事
業
主
体
の
干
拓
な

の
で
「
郡
築
」
と
い
う
地

名
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
樋
門
は
、
熊
本
県

技
師
だ
っ
た
川
口
虎
雄
が
設
計
し
、
甲
（
三
番
町
）

乙
（
七
番
町
）
丙
（
十
一
番
町
）
の
３
つ
の
樋
門
が

設
け
ら
れ
た
。
干
拓
面
積
は
１
０
４
６
ha
、
総
工
事

費
89
万
５
７
０
０
円
。
完
成
し
た
干
拓
地
に
は
、
八

代
郡
の
他
に
天
草
、
宇
土
、
葦
北
、
上
下
益
城
、
球

磨
、
菊
池
な
ど
の
郡
よ
り
３
０
０
戸
が
入
植
。
明
治

42
年
に
村
を
形
成
し
、
郡
築
村
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。

八
代
市
八
代
港
近
く
に
あ
る
旧
郡
築
新
地
樋
門
は
、
城
門
を
想

わ
せ
る
洋
風
石
造
り
ア
ー
チ
式
樋
門
で
、
堅
牢
で
緻
密
な
石
積

の
技
術
に
圧
倒
さ
れ
る
。
明
治
政
府
が
郡
制
を
施
行
し
た
の
を

機
に
、
郡
有
財
産
を
殖
や
そ
う
と
郡
事
業
と
し
て
行
っ
た
大
規

模
な
干
拓
事
業
。
3
つ
の
樋
門
が
建
設
さ
れ
、
完
成
し
た
干
拓

地
に
は
３
０
０
戸
が
入
植
し
て
村
を
形
成
、
現
在
も
活
気
あ
る

農
業
生
産
地
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
市
街
地
に
は
江
戸
時
代
の
名
勝
庭
園
、
明
治
中
頃
に
開

設
し
た
修
道
院
、
古
く
か
ら
続
く
老
舗
温
泉
旅
館
等
々
の
国
有

形
文
化
財
指
定
の
建
造
物
、
電
力
・
鉄
道
等
の
施
設
が
多
数
あ

り
、
西
洋
の
文
化
や
技
術
を
取
り
入
れ
な
が
ら
産
業
の
近
代
化

に
活
か
し
た
八
代
の
先
人
た
ち
の
進
取
の
気
性
に
溢
れ
て
い
る
。

▲�旧郡築新地甲号樋門俯瞰。黄色いオイルフェンスが張られ
ている

▲▼旧郡築二番町樋門全景

▶�旧郡築新地甲号樋門。石を幾何学
的に組んだ明治時代を代表する建
造物として注目される

西
洋
の
新
技
術
も
導
入
し
て
地
域・産
業
を
近
代
化

旧
郡
築
新
地
樋
門
・
市
街
地
の
文
化
財
建
造
物（
熊
本
県
八や
つ
し
ろ
し

代
市
）

▲呑口の両側にある石積

▲�呑口。内部に赤レンガが見える

旧
郡
築
新
地
樋
門
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建
設
さ
れ
た
３
つ
の
樋
門
の
内
、
当
時
の
姿
を
残

し
て
い
る
の
は
三
番
町
の
甲
号
樋
門
で
、
外
観
の
石

積
は
、
明
治
時
代
の
洋
風
建
築
の
特
徴
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
海
面
側
の
木
製
招
き
戸
は
全
て
失
っ
て

い
る
が
、
石
造
10
連
ア
ー
チ
状
樋
門
は
全
国
に
も
例

が
な
く
、
我
が
国
を
代
表
す
る
明
治
時
代
最
大
級
の

干
拓
樋
門
だ
。

旧
郡
築
新
地
甲
号
樋
門
の
海
側
に
は
、
南
北
約
１

㎞
に
渉
っ
て
潮
受
け
堤
防
の
石
積
が
、
当
時
の
姿
の

ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
石
積
堤
防
の
上
に
は
新
し
く

道
路
が
造
ら
れ
、
ス
ス
キ
や
セ
ン
ダ
ン
な
ど
の
灌
木

が
覆
っ
て
い
る
た
め
分
か
り
づ
ら
い
が
、
新
し
い
土

地
を
求
め
た
明
治
期
の
郡
行
政
が
干
拓
に
か
け
た
熱

意
を
感
じ
る
に
は
充
分
の
規
模
で
あ
る
。

こ
の
干
拓
に
よ
っ
て
造
り
出
さ
れ
た
郡
築
新
地
に

は
、
１
０
５
年
間
を
経
た
現
在
も
広
々
と
田
畑
が
広

が
り
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
栽
培
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
や
キ
ャ
ベ
ツ
、
ト
マ
ト
の
出
荷
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
た
。

旧
郡
築
新
地
甲
号
樋
門
と
同
じ
時
期
に
造
ら
れ
た

郡
築
二
番
町
樋
門
は
、
甲
号
樋
門
と
同
じ
潮
受
け
堤

防
に
設
置
さ
れ
、
幅
12
ｍ
87
㎝
の
石
造
り
ア
ー
チ
式

３
連
樋
門
で
あ
る
。
但
し
、
現
在
の
樋
門
は
、
昭
和

11
年
（
１
９
３
６
）
の
高
潮
に
よ
っ
て
堤
防
が
崩
壊

し
、
補
強
工
事
の
際
、
昭
和
13
年
に
新
設
さ
れ
た
も

の
だ
。
八
代
平
野
に
２
カ
所
残
る
石
造
り
多
連
ア
ー

チ
式
樋
門
の
一
つ
で
、
国
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ

て
い
る
。

江
戸
時
代
初
期
の
名
勝
庭
園
「
松
浜
軒
」

現
在
で
は
、
市
街
地
に
連
続
し
て
い
る
た
め
区
別

は
つ
か
な
い
が
、
延
宝
元
年
（
１
６
７
３
）
に
干
拓

さ
れ
た
高こ

う
ご
ば
る

子
原
新
地
に
隣
接
す
る
本
来
の
地
先
で
あ

っ
た
場
所
に
、
江
戸
時
代
初
期
の
庭
園
景
観
を
今
日

ま
で
伝
え
る
庭
園
と
し
て
国
指
定
名
勝
と
な
っ
て
い

る
「
松

し
ょ
う
ひ
ん
け
ん

浜
軒
」
が
あ
る
。

松
浜
軒
は
、
高
子
原
干
拓
を
築
造
し
た
八
代
城
主

３
代
目
松
井
直
之
が
、
母
親
の
た
め
に
建
て
た
茶
屋

で
あ
る
。
庭
園
は
、
球
磨
川
の
水
を
導
水
し
た
池
と

築
山
が
あ
り
、
築
山
越
し
に
雲
仙
を
望
む
こ
と
が
で

き
る
雄
大
な
も
の
だ
。
春
に
は
桜
や
フ
ジ
、
カ
キ
ツ

バ
タ
、
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
、
夏
に
は
５
０
０
０
本
の
肥

後
花
シ
ョ
ウ
ブ
や
コ
ウ
ホ
ネ
、
睡
蓮
が
池
を
彩
る
。

八
代
の
歴
史
を
語
る
の
に
欠
か
せ
な
い
松
浜
軒
庭

園
は
、
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
観
光
庭
園
と
し
て
開

放
さ
れ
、
市
街
地
の
一
角
に
あ
る
と
は
思
え
な
い
静

寂
さ
を
保
っ
て
い
る
。
茶
屋
の
ガ
ラ
ス
板
が
映
し
出

す
庭
園
の
姿
は
歪
ん
で
見
え
、
こ
と
さ
ら
歴
史
を
感

じ
さ
せ
た
。

地
域
の
人
々
と
共
に
︱
︱�

シ
ャ
ル
ト
ル
聖
パ
ウ
ロ
修
道
院

松
浜
軒
か
ら
ほ
ど
近
い
所
に
、
木
造
２
階
建
て
洋

風
建
築
の
国
登
録
有
形
文
化
財
で
あ
る
シ
ャ
ル
ト
ル

聖
パ
ウ
ロ
修
道
院
記
念
館
が
あ
る
。

八
代
で
貧
し
い
病
人
や
孤
児
の
救
護
活
動
に
あ
た

っ
た
シ
ス
タ
ー
の
修
道
院
と
し
て
、
明
治
33
年

（
１
９
０
０
）
に
建
設
さ
れ
た
。
シ
ャ
ル
ト
ル
聖
パ

ウ
ロ
修
道
女
会
が
経
営
す
る
八
代
白
百
合
学
園
の
記

念
館
と
し
て
長
く
使
わ
れ
た
が
、
明
治
42
年
に
そ
の

前
身
で
あ
る
八
代
技
芸
学
校
が
創
設
さ
れ
た
際
に
は
、

寄
宿
生
の
食
堂
と
し
て
使
わ
れ
、
昭
和
34
年
頃
に
は

診
療
所
と
し
て
、
そ
の
後
は
八
代
白
百
合
学
園
の
図

書
室
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

大
き
く
張
り
出
し
た
ベ
ラ
ン
ダ
は
、
明
治
期
に
東

廻
り
に
イ
ン
ド
経
由
で
伝
わ
っ
た
ベ
ラ
ン
ダ
コ
ロ
ニ

ア
ル
の
特
徴
で
、
外
壁
の
下
見
板
張
り
は
イ
ギ
リ
ス

か
ら
西
廻
り
の
ア
メ
リ
カ
経
由
で
伝
わ
っ
た
。
こ
の

シ
ャ
ル
ト
ル
聖
パ
ウ
ロ
修
道
院
記
念
館
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
か
ら
東
廻
り
と
西
廻
り
で
伝
わ
っ
た
建
築
様
式

が
日
本
で
結
合
し
た
明
治
時
代
の
木
造
洋
風
建
築
の

特
徴
を
備
え
て
い
て
貴
重
で
あ
る
。

▲▶�江戸時代初期に八代城主が建造し
た「松浜軒」の庭園と茶室（国指定
名勝）

▲�シャルトル聖パウロ修道院記念館の
窪田よし子シスターと現存する建物
▼明治33年、竣工当時の写真

新時代を先取りした
近代化施設⑤
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建
物
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
窪
田
よ
し
子
シ
ス

タ
ー
（
70
）
に
よ
る
と
、
現
在
は
、
八
代
白
百
合
学

園
１
０
０
周
年
記
念
誌
編
集
室
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
が
、
記
念
誌
発
刊
後
の
用
途
は
現
在
の
と
こ
ろ
決

ま
っ
て
い
な
い
。

日
奈
久
温
泉
の
老
舗
旅
館
「
金
波
楼
」

八
代
市
街
地
か
ら
南
へ
下
が
る
と
、
江
戸
時
代
に

藩
営
温
泉
と
し
て
栄
え
た
日
奈
久
温
泉
街
が
あ
る
。

中
で
も
、
群
を
抜
い
て
大
規
模
で
豪
華
な
老
舗
旅
館

「
金
波
楼
」
が
、
昨
年
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と

し
て
登
録
さ
れ
た
。

旅
館
金
波
楼
の
本
館
は
、
明
治
42
年
に
当
主
松
本

岩
三
郎
が
地
元
の
大
工
牧
喜
太
郎
に
依
頼
し
て
建
て

た
も
の
で
、
欄
間
を
設
け
た
切
妻
造
の
正
門
と
土
壁

と
板
張
り
を
組
み
合
わ
せ
た
塀
が
、
温
泉
街
の
伝
統

的
景
観
を
形
成
し
て
い
る
。

２
代
目
謙
吉
が
熊
本
市
の
大
工
に
依
頼
し
た
木
造

２
階
建
の
大
広
間
棟
は
、
昭
和
13
年
に
建
築
さ
れ
た
。

80
畳
敷
き
の
大
広
間
は
、
木
皮
を
精
巧
に
編
み
込
ん

だ
天
井
や
欄
間
と
床
の
間
に
自
然
の
銘
木
を
用
い
た

数
寄
屋
造
り
で
、
多
少
厚
化
粧
の
俗
っ
ぽ
さ
を
感
じ

る
も
の
の
、
当
時
の
世
相
を
反
映
し
て
い
て
貴
重
で

あ
る
。

３
代
目
当
主
と
な
る
現
在
の
社
長
松
本
寛
三
さ
ん

（
56
）
は
、「
建
物
が
一
番
の
目
玉
。
そ
こ
に
ど
れ
だ

け
磨
き
を
掛
け
ら
れ
る
か
が
、
今
後
に
懸
か
っ
て
い

る
。
雨
戸
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
欄
間
は
素
通
し
。
客

室
以
外
は
、
冬
も
台
風
の
時
も
そ
の
ま
ま
で
す
。
建

物
は
、
掃
除
専
門
の
人
を
雇
っ
て
磨
き
込
ん
で
い
ま

す
」
と
、
国
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
喜

ん
で
い
る
。

昭
和
40
年
に
新
築
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

の
新
館
は
、
昨
年
壊
し
た
。
沢
山
の
客
を
泊
め
る
の

で
は
な
く
、
木
造
３
階
建
て
の
本
館
を
中
心
に
、「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
帰
っ
た
み
た
い
」
と
、
喜
ん
で

く
れ
る
お
客
が
い
る
こ
と
を
大
切
に
す
る
覚
悟
な
の

だ
。

こ
の
他
、
八
代
市
の
近
代
化
産
業
遺
産
と
し
て
は
、

事
業
拡
大
を
目
指
す
九
州
製
紙
（
株
）
の
電
力
を
賄

う
た
め
に
、
大
正
５
年
に
竣
工
し
た
球
磨
川
沿
い
の

深
水
発
電
所
が
あ
る
。
発
電
機
器
は
建
設
当
時
の
ま

ま
残
さ
れ
て
い
る
。

電
力
と
共
に
鉄
道
も
日
本
の
産
業
近
代
化
を
支
え

た
。
球
磨
川
に
架
か
る
肥
薩
線
鉄
橋
の
一
つ
、
現
在

も
列
車
を
通
し
て
い
る
第
一
球
磨
川
橋
梁
は
、
橋
長

２
０
５
ｍ
28
㎝
、
５
径
間
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ブ
リ
ッ

ジ
社
製
だ
。
５
径
間
の
う
ち
、
３
径
間
は
明
治
35
年

式
で
、
２
径
間
は
明
治
39
年
製
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
明
治
期
の
建
造
物
を
み
る
と
、
当
時

の
八
代
に
は
、
西
洋
か
ら
流
れ
込
ん
で
く
る
新
し
い

文
化
や
技
術
を
取
り
入
れ
、
産
業
の
近
代
化
に
活
か

そ
う
と
し
た
進
取
の
気
性
に
溢
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
こ
れ
ら
の
近
代
化
産
業
遺
産
に
触
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
知
る
先
人
た
ち
の
精
神
は
、
明
確
な
目
標

を
見
失
っ
て
い
る
今
こ
そ
、
地
域
の
活
性
化
に
役
立

つ
と
確
信
し
た
。�

写
真
＆
文　

芥
川
仁

●八代市教育委員会文化課☎0965（35）2021

▲老舗旅館「金波楼」の80畳ある大広間　
▼温泉宿の伝統的景観を誇る玄関を入った正面

▼�国有形文化財になったこの建物をしっかり保全すると語る三
代目当主松本寛三さん

◀�上／大正５年に竣工した深水発電所
　�下／第一球麿川橋梁を渡る電車。明
治39年に造られた橋で近代化産業遺
産の一つ
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と
よ
ま
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
を

見
学
の
拠
点
に

　

晩
秋
の
日
曜
日
。
早
朝
に
東
京
を

出
て
東
北
自
動
車
道
仙
台
南
Ｉ
・
Ｃ

か
ら
三
陸
自
動
車
道
へ
入
り
、
約
１

時
間
で
終
点
の
登
米
Ｉ
・
Ｃ
へ
到
着

す
る
。
休
日
割
引
の
せ
い
か
三
陸
自

動
車
道
は
マ
イ
カ
ー
の
列
が
続
き
、

松
島
や
石
巻
へ
向
か
う
人
た
ち
か
と

思
っ
て
い
た
が
、
殆
ど
が
登
米
ま
で

出
か
け
る
車
が
多
い
の
に
ま
ず
驚
か

さ
れ
た
。

　

登
米
は
「
宮
城
の
明
治
村
」
と
言

わ
れ
、
国
指
定
重
要
文
化
財
に
な
っ

て
い
る
教
育
資
料
館
（
旧
登
米
高
等

尋
常
小
学
校
）
を
は
じ
め
水
沢
県
庁
記
念
館
、
警
察

資
料
館
等
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
施
設
を
結
ぶ
中
央

の
位
置
に
開
設
し
て
い
る
の
が
と
よ
ま
観
光
物
産
セ

ン
タ
ー
「
遠
山
之
里
」。
公
園
風
の
広
い
敷
地
と
駐

車
場
が
あ
り
、
こ
こ
に
車
を
停
め
て
町
歩
き
を
楽
し

み
、
セ
ン
タ
ー
で
休
憩
や
食
事
を
し
、
農
産
物
等
を

購
入
す
る
の
が
観
光
客
の
定
番
の
よ
う
だ
。

　

セ
ン
タ
ー
の
横
の
広
場
で
は
、
こ
の
日
、
地
域
の

中
高
年
の
人
々
が
ア
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
モ
ー
タ
ー
付
き

農
機
具
や
発
電
機
を
持
ち
よ
っ
て
展
示
実
演
し
、
エ

ン
ジ
ン
を
か
け
て
ド
、
ド
、
ド
…
と
い
う
音
を
楽
し

ん
で
い
る
。
納
屋
に
放
置
さ
れ
て
い
た
一
昔
前
の
機

明
治
の
ロ
マ
ン
漂
う
伊
達
藩
の
城
下
町

旧
登
米
高
等
尋
常

小
学
校
他（
宮
城
県
登と

米め

市し

）

旧
登と
よ
ま
ま
ち

米
町
は
仙
台
伊
達
藩
の
一
門
と
し
て
約
３
０
０
年
に
わ

た
り
二
万
一
千
石
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
歴
代
の
当
主
は

北
上
川
の
川
筋
を
変
え
る
な
ど
数
多
く
の
事
業
を
興
し
た
。

明
治
維
新
の
廃
藩
置
県
で
登
米
県
・
水
沢
県
の
県
庁
所
在
地

に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
宮
城
県
に
統
合
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を

反
映
し
て
町
に
は
明
治
時
代
の
建
物
や
文
化
財
が
残
り
、
ま

た
北
上
川
を
利
用
し
た
船
運
に
よ
り
登
米
は
米
穀
の
集
積
地

と
し
て
繁
盛
、
蔵
や
古
い
商
家
が
点
在
し
て
い
る
。

街の脇を流れる北上川と登米大橋。
橋のたもとには登米に行脚してきて
数々の句を詠んだ俳人たちの一宿社
中、紫々庵社中の碑が建っている

▲�教育資料館（旧登米高等尋常
小学校）、2階廊下より正面
のバルコニーを望む

◀�洋風様式を取り入れた2階
バルコニー（栗原市から家族
で見学に来た佐藤さん一家）

政都・郡都として
賑わった街 ①
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器
た
ち
が
、
手
入
れ
さ
れ
磨
か
れ
て
爽
快
な
音
を
立

て
な
が
ら
フ
ル
稼
働
し
て
い
る
。
見
学
す
る
子
供
や

お
父
さ
ん
た
ち
の
目
も
輝
い
て
い
る
。

　

広
場
の
脇
に
展
示
さ
れ
た
古
い
ダ
ッ
ト
サ
ン
、
そ

の
先
に
明
治
ロ
マ
ン
溢
れ
る
登
米
高
等
尋
常
小
学
校

の
建
物
が
あ
り
、
何
気
な
い
演
出
が
冴
え
て
い
る
感

じ
だ
。

子
供
た
ち
の
足
声
が
聞
こ
え
る 

モ
ダ
ン
な
学
舎

　

旧
登と

よ
ま米
町
は
平
成
17
年
に
９
町
が
合
併
し
て
登と

米め

市
と
な
っ
た
。「
宮
城
の
明
治
村
・
登
米
」
は
市
の

委
託
を
受
け
て
㈱
と
よ
ま
振
興
公
社
が
運
営
し
て
お

り
、
職
員
た
ち
は
人
出
の
多
い
土
日
に
焦
点
を
置
い

て
働
い
て
い
る
。
塚
本
敏
之
さ
ん
と
横
澤
健
二
専
務

が
教
育
資
料
館
を
案
内
し
て
く
れ
た
。

「
明
治
に
建
て
た
建
物
や
文
化
財
が
残
っ
て
き
た
。

そ
れ
を
保
存
し
、
そ
の
ま
ま
見
て
も
ら
っ
て
い
ま
す

が
、
歩
い
て
15
～
20
分
以
内
で
主
な
施
設
が
見
学
で

き
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。
年
間
25
万
人
以
上

の
観
光
客
が
あ
り
、
地
元
産
の
も
の
に
こ
だ
わ
っ
て

加
工
販
売
し
て
い
る
物
産
セ
ン
タ
ー
も
大
変
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
塚
本
さ
ん
は
言
う
。

　

明
治
21
年
に
２
年
半
の
歳
月
を
か
け
て
落
成
し
た

登
米
高
等
尋
常
小
学
校
は
、
正
面
２
階
に
バ
ル
コ
ニ

ー
が
あ
る
コ
の
字
型
に
建
て
ら
れ
た
２
階
建
て
木
造

校
舎
。
校
舎
の
両
側
に
は
六
角
形
を
半
分
に
切
っ
た

形
の
昇
降
口
が
あ
る
。「
六
方
」
と
い
う
そ
う
で
、

吹
き
抜
け
風
の
天
井
に
向
け
て
木
を
組
み
合
わ
せ
た

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
。
廊
下
は
１
、２
階
と
も
吹
き
抜

け
の
片
廊
下
式
で
、
手
す
り
が
付
い
て
い
る
。

　

雨
が
激
し
い
日
は
廊
下
も
濡
れ
た
だ
ろ
う
が
、
ま

だ
電
灯
も
普
及
し
て
い
な
い
時
代
だ
か
ら
、
自
然
採

光
を
重
視
し
て
造
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
コ
の
字

に
外
廊
下
が
あ
る
こ
と
で
、
ど
こ
か
ら
も
児
童
の
動

き
が
把
握
で
き
る
設
計
に
な
っ
て
い
る
。
樫
の
木
を

組
ん
だ
板
敷
廊
下
に
は
水
抜
き
を
す
る
穴
も
あ
る
。

  
特
徴
的
な
の
が
正
面
に
あ
る
２
階
バ
ル
コ
ニ
ー
。

ギ
リ
シ
ャ
建
築
様
式
の
柱
と
手
す
り
で
構
成
し
た
モ

ダ
ン
な
設
計
で
、
校
長
先
生
が
こ
こ
に
立
っ
て
登
下

校
す
る
子
供
た
ち
を
見
守
っ
て
い
た
様
子
が
見
え
る

よ
う
だ
。
屋
根
は
寄
棟
造
り
瓦
葺
き
で
、
当
時
と
し

て
は
最
高
に
洋
風
な
校
舎
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ

ん
な
自
慢
の
校
舎
だ
か
ら
子
供
た
ち
は
教
室
や
廊
下

を
磨
き
、
父
兄
も
植
樹
等
を
手
伝
っ
て
皆
で
大
切
に

守
っ
て
き
た
。
い
ま
も
卒
業
生
や
児
童
が
年
数
回
来

て
廊
下
や
教
室
を
雑
巾
掛
け
し
て
い
る
。

　

設
計
監
督
は
、
明
治
６
年
に
ウ
イ
ー
ン
万
国
博
覧

会
に
派
遣
さ
れ
て
日
本
建
築
を
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

紹
介
し
た
宮
城
県
技
師
山
添
喜
三
郎
で
、
総
工
費
は

５
８
７
４
円
73
銭
。
明
治
10
年
当
時
町
の
総
予
算
が

５
０
０
０
円
位
だ
っ
と
い
う
か
ら
、
莫
大
な
建
築
費

だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
山
添
氏
は
材
料
や

建
築
に
最
高
品
質
を
求
め
、
工
事
の
や
り
直
し
も
多

か
っ
た
た
め
、
請
け
負
っ
た
地
元
の
大
工
や
建
築
会

社
の
多
く
が
後
に
倒
産
に
追
い
込
ま
れ
た
と
い
う
。

　

こ
の
小
学
校
で
は
郡
下
の
小
学
生
が
学
ん
だ
。
文

部
省
は
明
治
19
年
に
「
小
学
校
令
」
を
公
布
し
、
こ

れ
ま
で
の
初
等
、
中
等
、
高
等
を
廃
し
尋
常
小
学
校

４
年
、
高
等
小
学
校
４
年
の
８
年
制
に
し
た
が
、
20

年
２
月
に
２
校
を
統
合
し
て
「
高
等
尋
常
小
学
校
」

に
改
称
、
40
年
に
は
さ
ら
に
「
登
米
尋
常
高
等
小
学

校
」
に
変
更
し
た
が
、
落
成
当
時
の
名
称
を
現
在
も

使
っ
て
い
る
。

　

同
校
は
昭
和
48
年
4
月
に
校
舎
と
し
て
の
用
途
を

廃
止
し
た
が
、
そ
の
後
も
校
舎
の
改
装
時
に
仮
校
舎

と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
昭
和
56
年
に
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
、
町
で
は
62
年
か
ら
２
年
か
け
て
保

存
修
理
を
行
い
、
明
治
か
ら
の
教
科
書
や
大
正
時
代

▲�登米高等尋常小学校。中央に庭とバルコニーが
あり、左右には児童が教室へ行ける「六方」と
呼ぶ昇降口がある

▲�明治・大正時代の授業風
景を再現したジオラマ

▼�手にする教科書は明治時
代のもの

▶�教室でオルガンを弾く見
学にきた子供たち

▶�上／ガリ版、映写機、教科書等の貴重な資料を
展示する部屋　下／柱を六角形の放射状に組ん
だ「六方」という梁のある昇降口



の
授
業
を
体
感
で
き
る
教
室
等
を
設
け
て
「
教
育
資

料
館
」
と
し
て
一
般
公
開
し
た
。

「
こ
の
小
学
校
で
は
最
高
１
８
０
０
人
の
小
学
生
が

学
び
、
校
舎
も
次
々
増
築
し
ま
し
た
。
い
ま
は
裏
手

に
近
代
的
な
校
舎
が
あ
り
ま
す
が
、
総
児
童
数
は
約

２
８
０
名
、
か
ろ
う
じ
て
１
学
年
２
ク
ラ
ス
を
維
持

し
て
い
ま
す
」
と
横
澤
専
務
は
言
う
。

明
治
の
建
造
物
と
レ
ト
ロ
な
街
を
見
学

　

教
育
資
料
館
の
南
側
に
は
水
沢
県
庁
記
念
館
、
武

家
屋
敷
「
春
蘭
亭
」、
警
察
資
料
館
、
武
家
屋
敷
が

点
在
し
、
東
側
の
北
上
川
と
並
行
す
る
道
路
へ
出
る

と
、
か
つ
て
米
穀
の
問
屋
や
商
店
、
酒
造
所
等
で
賑

わ
っ
た
「
蔵
造
り
商
店
街
」
と
呼
ば
れ
る
通
り
に
な

る
。
歩
い
て
も
20
分
ほ
ど
だ
が
、
そ
の
日
は
イ
ベ
ン

ト
で
、
二
頭
立
て
の
馬
車
を
運
行
し
て
い
た
。
少
し

高
い
位
置
か
ら
蔵
や
レ
ト
ロ
な
街
を
見
な
が
ら
10
分

ほ
ど
で
戻
る
こ
と
が
で
き
て
大
変
好
評
だ
っ
た
。
貸

自
転
車
も
人
気
だ
。

　

水
沢
県
庁
記
念
館
は
、
登
米
県
と
称
し
た
明
治
４

年
に
登
米
町
に
水
沢
県
庁
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、

翌
年
に
庁
舎
が
落
成
、
明
治
８
年
ま
で
使
用
さ
れ
た
。

明
治
９
年
に
現
在
の
宮
城
県
県
域
が
成
立
し
た
た
め

県
庁
舎
と
し
て
の
役
目
は
終
え
た
が
、
そ
の
後
は
小

学
校
、
裁
判
所
と
し
て
使
い
、
平
成
３
年
に
当
時
の

資
料
を
展
示
す
る
「
水
沢
県
庁
記
念
館
」
と
し
て
一

般
公
開
し
た
。

　

冠
木
門
を
入
る
と
堂
々
た
る
入
母
屋
造
り
の
屋
根

と
破
風
に
は
狐
格
子
を
つ
け
た
純
日
本
建
築
だ
が
、

本
棟
は
洋
風
な
木
造
平
屋
建
て
と
な
っ
て
お
り
、
当

時
の
官
公
衙が

建
築
を
代
表
す
る
建
造
物
と
言
わ
れ
る
。

　

警
察
資
料
館
は
、
明
治
22
年
に
建
て
ら
れ
昭
和
43

年
ま
で
使
用
さ
れ
た
、
洋
風
の
木
造
２
階
建
て
。
２

階
に
は
吹
き
抜
け
の
バ
ル
コ
ニ
ー
が
あ
る
お
洒
落
な

建
物
で
、
屋
根
は
寄
棟
造
り
桟
瓦
葺
き
、
外
壁
は
板

張
り
に
ペ
ン
キ
塗
り
仕
上
げ
が
施
し
て
あ
る
。
明
治

の
擬
洋
風
建
築
と
し
て
大
変
貴
重
だ
と
い
う
。

　

伊
達
家
ゆ
か
り
の
建
物
と
し
て
は
、
旧
寺
池
城
址

に
渡
辺
政
人
氏
の
寄
贈
で
昭
和
36
年
に
建
て
ら
れ
た

「
登
米
懐
古
館
」
が
あ
る
。
伊
達
家
の
鎧
や
兜
、
剣

や
槍
、
工
芸
品
等
貴
重
な
品
々
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
武
家
屋
敷
と
し
て
は
４
０
０
年
前
に
伊
達
初

代
当
主
相
模
宗
直
が
慶
長
９
年
に
こ
の
地
に
移
住
し

た
時
住
ん
だ
と
い
う
鈴
木
家
の
屋
敷
「
春
蘭
亭
」
が

公
開
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
氏
は
平
成
元
年
に
こ
の
屋

敷
を
町
に
寄
贈
し
た
た
め
、
町
で
は
保
存
修
理
し
、

囲
炉
裏
を
囲
ん
だ
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
平
成
２

年
よ
り
公
開
し
て
い
る
。
こ
の
地
に
自
生
す
る
春
蘭

を
加
工
し
た
「
春
蘭
茶
」
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
か

ら
名
付
け
ら
れ
た
。

　

武
家
屋
敷
は
前
小
路
地
区
を
中
心
に
15
軒
も
現
存

し
て
い
る
が
、
現
在
も
居
住
し
て
い
る
た
め
公
開
は

し
て
い
な
い
。

　

も
う
ひ
と
つ
紹
介
し
た
い
の
が
伝
統
芸
能
伝
承
館

「
森
舞
台
」。
登
米
町
で
は
藩
政
時
代
よ
り「
登
米
能
」

を
は
じ
め
「
岡
谷
南
部
神
楽
」「
と
よ
ま
囃
子
」
な
ど

の
伝
統
芸
能
が
盛
ん
で
、
町
民
の
手
で
伝
承
さ
れ
た

き
た
。「
森
舞
台
」
は
平
成
８
年
に
美
し
い
森
の
中

に
日
本
最
古
の
能
舞
台
・
西
本
願
寺
北
能
舞
台
を
参

考
に
建
設
さ
れ
た
。
毎
年
９
月
に
は
薪
能
が
上
演
さ

れ
て
い
る
。�

文
／
浅
井
登
美
子　

写
真
／
小
林
恵

●(株)とよま振興公社☎0220-52-5566

▶�上／観光客で賑わう登米観光物産
センター「遠山之里」、建物と店内�
下／とよま振興公社の横澤専務
（右）と塚本さん

▲武家屋敷「春蘭亭」

▲水沢県庁記念館

▲古い民家がよく似合う和菓子処

▲�2頭立て馬車に乗って武家屋敷や蔵の街を
見学（レトロフェスタの時だけ運行）

◀�磨き上げた古い車
や農機具を使って
エンジン実演会27
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城
下
町
の
成
り
立
ち
と
そ
の
保
存

　

萩
市
は
慶
長
９
年
（
１
６
０
４
）
に
毛
利
輝
元
が

居
城
を
広
島
か
ら
萩
に
移
し
阿
武
川
河
口
の
三
角
州

に
城
下
町
を
建
設
し
た
た
め
、
廃
藩
置
県
に
至
る

２
６
０
年
あ
ま
り
毛
利
36
万
石
の
城
下
町
と
し
て
発

展
し
た
。
城
下
町
は
次
第
に
拡
大
、
そ
の
た
め
江
戸

中
期
に
は
大
溝
の
開
削
等
で
治
水
を
安
定
さ
せ
、
嘉

永
２
年
（
１
８
４
９
）
に
は
三
角
州
中
央
の
低
地
を

造
成
し
て
藩
校
「
明
倫
館
」
を
従
来
の
約
15
倍
の
規

模
に
拡
張
移
転
し
て
い
る
。
大
正
14
年
に
は
念
願
の

鉄
道
が
開
通
し
た
が
、
三
角
州
の
外
側
を
迂
回
す
る

形
で
敷
設
さ
れ
た
た
め
、
武
家
屋
敷
地
区
は
開
発
を

免
れ
た
。
ま
た
戦
後
の
開
発
で
も
、
三
角
州
中
央
辺

り
の
水
田
や
は
す
田
等
に
道
路
や
市
役
所
、
学
校
を

建
設
し
、
旧
街
を
壊
さ
な
い
こ
と
を
重
視
し
て
き
た
。

そ
の
た
め
に
現
在
も
江
戸
時
代
の
古
地
図
が
通
用
す

る
城
下
町
に
な
っ
て
い
る
。
現
存
す
る
武
家
屋
敷
、

商
家
に
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
家

も
多
く
、
武
家
屋
敷
や
土
塀
が
続
く
堀
内
地
区
と
平ひ

安や

古こ

地
区
、
さ
ら
に
港
町
と
し
て
酒
・
味
噌
・
水
産

業
で
栄
え
「
藩
の
台
所
」
を
担
っ
た
浜
崎
地
区
が
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
近
代
化
を
担
っ
た 

吉
田
松
陰
、
長
州
フ
ァ
イ
ブ

　

こ
の
城
下
町
か
ら
は
多
数
の
政
治
家
や
学
者
を
生

み
、幕
末
や
明
治
維
新
の
日
本
の
近
代
化
に
尽
力
し
た
。

　

特
に
幕
末
か
ら
明
治
維
新
の
原
動
力
と
な
っ
た
政

治
経
済
人
、
産
業
人
を
育
成
し
た
吉
田
松
陰
の
影
響

は
大
き
い
。
松
陰
は
日
本
各
地
を
ま
わ
っ
て
見
聞
を
広

め
、
25
歳
の
時
ア
メ
リ
カ
へ
密
航
し
よ
う
と
し
て
失
敗

し
萩
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
。
し
か
し
叔
父
玉
木
文
之

進
が
自
宅
で
創
始
し
た
私
塾
「
松

し
ょ
う
か
そ
ん
じ
ゅ
く

下
村
塾
」（
萩
市
東

船
津
）
に
講
師
と
し
て
勤
め
、
日
本
の
未
来
を
担
う

青
年
た
ち
を
指
導
し
た
。
松
下
村
塾
で
学
ん
だ
の
が

高
杉
晋
作
や
伊
藤
博
文
、造
船
を
始
め
た
渡
辺
蒿
蔵
ら
。

江
戸
時
代
の
城
下
町
絵
図
が
現
在
で
も
使
用
で
き
る
ほ
ど
、
萩
市
に
は
江
戸
時
代
に
造
ら
れ

た
街
が
そ
の
ま
ま
残
り
、「
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
」
と
い
う
言
葉
が
定
着
し
て
い
る
。
長
州
藩

政
の
中
心
と
し
て
栄
え
た
城
下
町
、
毛
利
氏
が
萩
と
瀬
戸
内
海
側
を
直
線
で
結
ぶ
た
め
に

築
い
た
萩
往
還
、
そ
し
て
伝
統
工
芸
品
萩
焼
等
々
が
人
気
を
呼
び
、
萩
市
街
地
に
は
年
間

１
５
０
万
人
以
上
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。
し
か
し
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
萩
反
射
炉
、
恵
美

須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
、
松
下
村
塾
等
の
近
代
化
産
業
遺
産
。
幕
末
動
乱
の
時
代
に
日
本
を
欧
米

列
強
か
ら
守
る
た
め
、
近
代
技
術
に
よ
る
大
砲
鋳
造
や
軍
艦
造
船
に
取
り
組
ん
だ
先
人
た
ち

が
活
躍
し
た
街
で
も
あ
っ
た
。

＂史跡の宝庫・萩＂のもう一つの魅力
鋳造・造船で近代化に挑戦

（山口県萩市）

▼「まちじゅう博物館」の出発点となる萩博物館

▲萩博物館に展示される萩焼き ▲観光客で賑わうなまこ塀の蔵

◀�江戸時代に建築された明倫小学
校の南門（右）と現在の校門
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伊
藤
博
文
ら
は
後
に
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」
と
呼
ば

れ
、
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
に
英
国
へ
密
航
留
学

し
、
帰
国
後
は
明
治
日
本
の
近
代
化
に
大
き
く
貢
献

し
た
。
初
代
内
閣
総
理
大
臣
と
な
っ
た
伊
藤
博
文
、

初
代
外
務
大
臣
の
井
上
馨
、
鉄
道
庁
長
官
の
井
上
勝
、

造
幣
局
長
の
遠
藤
謹
助
、
造
船
技
術
を
学
び
後
に
工

部
大
学
校
（
東
大
工
学
部
の
前
身
）
を
開
い
た
山
尾

庸
三
の
５
人
で
あ
る
。

　

松
陰
は
萩
を
去
っ
た
後
も
、
人
材
育
成
に
力
を
入

れ
、
学
問
の
機
会
均
等
や
実
技
を
重
視
し
た
工
学
の

促
進
を
訴
え
、
そ
れ
が
長
州
フ
ァ
イ
ブ
の
５
人
や
全

国
の
若
者
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。

　

ま
た
、
長
州
フ
ァ
イ
ブ
に
影
響
を
与
え
た
長
州
藩

は
、
文
久
３
年
と
翌
年
に
２
度
に
わ
た
っ
て
下
関
で

欧
米
列
強
と
戦
火
を
交
え
る
が
、
攘
夷
は
不
可
能
だ

と
悟
り
、
薩
摩
藩
と
共
に
軍
事
力
を
強
め
、
欧
米
の

最
新
兵
器
を
輸
入
す
る
方
針
へ
移
行
。
そ
れ
が
幕
府

打
倒
の
国
内
戦
に
使
わ
れ
、
明
治
政
府
樹
立
に
繋
が

っ
た
と
い
う
。

大
砲
鋳
造
へ
挑
戦
︱
︱
萩
反
射
炉

　

反
射
炉
は
西
洋
で
開
発
さ
れ
た
金
属
の
溶
解
炉
で
、

火
薬
の
衝
撃
に
も
耐
え
る
強
靭
な
鉄
を
鋳
造
す
る
た

め
の
施
設
。
佐
賀
藩
が
嘉
永
３
年
（
１
８
５
０
）
に

初
め
て
建
設
。
薩
摩
、
水
戸
藩
等
が
続
き
、
長
州
藩

も
鋳
造
法
を
学
ば
せ
る
た
め
佐
賀
へ
大
工
棟
梁
の
小

沢
忠
右
衛
門
を
派
遣
し
た
。
ス
ケ
ッ
チ
し
て
き
た
も
の

を
基
に
設
計
し
、
安
政
３
年
（
１
８
５
６
）
に
ひ
な
形

を
造
り
鉄
製
大
砲
の
鋳
造
に
取
り
か
か
っ
た
と
い
う
。

　

１
２
０
０
度
以
上
に
熱
し
た
炉
の
前
方
に
溶
解
室

を
置
く
。
鉄
に
含
ま
れ
る
炭
素
と
空
気
中
の
酸
素
を

結
合
し
て
二
酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
と
柔
軟
で
粘
り

の
あ
る
鉄
が
生
ま
れ
る
も
の
で
、
高
い
煙
突
で
大
量

に
空
気
を
取
り
込
む
必
要
が
あ
っ
た
。

　

萩
市
椿
東
前
小
畑
・
コ
ン
ビ
ニ
の
裏
手
の
丘
に
萩

反
射
炉
の
煙
突
部
分
が
残
り
、
周
辺
を
公
園
と
し
て

整
備
し
て
い
る
。
煙
突
部
分
全
体
の
高
さ
は
約
11
ｍ
、

地
上
か
ら
６
・
５
ｍ
の
と
こ
ろ
で
二
股
に
分
か
れ
て
い

る
が
、
実
際
は
独
立
し
た
２
本
の
煙
突
だ
っ
た
。
煙

突
は
地
上
９
ｍ
ま
で
は
玄
武
岩
を
し
っ
く
い
で
固
め

て
い
る
が
、
そ
の
上
は
レ
ン
ガ
を
不
規
則
に
積
ん
で

い
る
。

　

佐
賀
や
韮
山
の
反
射
炉
が
16
ｍ
の
高
さ
ま
で
レ
ン

ガ
を
き
ち
ん
と
積
ん
で
あ
る
の
に
比
べ
る
と
萩
は
規

模
が
小
さ
い
、
ま
た
地
下
炉
の
構
造
や
大
砲
の
鋳
形

台
が
見
当
た
ら
な
い
、
水
路
が
な
い
等
の
理
由
か
ら
、

萩
反
射
炉
は
実
用
炉
で
は
な
く
試
験
炉
と
し
て
造
ら

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
専
門
家
は
見
て
い
る
。
ま
た
、

実
用
炉
製
造
に
は
莫
大
な
経
費
が
か
か
る
た
め
、
途

中
で
中
断
し
た
と
い
う
説
も
あ
る
。

　

と
は
い
っ
て
も
江
戸
時
代
に
築
か
れ
た
反
射
炉
で

は
萩
と
伊
豆
韮
山
の
２
カ
所
し
か
現
存
し
て
お
ら
ず
、

貴
重
な
遺
産
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

反
射
炉
の
あ
る
場
所
か
ら

直
線
で
約
６
０
０
ｍ
の
小
畑

浦
。
海
岸
に
石
組
み
の
防
波

堤
だ
け
が
残
っ
て
お
り
「
造

船
所
跡
」
の
石
碑
が
ひ
っ
そ

り
立
つ
。
ペ
リ
ー
来
航
で
洋

式
軍
艦
の
導
入
を
考
え
た
長

州
藩
だ
が
財
政
難
。
そ
の
藩

を
動
か
し
た
の
が
桂
小
五
郎
、

後
の
木
戸
孝た

か
よ
し充
。
江
戸
で
洋

式
造
船
技
術
を
学
ん
だ
小
五
郎
は
伊
豆
半
島
戸
田
村

で
ス
ク
ー
ナ
ー
船
の
製
造
を
見
学
し
て
自
信
を
深
め
、

長
州
藩
に
軍
艦
製
造
を
働
き
か
け
た
。

　

船
大
工
ら
を
戸
田
村
に
派
遣
し
た
り
戸
田
よ
り
大

工
を
萩
へ
招
聘
す
る
等
し
て
、
安
政
３
年
10
月
に
最

初
の
洋
式
軍
艦
「
丙へ

い
し
ん
ま
る

辰
丸
」
の
建
造
を
開
始
、
全
長

25
ｍ
の
木
造
帆
船
で
12
月
に
進
水
式
を
行
な
っ
た
。
続

い
て
２
艘
目
の
製
造
に
取
り
組
み
、
万
延
元
年

（
１
８
６
０
）
に
全
長
43
ｍ
の
「
庚こ

う
し
ん
ま
る

申
丸
」
が
完
成
し
た
。

こ
の
造
船
所
で
は
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
で
生
産
し
た
鉄

が
使
わ
れ
た
と
い
う
。
高
杉
晋
作
が
江
戸
ま
で
航
海

す
る
な
ど
、
こ
れ
ら
の
帆
船
は
国
内
で
は
十
分
機
能
し

た
が
、
欧
米
で
は
す
で
に
蒸
気
船
の
時
代
。
長
州
藩

も
そ
の
後
は
製
造
を
止
め
て
、
文
久
２
年
（
１
８
６
２
）

よ
り
英
国
か
ら
船
を
購
入
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

防
波
堤
の
石
に
は
、
長
州
藩
と
萩
の
先
人
た
ち
が

果
敢
に
挑
戦
し
た

痕
跡
が
残
っ
て
い

る
よ
う
だ
。

文
／
横
田
塔
美　

 

写
真
／
小
林
恵

●萩市観光課☎0838-25-3139
●萩博物館☎0838-25-6447

◀�恵美須ヶ鼻造船所跡に残る石組みの防波
堤。右は近くにある稲荷神社。船の安全を
祈願して漁師や船主が今も参拝している

▲�萩反射炉のある公園
とレンガの煙突

２
艘
の
洋
式
軍
艦
を
造
っ
た 

恵え
び
す
が
は
な

美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡

政都・郡都として
賑わった街 ②
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銀
山
を
め
ぐ
り
武
家
大
名
た
ち
が
争
奪
戦

仙
ノ
山
（
標
高
５
３
７
ｍ
）
一
帯
で
銀
鉱
が
発
見

さ
れ
た
の
は
延
慶
２
年
（
１
３
０
９
）、
石
見
の
守

護
で
あ
っ
た
大
内
氏
だ
っ
た
が
、
本
格
的
に
開
発
を

始
め
た
の
は
16
世
紀
初
頭
、
博
多
商
人
の
神
屋
寿
禎

だ
っ
た
。
寿
禎
は
朝
鮮
半
島
と
交
易
を
し
て
い
た
富

豪
で
、
天
文
２
年
（
１
５
３
３
）
に
朝
鮮
か
ら
二
人

の
技
術
者
を
招
い
て
、「
灰は

い
ふ
き
ほ
う

吹
法
」
と
い
う
精
錬
法
を

取
り
入
れ
た
。
灰
吹
法
に
よ
る
精
錬
で
良
質
な
銀
の

採
取
が
可
能
と
な
り
、
そ
れ
が
国
内
の
鉱
山
技
術
の

基
に
な
っ
た
。
錬
金
（
銀
）
術
の
発
展
は
英
国
等
で

産
業
革
命
を
起
こ
し
た
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
重
要
で
、

灰
吹
法
は
後
に
佐
渡
金
銀
山
や
生
野
銀
山
で
も
普
及

し
て
い
っ
た
。

灰
吹
法
と
は
︱
︱
①
銀
鉱
石
を
要
か
な
め
石
の
上
に
乗
せ
て
か
な
づ
ち
で
叩
き
、

そ
の
後
水
の
中
で
ゆ
す
り
な
が
ら
よ
り
分
け
る
。
②
細
か
く
な
っ
た
銀
鉱

石
に
鉛
と
マ
ン
ガ
ン
等
を
加
え
て
溶
か
し
、
浮
き
上
が
っ
た
鉄
な
ど
の
不

純
物
を
取
り
除
き
、
鉛
と
銀
の
合
金
「
貴
鉛
」
を
造
る
。
③
貴
鉛
を
「
灰

吹
床
」
で
加
熱
し
、
鉛
を
灰
へ
浸
み
こ
ま
せ
、
銀
が
灰
の
上
に
残
る
よ
う

に
す
る
。
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
純
度
の
高
い
銀
を
造
る
。
灰
吹
法
は
西
ア

ジ
ア
で
は
紀
元
２
０
０
０
年
前
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
日
本
で
は
石
見
銀

山
が
最
初
だ
っ
た
。

さ
て
、
戦
国
時
代
に
な
る
と
石
見
銀
山
の
領
有
は

大
内
氏
か
ら
尼
子
氏
に
、
さ
ら
に
毛
利
氏
の
支
配
に

な
る
が
、「
本
能
寺
の
変
」
以
降
は
秀
吉
が
毛
利
と
和

議
を
結
び
、
石
見
銀
山
で
大
量
の
石
州
御
用
甲
銀
を

造
っ
た
ら
し
い
。
秀
吉
は
こ
れ
を
朝
鮮
侵
略
の
戦
費

に
充
て
た
が
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
は
徳
川
幕
府
の

管
轄
と
な
り
、
大
久
保
長
安
の
指
揮
で
増
産
が
行
わ

れ
た
。

探
鉱
と
精
錬
は
慶
長
か
ら
寛
永
年
間
に
隆
盛
期
を

平
成
19
年
7
月
、「
石い
わ
み見
銀
山
遺
跡
と
そ
の
文
化
的
景
観
」
が

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に
登
録
決
定
し
た
。
石
見
銀
山
遺
跡
の

中
心
部
だ
っ
た
大
森
地
区
、
銀
を
搬
出
し
た
沖
お
き
ど
ま
り泊

港
と
そ
の

近
く
に
あ
る
温ゆ

の

つ
泉
津
温
泉
、
初
期
に
銀
山
搬
出
港
だ
っ
た

鞆と
も
が
う
ら

ヶ
浦
、
大
浦
、
仁
万
等
の
港
、
さ
ら
に
陸
路
で
牛
馬
を
使

っ
て
銀
を
運
搬
し
た
銀
山
街
道
等
々
、
遺
跡
の
対
象
と
な
る

地
区
は
広
大
で
あ
る
。
し
か
も
石
見
銀
山
が
発
見
さ
れ
た
の

が
13
世
紀
で
、
17
世
紀
前
半
に
は
産
出
も
激
減
し
大
半
が
休

山
し
た
た
め
、
隆
盛
時
代
の
痕
跡
を
鮮
明
に
検
証
す
る
こ
と

は
難
し
い
が
、
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
間ま

歩ぶ

（
坑

道
）
が
公
開
さ
れ
、
製
錬
所
跡
を
見
学
す
る
コ
ー
ス
も
整
備

さ
れ
た
。
現
代
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
石
見
銀
山
４
０
０

年
の
歴
史
と
魅
力
、
人
々
の
暮
ら
し
を
、
大
森
地
区
と
温
泉

津
温
泉
で
取
材
し
た
。

●
地
域
の
歴
史
文
化
を
次
世
代
へ
①

［
世
界
遺
産
の
街
］の
保
全
と
新
た
な
魅
力
づ
く
り

石
見
銀
山
・
温
泉
津
温
泉（
島
根
県
大お
お
だ
し

田
市
）

▲�清水谷製錬所跡/明治19年に大阪の藤田組が仙ノ山の福石鉱床
に着目して近代的な製錬施設を建設。しかし鉱石の品質が悪く
採算が見込めないため明治29年に操業を停止した　

▶�龍源寺間歩／1715年に開発された間歩で、江戸時代には長さ
500mに及び、石見銀山では大久保間歩に次ぐ大坑道。石見銀
山には露天掘りも含めて600以上の間歩が確認されている。

　下は入坑口（右）と鉱脈に沿って掘った小さい坑道
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迎
え
、
年
間
約
１
万
貫
（
38
ｔ
）
を
産
出
、
海
外
に

数
多
く
輸
出
さ
れ
た
。
石
見
銀
山
の
銀
が
世
界
の
銀

の
３
分
の
１
を
占
め
た
と
い
わ
れ
、
16
世
紀
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
発
行
さ
れ
た
世
界
地
図
に
は
「H

iw
am
i

」

「
銀
鉱
山
」
と
ラ
テ
ン
語
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
16
世
紀
半
ば
に
は
坑
道
は
深
く
な
る
も
の

の
産
出
は
減
り
、
17
世
紀
前
半
に
は
大
半
が
休
山
に

追
い
込
ま
れ
た
。
最
盛
期
に
は
奉
行
・
代
官
ら
60
人

が
銀
山
御
料
約
４
万
８
千
石
を
統
治
し
て
い
た
が
、

衰
退
期
に
な
る
と
徳
川
管
轄
か
ら
代
官
統
治
へ
と
格

下
げ
に
な
る
。

大
森
の
住
民
全
戸
が
保
存
活
動
に

明
治
維
新
後
は
、
松
江
藩
家
老
が
再
建
に
着
手
、

後
に
藤
田
組
が
維
持
管
理
を
続
け
、
藤
田
組
は
明
治

28
年
に
は
２
年
か
け
て
近
代
的
精
錬
技
術
を
駆
使
し

た
清
水
谷
製
錬
所
を
完
成
し
た
。
し
か
し
銀
鉱
石
の

産
出
は
期
待
で
き
ず
、
一
年
半
余
り
で
操
業
を
止
め

た
。
そ
の
後
も
保
全
は
行
っ
て
い
た
が
、
昭
和
17
年

の
水
害
、
18
年
の
台
風
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
て
、

完
全
休
業
、
無
人
の
ヤ
マ
と
な
っ
た
。

こ
の
清
水
谷
製
錬
所
、
永
久
坑
道
と
永
久
製
鉄
所

跡
、
発
電
所
跡
（
柑
子
谷
）
等
は
近
代
化
産
業
遺
産

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
ん
な
中
、
昭
和
32
年
に
大
森
町
に
石
見
銀
山
の

文
化
財
を
保
存
す
る
会
が
全
戸
加
入
で
発
足
し
た
。

石
見
銀
山
遺
跡
の
歴
史
と
史
蹟
保
存
を
県
国
に
呼
び

か
け
、
住
民
た
ち
自
ら
も
街
並
み
保
存
活
動
を
行
い
、

そ
れ
が
世
界
遺
産
選
定
の
原
動
力
に
も
な
っ
た
。

大
森
町
の
代
官
所
か
ら
南
へ
約
１
㎞
続
く
街
並
み

は
、
銀
山
経
営
の
中
枢
と
し
て
栄
え
、
街
に
は
代
官

所
、
役
人
の
町
屋
、
公
事
宿
が
軒
を
並
べ
て
お
り
、

こ
れ
ら
が
今
も
残
っ
て
情
緒
あ
る
街
並
み
と
な
っ
て

い
る
。
山
麓
に
は
鉱
山
に
由
来
す
る
神
社
や
寺
も
10

所
は
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
に
物
語
が
あ
り
、
住
民

が
詣
で
て
き
た
。
世
界
遺
産
登
録
後
も
、
街
並
み
地

区
の
街
路
に
は
草
花
を
愛
す
る
人
々
の
普
段
着
の
生

活
が
あ
る
の
が
嬉
し
い
。

銀
山
地
区
の
丘
の
上
に
は
一
昨
年
、
新
た
に
世
界

遺
産
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
こ
で
車
を
止

め
て
バ
ス
に
乗
り
換
え
て
大
森
地
区
へ
行
く
こ
と
に

な
る
。
銀
山
観
光
の
入
口
に
は
大
田
市
観
光
協
会
の

観
光
案
内
所
が
開
設
さ
れ
、
ガ
イ
ド
の
会
が
龍
源
寺

間ま

歩ぶ

（
坑
道
）
ま
で
の
約
１
㎞
の
コ
ー
ス
を
約
２
時

間
ほ
ど
歩
い
て
案
内
し
て
く
れ
る
。
私
た
ち
が
訪
ね

た
日
は
土
砂
降
り
だ
っ
た
が
、
観
光
客
は
熱
心
に
ガ

イ
ド
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
見
学
し
て
い
る
。
現
在
、

住
民
生
活
へ
の
影
響
を
配
慮
し
て
マ
イ
カ
ー
の
侵
入

は
も
と
よ
り
バ
ス
の
運
行
も
止
め
て
い
る
。
高
齢
者

に
は
少
し
き
つ
い
が
、
歩
く
こ
と
で
感
じ
た
り
見
え

る
も
の
が
多
く
、
こ
の
よ
う
な
規
制
は
観
光
客
に
も

歓
迎
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
（
車
椅
子
の
使
用
、
申
請

す
れ
ば
ハ
イ
ヤ
ー
の
手
配
も
可
）。
メ
イ
ン
道
路
の

他
に
遊
歩
道
も
整
備
さ
れ
、
山
吹
城
址
へ
の
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
（
３
時
間
）
も
あ
る
。

銀
搬
出
港
沖
泊
か
ら
由
緒
あ
る
湯
の
街
へ 

温ゆ

の

つ
泉
津
温
泉

石
見
銀
を
世
界
へ
輸
出
す
る
重
要
港
だ
っ
た
の
が

温
泉
津
沖

お
き
ど
ま
り泊

港
で
あ
る
。
16
世
紀
に
開
港
し
て
毛

利
元
就
が
支
配
、
江
戸
時
代
に
は
銀
山
奉
行
支
配
人

の
幕
府
直
轄
地
と
な
り
、
銀
や
物
資
の
搬
出
入
で
繁

栄
し
た
。
銀
山
が
衰
退
し
て
か
ら
は
北
前
船
の
基
地

と
な
り
、
ま
た
大
正
７
年
に
鉄
道
が
開
通
す
る
ま
で

は
、
湯
治
場
に
く
る
温
泉
客
の
船
便
で
賑
わ
っ
た
。

波
ひ
と
つ
な
い
穏
や
か
な
入
り
江
は
い
ま
、
地
元

の
漁
船
が
利
用
し
て
い
る
だ
け
だ
が
、
か
つ
て
多
く

の
船
が
停
泊
し
て
い
た
こ
と
を
語
る
［
鼻
ぐ
り
岩
］

が
数
多
く
残
っ
て
い
る
。
牛
馬
の
鼻
輪
の
よ
う
に
石

▲�代官所跡（資料館）／正面の長屋門は1815年の建築、中の資料館は
明治35年建築の旧蓮摩郡役所。膨大な資料を収蔵、公開している

▲�石見銀山へ至る大森地区の街。民家を保存活用して喫茶をする家
も増えてきた

▲�ガイドの説明を熱心に聞きながら史跡を見学する観光客。徒歩約2
時間で銀山コースが見学できる
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を
く
り
ぬ
い
た
も
の
で
、
船
を
係
留
す
る
た
め
に
使

わ
れ
た
。
湾
の
周
り
に
は
鉄
工
所
跡
も
見
え
る
。

沖
泊
湾
は
リ
ア
ス
式
海
岸
で
、
木
々
が
鬱
蒼
と
茂

る
道
を
北
へ
進
む
と
、
美
し
い
小
さ
な
入
り
江
が
あ

っ
た
。
こ
こ
か
ら
も
物
資
を
搬
出
入
し
て
い
た
よ
う

で
、
入
り
江
の
脇
に
は
航
海
の
安
全
を
祈
願
し
た
恵

比
寿
神
社
が
あ
り
、
古
い
民
家
が
数
軒
立
ち
並
ん
で

い
る
。
数
百
年
の
時
を
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う

な
不
思
議
な
場
所
だ
が
、
道
路
が
狭
い
た
め
、
観
光

客
を
積
極
的
に
は
受
け
入
れ
て
い
な
い
。

温
泉
津
港
の
発
展
と
共
に
形
成
さ
れ
、
全
国
に
知

ら
れ
る
温
泉
地
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
る
の
が
温
泉
津

温
泉
。
地
名
は
“
温ゆ

の
ご
う

泉
郷
”
に
由
来
す
る
と
い
う
。

毛
利
元
就
の
命
を
受
け
た
毛
利
水
軍
御
三
家
の
一

つ
、
内
藤
内く

ら
の
じ
ょ
う

蔵
丞
が
15
世
紀
半
ば
に
沖
泊
に
鵜
の
丸

城
を
築
い
て
統
治
し
、
毛
利
氏
撤
退
後
も
温
泉
津
に

土
着
し
て
庄
屋
、
年
寄
り
を
代
々
務
め
た
。
そ
の
間
、

廻
船
問
屋
、
酒
造
業
、
郵
便
局
等
の
経
営
に
も
携
わ

っ
て
き
た
と
い
う
。

温
泉
津
港
か
ら
温
泉
街
に
入
る

場
所
に
内
藤
家
の
建
物
が
あ
る
。

温
泉
津
大
火
（
１
７
４
７
）
の
後

に
建
て
た
屋
敷
で
、
裏
手
に
は
酒

造
所
や
荷
揚
場
の
跡
も
伺
え
る
大

変
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。

温
泉
津
に
は
昔
か
ら
薬
湯
と
し

て
知
ら
れ
て
き
た
元
湯
、
明
治
５

年
の
浜
田
地
震
で
湧
出
し
た
新
湯
、

大
正
８
年
に
掘
削
し
た
小
浜
湯
が

あ
り
、
温
泉
街
は
二
つ
の
公
衆
浴

場
を
中
心
に
旅
館
が
20
軒
ほ
ど
軒

を
連
ね
て
い
る
。
ど
の
宿
も
木
造

３
階
建
て
で
、
大
正
時
代
、
昭
和

初
期
の
建
造
が
多
い
よ
う
だ
。

元
湯
温
泉
「
泉
薬
湯
」
を
営
み
、
湯
治
客
に
愛
さ

れ
て
き
た
「
長
命
館
」
は
、
築
１
０
０
年
の
木
造
３

階
建
。
崖
側
に
建
つ
別
館
の
外
壁
板
が
剥
が
れ
だ
し

て
い
る
が
、
中
に
入
っ
て
驚
い
た
。
長
年
磨
き
あ
げ

て
使
わ
れ
て
き
た
広
い
板
張
り
廊
下
、
太
い
天
然
木

を
組
ん
だ
階
段
や
手
す
り
、
そ
の
左
右
に
障
子
を
張

っ
た
客
室
が
並
ぶ
。
部
屋
は
10
～
20
畳
あ
る
純
和
室

で
、
床
の
間
や
欄
間
等
も
凝
っ
て
い
る
。
広
く
機
能

的
に
整
っ
た
厨
房
に
は
膨
大
な
食
器
が
収
納
さ
れ
て

お
り
、
団
体
の
湯
治
客
で
賑
わ
う
こ
と
が
多
い
の
だ

ろ
う
。

「
建
物
も
古
く
な
り
私
た
ち
も
年
取
っ
て
き
ま
し
た

の
で
、
以
前
の
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
湯
に
入

っ
て
食
事
や
休
憩
を
し
て
い
く
お
馴
染
み
さ
ん
が
多

い
ん
で
す
」
と
伊
藤
綾
子
さ
ん
は
言
っ
て
い
た
。

い
ま
温
泉
津
温
泉
で
最
も
現
代
風
な
湯
処
と
し
て

人
気
が
あ
る
の
が
明
治
５
年
の
浜
田
地
震
で
噴
出
し

た
温
泉
を
活
か
し
て
い
る
「
薬
師
湯
」。
大
正
８
年

に
ハ
イ
カ
ラ
な
木
造
洋
館
を
建
て
、
温
泉
効
果
を
活

か
し
た
健
康
管
理
や
休
息
と
食
事
、
団
ら
ん
等
の
メ

ニ
ュ
ー
を
つ
く
り
、
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
げ
る
部
屋
や

サ
ロ
ン
を
設
け
、
温
泉
地
に
新
風
を
興
し
た
。

経
営
は
内
藤
一
族
の
末
裔
で
あ
る
内
藤
家
で
、
現

在
喫
茶
サ
ロ
ン
を
経
営
し
て
い
る
の
は
17
代
目
に
当

た
る
内
藤
央て

る
ま真
さ
ん
（
30
）。
少
年
時
代
よ
り
英
国

や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
生
活
し
、
夏
休
み
に
は
温
泉

津
に
戻
っ
て
い
た
。
海
外
で
弁
護
士
の
資
格
も
取
得

し
て
い
る
が
、
幼
い
時
育
っ
た
温
泉
津
の
素
晴
ら
し

さ
や
日
本
の
伝
統
文
化
に
関
心
が
高
く
な
り
、
司
法

関
係
の
仕
事
は
地
方
に
い
て
も
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
て

可
能
な
こ
と
か
ら
、
５
年
前
に
帰
郷
し
た
。
温
泉
経

営
を
す
る
母
親
の
陽
子
さ
ん
を
手
伝
い
な
が
ら
、
若

い
セ
ン
ス
を
活
か
し
た
街
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。
１
階
は
骨
董
品
や
絵
画
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
併
設

し
た
喫
茶
サ
ロ
ン
、
２
階
は
大
正
時
代
の
雰
囲
気
を

持
つ
和
室
、
新
館
の
「
薬
師
湯
」
２
階
に
は
エ
ス
テ

サ
ロ
ン
も
あ
り
、
女
性
客
に
人
気
が
あ
る
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
森
守
さ
ん
が
ス
ケ
ッ
チ
し
た
温

泉
津
の
街
や
家
、
行
事
等
を
描
い
た
絵
を
展
示
し
て

い
る
。「
バ
ス
の
運
転
手
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
解

体
す
る
家
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
消
え
て

▲�築260年以上になる内藤家の建物。その先に温泉津港がある

▶�上／温泉湾の北部にある沖泊の入江。ここ
からも銀輸送の船が多数出航した

　�下／温泉津温泉街の俯瞰。山沿いには神社
や寺も多い

▲�温泉津港の岩場に多数残る［鼻ぐり岩］。船を
係留するために造られた
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い
く
前
に
と
ス
ケ
ッ
チ
を
始
め
た
ん
で
す
。
10
軒
は

な
く
な
り
ま
し
た
ね
」
と
、
薬
師
湯
の
前
の
道
路
を

掃
き
清
め
、
持
参
し
た
花
を
玄
関
に
生
け
て
い
た
。

温
泉
街
を
歩
く
と
、
酒
屋
の
店
頭
に
沢
山
の
写
真

を
張
り
「
北
斗
山
庭
庭
主
」
と
い
う
看
板
が
あ
っ
た
。

こ
れ
は
店
主
佐
々
木
孝
久
さ
ん
が
、
隣
に
あ
る
駐
車

場
奥
の
林
に
、
長
年
数
々
の
樹
木
を
植
え
て
仕
立
て

あ
げ
、
そ
れ
を
写
真
に
撮
っ
た
も
の
。
一
町
歩
以
上

あ
る
斜
面
に
は
巨
樹
を
背
景
に
盆
栽
仕
立
て
の
照
葉

樹
等
が
植
え
ら
れ
て
、
見
事
な
庭
園
に
な
っ
て
い
る
。

「
仕
事
よ
り
こ
ち
ら
の
趣
味
の
方
に
夢
中
で
し
て
」

と
笑
う
。
昭
和
44
年
ま
で
造
り
酒
屋
を
営
み
、
市
会

議
員
と
し
て
温
泉
津
の
街
並
み
保
存
に
取
り
組
ん
で

き
た
時
期
も
。
趣
味
の
名
刺
に
は
「
美ビ

ュ
ー
テ
ィ
フ
ル

湯
庭
風
流
温

泉
津
・
北
斗
山
庭
た
ぬ
き
や
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
で
町

並
み
や
家
屋
の
保
存
は
ど
う
な
っ
た
か
に
つ
い
て
、

大
田
市
石
見
銀
山
課
今
田
善
寿
さ
ん
に
伺
っ
て
み
た
。

「
伝
統
的
な
建
築
物
を
修
理
す
る
場
合
、
８
０
０
万

円
を
上
限
と
し
て
、
屋
根
、
壁
、
建
具
、
構
造
材
に

対
し
て
80
％
の
率
で
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
現
在

40
軒
が
申
請
中
で
、
私
た
ち
の
仕
事
も
こ
の
対
応
に

追
わ
れ
て
い
ま
す
」

ま
た
観
光
客
数
は
、
石
見
銀
山
関
係
の
施
設
利
用

は
昨
年
（
平
成
20
年
）
は
81
万
３
２
０
０
人
だ
っ
た

が
、
今
年
は
５
月
の
連
休
以
外
は
３
分
の
２
に
減
っ

て
い
る
と
い
う
。
温
泉
津
の
宿
泊
客
も
、
以
前
は
早

め
の
予
約
が
必
要
だ
っ
た
が
、
今
は
空
き
部
屋
も
あ

る
よ
う
だ
。
そ
れ
に
つ
い
て
今
田
さ
ん
は
「
石
見
銀

山
に
は
一
日
２
０
０
０
～
３
０
０
０
人
が
訪
れ
ま
す
。

そ
れ
で
丁
度
い
い
。
温
泉
津
温
泉
も
経
営
者
が
高
齢

化
し
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
位
が
丁
度
い
い
。

昔
か
ら
団
体
さ
ん
よ
り
個
人
の
お
客
様
を
大
切
に
し

て
き
た
温
泉
地
で
す
。
何
度
も
来
た
く
な
る
街
に
し

た
い
で
す
ね
」
と
語
っ
て
い
た
。

文
／
浅
井
登
美
子　

写
真
／
小
林
恵

●大田市石見銀山課☎0854-82-1600
●大田市観光協会☎0854-89-9090

▲�「北斗山庭」という植栽を長年続ける佐々木
孝久さんと氏が撮影した写真

▲�大正時代に建てられた長命館の内部。磨き上げた廊
下や柱、広くて豪華な和室

▼家族や小グループ客で賑わう温泉津温泉。右はもう一つの公衆浴場「泉薬湯」

▲�温泉津の街をスケッチしてきた森守さん
と作品

▲�朝早くから常連客で賑わう薬師湯

▲�ライトアップした薬師
湯の建物と喫茶・ギャ
ラリーのあるサロン

▶�喫茶サロンを営む内藤
央真さんと央真さんが
淹れてくれた珈琲
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ト
ロ
か
ら
蒸
気
機
関
車
へ 

２
線
が
開
通
し
て
地
域
が
発
展

県
木
に
も
な
っ
て
い
る
魚
梁
瀬
杉
は
、
徳
島
県
境
に

近
い
馬
路
村
千
本
山
周
辺
に
自
生
し
て
お
り
、
樹
齢

２
０
０
年
以
上
、
樹
高
50
～
60
ｍ
の
天
然
杉
は
「
日
本

三
大
美
林
」
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
96
％
が
山
林
の

馬
路
村
や
周
辺
町
村
で
は
林
業
が
基
幹
産
業
で
あ
り
、

魚
梁
瀬
杉
を
搬
出
す
る
鉄
道
の
開
通
が
悲
願
だ
っ
た
。

明
治
42
年
、
田
野
と
魚
梁
瀬
間
を
つ
な
ぐ
安
田
川

線
の
森
林
鉄
道
が
設
計
さ
れ
、
43
年
に
工
事
が
着
工
、

翌
年
か
ら
総
延
長
２
１
・
２
３
４
ｍ
が
開
通
し
た
。

こ
の
時
点
で
は
ト
ロ
（
ト
ロ
ッ
コ
）
に
木
材
を
積
ん

で
川
上
か
ら
川
下
へ
む
け
て
運
搬
す
る
方
法
で
、
帰

り
は
犬
ぞ
り
で
ト
ロ
を
引
き
あ
げ
た
と
い
う
。
そ
の

後
支
線
な
ど
の

路
線
を
広
げ
、

大
正
９
年
に
蒸

気
機
関
車
が
導

入
さ
れ
、
枕
木

の
取
り
換
え
、

木
造
ト
ラ
ス
ト
橋
の
鉄
橋
化
等
が
行
わ
れ
た
。

軌
道
沿
い
に
は
民
家
が
密
集
し
て
い
た
た
め
、
軒

下
ぎ
り
ぎ
り
に
列
車
が
通
過
し
た
り
、
軌
道
を
通
勤

通
学
に
歩
く
風
景
が
見
ら
れ
、
木
材
の
搬
出
と
共
に

沿
線
住
民
の
足
と
し
て
連
絡
車
の
運
行
を
開
始
す
る

こ
と
に
な
り
、
昭
和
11
年
に
は
村
役
場
が
乗
車
券
を

発
売
し
た
が
、
木
材
運
搬
が
本
来
の
目
的
で
あ
る
た

め
「
運
行
中
万
一
如
何
な
る
災
害
が
発
生
し
て
も
補

償
は
致
し
ま
せ
ん
」
と
い
う
心
得
が
駅
に
掲
げ
ら
れ

て
い
た
と
い
う
。

し
か
し
安
田
川
線
で
は
、
釈
迦
ヶ
生
～
久
木
間
の
逆

勾
配
区
間
の
運
航
が
厳
し
か
っ
た
た
め
、
新
ル
ー
ト
が

求
め
ら
れ
、
奈
半
利
川
沿
い
に
奈
半
利
川
線
を
開
設

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
４
年
か
ら
工
事
が
開
始
さ

高
知
県
中
芸
地
区
の
銘
木
「
魚
梁
瀬
杉
」
を
海
岸

ま
で
搬
出
す
る
た
め
、
明
治
44
年
に
国
内
３
番
目

の
森
林
鉄
道
が
馬
路
村
か
ら
田
野
間
に
開
通
し
た
。
こ
の
鉄
道
は
林
業
の
繁

栄
だ
け
で
な
く
、
沿
線
住
民
の
交
通
機
関
と
し
て
活
躍
、
物
資
や
文
化
ま
で

運
ぶ
大
切
な
足
だ
っ
た
。
時
代
は
移
り
、
昭
和
38
年
に
は
廃
線
と
な
っ
た
が
、

「
も
う
一
度
走
ら
せ
た
い
」
と
い
う
人
々
の
熱
い
活
動
で
、
魚
梁
瀬
ダ
ム
湖

畔
に
は
復
元
し
た
機
関
車
が
走
り
、
当
時
の
面
影
を
残
す
隧
道
や
橋
梁
跡
等

の
中
か
ら
18
カ
所
が
昨
年
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

●
地
域
の
歴
史
文
化
を
次
世
代
へ
②

地
域
の
宝
と
し
て
引
き
継
ぎ
、
交
流
人
口
の
拡
大
を

魚
梁
瀬（
や
な
せ
）
森
林
鉄
道
（
高
知
県
安
田
町
、馬
路
村
、田
野
町
、北
川
村
、奈
半
利
町
）

▶�昭和16年建造のコンクリートアーチの
堀ケ生橋。下は橋の上の道路

▲
保
存
会
が
昨
年
制
作
し
た
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

◀�

安
田
川
線
の
昭
和
初
期
頃
の
写
真�

（
同
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
よ
り
）
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れ
、
17
年
に
全
線
が
開
通
し
た
。

戦
時
下
で
鋼
材
が
不
足
し
た
た
め

無
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
も
あ
っ
た

と
い
う
。
樋
の
口
駅
に
は
修
理
工

場
や
車
庫
が
並
び
、
島
駅
は
旅
館
、

商
家
が
軒
を
並
べ
る
街
へ
と
発
展

し
て
い
っ
た
。

最
も
発
展
し
た
の
が
魚
梁
瀬
で
、

林
業
関
係
者
が
移
住
し
て
き
て
小

中
学
校
や
診
療
所
も
出
来
、
行
商

人
が
多
数
出
入
り
す
る
駅
前
は
、

戦
後
は
朝
市
と
し
て
発
展
し
た
。

し
か
し
昭
和
38
年
に
魚
梁
瀬
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
、
そ

の
当
時
の
集
落
は
い
ま
湖
底
に
眠
っ
て
い
る
。

ダ
ム
の
建
設
で
道
路
が
整
備
さ
れ
、
魚
梁
瀬
森
林

鉄
道
も
惜
し
ま
れ
な
が
ら
38
年
に
廃
線
と
な
っ
た
が
、

当
時
の
隧
道
や
梁
橋
等
は
各
地
に
点
在
し
て
い
る
。

そ
の
中
の
９
件
が
近
代
化
産
業
遺
産
群
に
、
旧
魚
梁

瀬
森
林
鉄
道
施
設
９
基
５
カ
所
、
附
け
た
り
４
カ
所

の
計
18
カ
所
が
平
成
21
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
。

新
た
な
地
域
資
源
と
し
て
活
用

取
材
地
を
案
内
を
し
て
く
れ
た
の
は
依よ

り
み
つ光

香
代
子

さ
ん
。
高
知
県
地
域
づ
く
り
支
援
課
に
配
属
、
安
田

町
、
馬
路
村
の
地
域
支
援
企
画
員
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。
そ
の
日
は
日
曜
日
だ
っ
た
が
、
自
宅
の
あ
る

高
知
市
か
ら
安
田
町
へ
出
か
け
て
き
て
く
れ
、
森
林

鉄
道
の
遺
産
施
設
を
ガ
イ
ド
し
て
く
れ
た
。

「
３
年
前
に
前
任
者
の
春
田
暁
さ
ん
か
ら
引
き
継
い

で
事
務
局
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
県
は
平
成
12
、

13
年
に
近
代
化
遺
産
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
、

魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
の
遺
産
が
価
値

あ
る
も
の
だ
と
認
識
さ
れ
た
よ
う

で
す
。
17
年
に
『
中
芸
地
区
森
林

鉄
道
遺
産
を
保
存
・
活
用
す
る
会
』

が
発
足
、
地
域
の
宝
と
し
て
後
世

に
引
き
継
ぐ
と
共
に
、
遺
産
を
新

た
な
資
源
と
捉
え
、
他
の
地
域
資

源
と
組
み
合
わ
せ
て
交
流
人
口
の

拡
大
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
」
と
依

光
さ
ん
は
言
う
。

20
年
に
保
存
会
が
「
中
芸
地
区

森
林
鉄
道
遺
産
調
査
報
告
書
」
を

作
成
し
て
文
化
庁
に
提
出
、
翌
21

▲�昭和7年建造の小島橋。鋼トラスト橋とガータ
ー橋を組み合わせた全長143m、森林鉄道の中
では最も大規模な橋

▲�犬吠橋。馬路～魚梁瀬間開通当時は木造だったが、
大正13年に鋼トラスト橋に架け替えた。谷底か
ら足場を組む写真も残っている

▲�立岡二号桟道。昭和8年建造の石積高架。農業用道路や田畑を避
けるため造られたもので、緩やかなカーブ曲線

▲�二股橋。昭和15年建造の無筋コンクリート2連アーチ橋。全長
46.9m、幅3.5m、堀ケ生橋と同規模。橋と川との景観美が人
気

▲�法恩寺跨線橋。昭和6年に参道とし
て造られたコンクリート橋

▲�森林鉄道廃線につながった魚梁瀬
ダム。湖畔には機関車を展示する
丸山公園、宿、森林保養センター
等がある

◀�魚梁瀬杉の木材市場。木目がきめ
細かく美しい魚梁瀬杉は建築材だ
けでなくバッグやインテリア用品
として人気

鉄道史蹟をガイドしてくれた依光さん。
5町村のまとめ役としても活躍
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年
に
は
隧
道
や
梁
橋
の
「
旧
魚
梁

瀬
森
林
鉄
道
施
設
」
が
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

広
域
で
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
の
は
我
が
国
で
初
め
て

で
、
依
光
さ
ん
の
よ
う
な
熱
心
な

県
職
員
が
い
て
ま
と
め
役
を
担
っ

て
き
た
か
ら
と
言
え
る
。
依
光
さ

ん
は
「
い
ま
県
が
行
っ
て
い
る
事

務
局
の
仕
事
を
地
元
で
行
っ
て
い

く
よ
う
な
組
織
が
で
き
て
ほ
し

い
」
と
願
っ
て
い
る
。

保
存
会
が
作
成
し
た
『
森
林
鉄

道
』
と
い
う
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
は
、

大
正
・
昭
和
時
代
に
大
量
の
木
材

を
乗
せ
て
走
る
鉄
道
、
鉄
道
に
乗

り
こ
む
高
校
生
ら
の
姿
を
写
真
等

で
紹
介
、
さ
ら
に
５
カ
町
村
の
公

共
施
設
等
も
紹
介
す
る
貴
重
な
ガ

イ
ド
書
で
、
鉄
道
フ
ァ
ン
に
も
人

気
と
の
こ
と
だ
。

魚
梁
瀬
杉
の
生
産
地
・
馬
路
村
で
は
そ
の
日
、
ゆ

ず
の
収
穫
を
祝
っ
て
「
ゆ
ず
は
じ
ま
る
祭
」
が
開
催

さ
れ
て
い
た
。
は
ち
み
つ
入
り
ゆ
ず
飲
料
「
ご
っ
く

ん
馬
路
村
」
な
ど
、
Ｊ
Ａ
馬
路
村
の
ゆ
ず
製
品
は
有

名
で
あ
る
。

祭
り
の
日
、
木
の
温
も
り
に
溢
れ
た
Ｊ
Ａ
の
一
室

で
は
「
原
画
展
」
と
し
て
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
の
写
真

や
鋸
等
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
担
当
の
桐
野
聡
子
さ

ん
は
岡
山
出
身
、「
ご
っ
く
ん
」
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を

子
供
の
頃
か
ら
見
て
い
た
た
め
、

今
春
鳥
取
大
学
農
学
部
を
卒
業
、

馬
路
村
に
住
み
た
い
と
、
Ｊ
Ａ

馬
路
村
の
採
用
試
験
を
受
け
た
。

合
格
し
て
広
報
に
配
属
さ
れ
、

企
画
し
た
の
が
魚
梁
瀬
森
林
鉄

道
の
歴
史
。
写
真
は
清
岡
博
基

さ
ん
、
山
の
用
具
は
山
師
の
人

か
ら
借
り
た
と
い
う
。

翌
朝
、「
森
林
鉄
道
を
走
ら
す

会
」
や
「
中
芸
地
区
森
林
鉄
道

遺
産
を
保
存
・
活
用
す
る
会
」

の
会
長
を
務
め
る
清
岡
博
基
さ

ん
（
68
）
に
、
村
内
の
遺
産
施

設
を
案
内
し
て
も
ら
い
な
が
ら
お
話
を
聞
い
た
。
馬

路
村
の
議
会
議
長
を
務
め
な
が
ら
、
長
年
に
わ
た
っ

て
鉄
道
施
設
の
保
存
を
呼
び
掛
け
て
き
た
人
。

「
林
鉄
（
森
林
鉄
道
）
は
昭
和
32
年
、
魚
梁
瀬
ダ
ム

の
建
設
決
定
と
共
に
廃
線
が
決
ま
り
ま
し
た
。
木
材

の
運
搬
が
目
的
だ
っ
た
が
、
住
民
の
重
要
な
交
通
機

関
で
も
あ
っ
た
林
鉄
、
で
も
田
舎
の
乗
り
物
と
い
う

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
も
あ
っ
て
、
自
動
車
輸
送
に
変
わ

る
こ
と
は
近
代
化
で
嬉
し
い
と
住
民
は
感
じ
て
い

た
」
と
清
岡
さ
ん
は
当
時
の
こ
と
を
振
り
返
る
。

廃
線
か
ら
30
年
余
り
経
ち
、
森
林
鉄
道
へ
の
関
心

が
薄
れ
出
し
た
63
年
７
月
、
林
鉄
を
懐
か
し
む
声
が

あ
が
り
、
営
林
署
の
旧
職
員
や
村
の
活
性
化
を
め
ざ

す
関
係
者
が
集
ま
っ
て
「
森
林
鉄
道
を
語
る
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
も
う
一
度
林
鉄
を
走
ら
せ

た
い
と
い
う
声
が
高
ま
り
、「
森
林
鉄
道
を
走
ら
す

会
」
へ
と
発
展
。
平
成
３
年
に
魚
梁
瀬
ダ
ム
湖
畔
に

あ
る
丸
山
公
園
に
軌
道
を
敷
設
し
、
つ
い
に
機
関
車

（
修
復
野
村
式
・
復
元
谷
村
式
）
を
走
ら
せ
る
こ
と

▶五味隧道に立つ「中
芸地区森林鉄道遺産
を保存・活用する会」
会長の清岡さん
◀河口隧道。大正4年
に建造した石造隧道
で現在村道として利用

▲�機関車を格納する車庫。修理復元
した機関車を見に鉄道ファンが訪
れる　

▶谷村式機関車を運転する井上さん

「
も
う
一
度
林
鉄
を
走
ら
せ
た
い
」 

関
係
者
の
熱
心
な
活
動

右／ゆずはじまる祭　左／魚梁瀬森林鉄道
「原画展」を企画した桐野さん（右）と依光さん

▲�五味隧道。トンネルの先には馬路の村が広がる。トンネル入
口の土を除去して線路を敷設した
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四
国
に
も
製
糸
産
業
に
取
り
組

む
企
業
が
あ
っ
た
。
大
正
６
年
、

藤
村
米
太
郎
が
創
業
し
た
藤
村
製

糸
で
、
群
馬
県
か
ら
技
術
者
を
指

導
員
と
し
て
招
い
て
従
業
員
80
人

で
操
業
を
開
始
し
た
。
当
初
は
近

郊
農
家
か
ら
集
め
た
繭
を
加
工
し

て
い
た
が
、
養
蚕
業
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
収
集
地

は
四
国
全
域
に
な
り
、
さ
ら
に
自
由
化
に
な
っ
て
か

ら
は
群
馬
へ
も
買
い
付
け
に
出
か
け
た
。
昭
和
25
年

に
は
新
し
い
繰
糸
機
を
設
置
し
て
従
業
員
２
２
０
名

に
な
り
、
32
年
に
は
自
動
繰
糸
機
を
導
入
し
て
さ
ら

に
近
代
化
を
図
る
が
、
国
内
の
養
蚕
は
斜
陽
化
す
る

一
途
。
中
国
か
ら
繭
を
輸
入
し
て
操
業
を
続
け
、
品

質
№
１
の
生
糸
と
し
て
高
い
評
価
を
得
る
が
、
平
成

17
年
に
や
む
な
く
工
場
を
閉
鎖
し
た
。
現
在
は
ブ
ラ

ジ
ル
に
工
場
を
持
ち
、
現
地
の
人
を
技
術
指
導
し
て

い
る
。

19
年
に
製
糸
産
業
の
黄
金
期
の
威
容
を
残
す
建
物

と
し
て
近
代
化
産
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。
安
光
恭

一
社
長
（
72
）
は
「
四
国
に
も
こ
の
よ
う
な
製
糸
会

社
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
閉
鎖

時
ま
ま
の
機
器
が
並
ぶ
工
場
も
見
学
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
」
と
語
る
。
６
段
の
水
切
り
瓦
を
葺
い
た

繭
蔵
は
明
治
32
年
築
で
酒
蔵
と
し
て
使
用
し
た
も
の

だ
と
い
う
。
工
場
は
自
然
採
光
を
取
り
入
れ
る
ノ
コ

ギ
リ
設
計
で
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
機
器
が
整
然
と

並
ん
で
い
る
。
古
い
糸
紡
ぎ
機
等
も
残
っ
て
い
る
の

で
、
生
糸
を
紡
い
で
機
織
り
し
て
き
た
先
人
た
ち
の

技
を
学
ぶ
場
に
も
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

に
成
功
。
続
い
て
６
年
に
は
馬
路
温
泉
の
近
く
に
ミ

ニ
森
林
鉄
道
を
敷
設
し
、
大
正
時
代
に
走
っ
て
い
た

ワ
ル
シ
ャ
ー
ド
蒸
気
機
関
車
の
３
分
の
２
モ
デ
ル
を

復
元
し
、
日
曜
祭
日
、
夏
休
み
に
走
ら
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

清
岡
さ
ん
が
、
馬
路
集
落
の
入
口
に
あ
る
五
味
隧

道
へ
案
内
し
て
く
れ
た
。「
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
出
征
、

集
団
就
職
、
学
校
の
先
生
が
赴
任
し
て
く
る
な
ど
、

村
民
に
と
っ
て
別
れ
と
出
会
い
の
境
界
で
し
た
。
村

に
戻
る
と
、
ト
ン
ネ
ル
の
先
に
村
落
が
広
が
り
、
ふ

る
さ
と
を
実
感
す
る
場
所
で
し
た
。
そ
れ
が
道
路
工

事
の
時
埋
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
」

「
森
林
鉄
道
を
走
ら
す
会
」
で
は
、
シ
ン
ボ
ル
を

復
元
し
よ
う
と
、
平
成
９
年
に
当
時
の
形
状
を
と
ど

め
る
五
味
隧
道
の
入
口
の
土
を
除
去
、
そ
れ
に
続
く

鉄
橋
ま
で
線
路
を
敷
い
た
。
隧
道
は
機
関
車
が
停
ま

れ
る
ほ
ど
の
長
さ
だ
っ
た
が
、
20
ｍ
ほ
ど
の
線
路
が

復
元
さ
れ
た
。
そ
こ
に
天
竜
林
業
高
校
か
ら
譲
り
受

け
た
酒
井
式
機
関
車
を
修
理
復
元
し
て
、
動
態
展
示

し
た
。

「
ト
ン
ネ
ル
内
に
格
納
し
、
休
日
に
は
道
行
く
人
た

ち
に
懐
か
し
く
見
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
３
年
ほ

ど
で
ト
ン
ネ
ル
の
湿
気
の
た
め
に
エ
ン
ジ
ン
が
か
か

り
に
く
く
な
り
、
現
在
丸
山
公
園
の
保
存
鉄
道
で
動

態
保
存
し
て
い
ま
す
」

丸
山
公
園
は
休
日
と
も
な
る
と
は
る
ば
る
鉄
道
マ

ニ
ア
が
訪
れ
た
り
し
て
い
る
。

機
関
車
の
運
転
手
は
森
林
鉄
道
運
営
委
員
の
井
上

洸
士
郎
さ
ん
（
64
）。
日
曜
祝
日
、
夏
休
み
に
公
開

運
転
し
、
子
供
ら
が
乗
車
し
た
り
運
転
を
体
験
で
き

る
（
有
料
）。
井
上
さ
ん
は
「
野
村
式
機
関
車
も
文

化
財
に
な
る
と
嬉
し
い
。
今
回
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
の
は
森
林
鉄
道
の
ご
く
一
部
で
、
山
間
部
の
支
線

に
は
よ
い
状
態
の
史
跡
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
今
後

も
調
査
を
続
け
て
欲
し
い
」
と
語
っ
て
い
た
。

�

取
材
・
写
真
／
小
林
恵

●藤村製糸（株）☎0887-38-2696

●馬路村教育委員会☎0887-38-2511
●�安田町、奈半利町、北川村、田野町の�
各教育委員会

製
糸
産
業
黄
金
期
の
威
容
を
誇
る

藤
村
製
糸
㈱（
奈な
は
り
ち
ょ
う

半
利
町
）

▲�6段の水切り瓦が敷かれる藤村製糸の繭蔵。明治32年に酒蔵として建築された建物

▲�藤村製糸の広い敷地に立つ安光恭一
社長

▲�自動繰糸機が並ぶ工場内部
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各地の近代化遺産・近代化産業遺産
　

卯
之
町
は
昔
か
ら
教
育
が
盛
ん
で
、

最
古
の
学
舎
は
、
明
治
２
年
に
建
築

し
た
平
屋
建
て
瓦
葺
き
木
造
の
申
義

堂
。
そ
の
後
明
治
15
年
に
新
校
舎
と

し
て
建
て
ら
れ
た
の
が
現
存
す
る
開

明
学
校
。
木
造
２
階
建
て
の
擬
洋
風

建
築
物
で
、
ア
ー
チ
型
の
窓
等
、
棟

梁
都
築
熊
吉
の
創
意
工
夫
の
跡
が
見

ら
れ
る
。

　

こ
の
開
明
学
校
と
申
義
堂
を
含
む

約
４
・
９
ha
の
地
域
に
は
、
大
正
15

年
建
築
の
日
本
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
卯

之
町
支
部
（
平
屋
木
造
建
て
Ｌ
型
施

設
に
付
随
し
て
４
階
建
・
頭
部
に
十

字
の
あ
る
礼
拝
堂
）
等
、
江
戸
末
期

か
ら
昭
和
初
期
の
建
物
が
残
っ
て
お

り
、
昨
年
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
た
。

　

保
存
地
区
の
近
く
に
は
、
大
正
４

年
に
建
て
ら
れ
た
旧
宇
和
町
尋
常
高

等
小
学
校
の
講
堂
と
校
舎
一
棟
、
昭

和
３
年
に
建
て
ら
れ
た
新
校
舎
を
移

築
し
、
米
の
博
物
館
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
宇
和
米
博
物
館
が
あ
る
。

特
に
昭
和
３
年
の
校
舎
は
平
屋
建
て

の
超
横
長
木
造
校
舎
で
、
１
０
９
ｍ

も
あ
る
内
廊
下
は
、
子
供
や
若
者
の

雑
巾
掛
け
レ
ー
ス
会
場
と
し
て
も
使

わ
れ
、
町
お
こ
し
の
一
つ
と
し
て
人

気
が
あ
る
。
西
予
市
教
育
委
員
会
文

化
の
里
振
興
室　
　

☎
０
８
９
４

-

62-

６
７
０
０

ン
ネ
ル
、
加
納
鉱
山
の
坑
道
、
若
木

商
店
煉
瓦
座
敷
蔵
、
大
和
川
酒
蔵
煉

瓦
煙
突
、
若
菜
家
煉
瓦
蔵
な
ど
市
内

の
酒
造
所
の
煙
突
、
蔵
等
に
赤
煉
瓦

が
多
数
使
わ
れ
て
い
る
。

　

三
津
谷
登
窯
で
焼
成
を
行
え
る
技

術
者
は
現
在
２
名
し
か
い
な
い
た
め
、

市
で
は
平
成
20
年
に
「
三
津
谷
煉
瓦

窯
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上

げ
、
窯
に
火
を
入
れ
て
煉
瓦
を
製
造

す
る
た
め
の
職
人
養
成
コ
ー
ス
、
体

験
コ
ー
ス
講
座
を
開
催
し
て
い
る
。

土
と
薪
を
大
量
に
使
う
た
め
採
算
を

取
る
の
は
難
し
い
た
め
、
市
や
県
が

助
成
金
を
出
し
て
煉
瓦
焼
成
技
術
を

高
め
赤
煉
瓦
の
普
及
を
図
り
た
い
と

し
て
い
る
。
喜
多
方
市
商
工
課
☎

０
２
４
１-

22-

２
２
３
３

登
窯
、
酒
造
場
煉
瓦
煙
突
、
煉
瓦
蔵

煉
瓦
窯
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
発
足
（
福
島
県
喜
多
方
市
）

　

喜
多
方
市
岩
月
町
三
津
谷
の
旧
樋

口
窯
業
は
、
明
治
時
代
か
ら
創
業
す

る
赤
煉
瓦
工
場
で
、
10
連
房
式
の
大

型
登
窯
が
残
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
生

産
さ
れ
た
煉
瓦
は
明
治
・
大
正
時
代

の
近
代
化
建
造
物
に
使
用
さ
れ
、
今

で
も
喜
多
方
市
の
街
並
み
景
観
を
特

色
づ
け
て
い
る
。
酒
造
所
の
煙
突
や

煉
瓦
に
よ
る
屋
敷
、
蔵
等
の
他
に
、

ト
ン
ネ
ル
、
鉱
山
の
坑
道
等
で
使
用

さ
れ
た
。
平
成
19
年
経
済
産
業
省
の

近
代
化
産
業
遺
産
で
喜
多
方
市
で
は

「
登
窯
」
を
は
じ
め
９
つ
の
建
造
物

が
「
建
造
物
の
近
代
化
に
貢
献
し
た

赤
煉
瓦
生
産
な
ど
の
歩
み
を
物
語
る

近
代
化
産
業
遺
産
群
」
に
認
定
さ
れ

た
。

　

岩
越
鉄
道
（
現
磐
越
西
線
）
の
ト

　

鯉
の
泳
ぐ
瀬
戸
川
と
白
壁
土
蔵
の

続
く
街
並
み
で
知
ら
れ
る
古
川
町
。

そ
の
一
角
に
あ
る
古
民
家
や
酒
蔵
な

ど
が
こ
の
た
び
国
の
有
形
文
化
財
、

近
代
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
軒
下

の
小
腕
に
施
さ
れ
た
木
の
葉
や
唐
草

の
紋
様
を
彫
刻
し
た
「
雲
」、
角
材

を
繊
維
を
編
む
よ
う
に
組
み
合
わ
せ

た
「
出
格
子
戸
」
等
、
飛
騨
匠
（
大

工
）
の
技
が
活
き
る
独
特
の
佇
ま
い

が
特
徴
。
近
く
に
は
「
飛
騨
の
匠
文

化
館
」
や
、
伝
統
技
術
の
生
掛
け
和

蝋
燭
、
一
位
一
刀
彫
を
制
作
す
る
店

も
あ
る
。
近
代
化
遺
産
に
指
定
さ
れ

た
建
物
は
３
件
。

◦
蒲
酒
造
場
（
主
屋
、袖
蔵
、文
庫
蔵
、

仕
込
蔵
）　

宝
永
元
年
（
１
７
０
４
）

創
業
の
酒
造
所
で
「
白
真
弓
」「
飛
騨

の
強
者
」
等
の
日
本
酒
を
造
り
続
け

て
き
た
店
で
、
白
壁
の
美
し
い
蔵
も

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

◦
渡
辺
酒
造
店
（
土
蔵
別
館
、主
屋
、

漬
物
蔵
）　

明
治
３
年
創
業
、
北
ア

ル
プ
ス
の
伏
流
水
と
山
田
錦
で
造
る

「
蓬
莱
」
が
飛
騨
地
酒
と
し
て
人
気

の
蔵
。

◦
料
亭
旅
館
「
八
ツ
三
館
」（
本
館
、

大
広
間
、
土
蔵
）。
荒
城
川
沿
い
に

あ
り
安
政
年
間
よ
り
高
山
の
奥
座
敷

と
し
て
知
ら
れ
る
料
亭
で
、
３
棟
が

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

飛
騨
市
観
光
課
☎
０
５
７
７-

73-

２
１
１
１

飛
騨
匠
の
技
が
冴
え
る

瀬
戸
川
沿
い
の
白
壁
土
蔵
、
酒
蔵
（
岐
阜
県
飛
騨
市
古
川
町
）

申
義
堂
、
開
明
学
校

卯
之
町
が
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に（
愛
媛
県
西
予
市
）

▲�上／10連房式の大型登窯　�
下／登窯室の修復をして、煉瓦製造に当たる

▶
右
／
申
義
堂　

左
／
旧
宇
和
町
小
学
校

瀬
戸
川
沿
い
の
白
壁
土
蔵
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灯
台
を
管
理
す
る
海
上
保
安
庁
で

は
、
築
後
１
０
０
年
を
経
て
歴
史
的
、

文
化
財
的
価
値
の
高
い
、
明
治
時
代

建
造
で
現
役
で
活
躍
し
て
い
る
灯
台

を
Ａ
ラ
ン
ク
灯
台
に
指
定
し
、
保
存

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
以
下
は
、
近

代
化
産
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
る
灯
台
。

尻
屋
埼
灯
台
（
青
森
県
東
通
村
）

金
華
山
灯
台
（
宮
城
県
石
巻
市
）

犬
吠
埼
灯
台
（
千
葉
県
銚
子
市
）

観
音
埼
灯
台（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

神
子
元
島
灯
台
（
静
岡
県
下
田
市
）

清
水
灯
台
（
静
岡
市
）

御
前
埼
灯
台
（
静
岡
県
御
前
崎
市
）

菅
島
灯
台
（
三
重
県
鳥
羽
市
）

姫
埼
灯
台
（
新
潟
県
佐
渡
市
）

　

稚
内
港
北
防
波
堤
ド
ー
ム　

宗
谷

丘
陵
の
周
氷
河
地
形　

森
林
鉄
道
蒸

気
機
関
車「
雨
宮
21
号
」　

流
氷
と
ガ

リ
ン
コ
号　

ワ
ッ
カ
／
小
清
水
原
生

花
園
（
２
地
区
）　

オ
ホ
ー
ツ
ク
沿

岸
の
古
代
遺
跡
群　

ビ
ア
ソ
ン
記
念

館　

摩
周
湖　

野
付
半
島
と
打
潮

舟　

根
釧
台
地
の
格
子
状
防
風
林　

霧
多
布
湿
原　

旧
国
鉄
士
幌
線
／
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ア
ー
チ
橋
梁
群　

ラ
ワ

ン
ふ
き　

モ
ー
ル
温
泉　

留
萌
の
ニ

シ
ン
街
道　

増
毛
の
歴
史
的
建
造

物　

旭
橋　

雨
竜
沼
湿
原　

土
の
博

物
館
「
土
の
館
」　

北
海
幹
線
用
水

禄
剛
埼
灯
台
（
石
川
県
珠
州
市
）

経
ケ
岬
灯
台
（
京
都
府
京
丹
後
市
）

潮
岬
灯
台
（
和
歌
山
県
串
本
町
）

友
ケ
島
灯
台
（
和
歌
山
市
）

江
埼
灯
台
（
兵
庫
県
淡
路
市
）

美
保
関
灯
台
（
島
根
県
松
江
市
）

出
雲
日
御
碕
灯
台（
島
根
県
出
雲
市
）

角
島
灯
台
（
山
口
県
下
関
市
）

男
木
島
灯
台
（
香
川
県
高
松
市
）

鍋
島
灯
台
（
香
川
県
坂
出
市
）

釣
島
灯
台
（
愛
媛
県
松
山
市
）

室
戸
岬
灯
台
（
高
知
県
室
戸
市
）

部
埼
灯
台
（
福
岡
県
北
九
州
市
）

水
ノ
子
島
灯
台
（
大
分
県
佐
伯
市
）

鞍
埼
灯
台
（
宮
崎
県
南
郷
町
）

伊
王
島
灯
台
（
長
崎
市
）

路　

空
知
の
炭
鉱
関
連
施
設
と
生
活

文
化　

江
別
の
煉
瓦　

北
海
道
大
学

札
幌
農
学
校
第
二
農
場　

開
拓
使
時

代
の
洋
風
建
物　

札
幌
苗
穂
地
区
の

工
場
・
記
念
館
群　

路
面
電
車　

小

樽
み
な
と
と
防
波
堤　

ニ
ッ
カ
ウ
ヰ

ス
キ
ー
余
市
蒸
留
所　

積
丹
半
島
と

神
威
岬　

京
極
の
ふ
き
だ
し
湧
水　

ス
キ
ー
と
ニ
セ
コ
連
峰　

北
限
の
ブ

ナ
林　

昭
和
新
山
国
際
雪
合
戦
大

会　

登
別
温
泉
地
獄
谷　

静
内
二
十

間
道
路
の
桜
並
木　

内
浦
湾
沿
岸
の

縄
文
文
化
遺
跡
群　

姥
神
大
神
宮
渡

柩
祭
と
江
刺
追
分　

函
館
山
と
砲
台

跡　

函
館
西
部
地
区
の
街
並
み　

函

館
市
路
面
電
車　

上
ノ
国
の
中
世
の

館　

五
稜
郭
と
函
館
戦
争
の
遺
構　

福
山
（
松
前
）
城
と
寺
町

　

[

北
海
道
全
般
の
遺
産]　

屯
田
兵

村
と
兵
屋　

北
海
道
の
馬
文
化　

ア

イ
ヌ
語
地
名　

ア
イ
ヌ
文
様　

ア
イ

ヌ
口
承
文
芸　

サ
ケ
の
文
化　

北
海

道
の
ラ
ー
メ
ン　

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

Ｎ
Ｐ
Ｏ
北
海
道
遺
産
協
議
会
事
務
局

☎
０
１
１-

２
１
８-

２
８
５
８

★「
で
ぽ
ら
」29
号
で
は『
み
ん
な
必
死

に
働
い
た
あ
の
頃
︱
産
業
遺
産
』特
集

で
、
北
海
道
遺
産
で
あ
る
美
唄
炭
鉱
、

夕
張
炭
鉱
他
を
取
材
し
ま
し
た
。

明
治
時
代
建
造
の
現
役
灯
台

海
上
保
安
庁
で
保
全
管
理

北
の
大
自
然
と
開
拓
時
代
の
歴
史
文
化
を
次
世
代
へ

52
件
の
北
海
道
遺
産

編集後記
▼近代化遺産を語る場合、建造物の規模や姿形だけではなく、
殖産興業の必要性を訴えた政府、新しい時代を造るという
進取の精神で建築や土木に当たった人々がいたことが最も
重要だったと、いま改めて思う。それに比べると今の社会は、
政治は… ?　と彼らに問うてみたい。
▼近代化遺産の場合、窓口は教育委員会が多いが、別の業
務に追われて多忙。他に観光的要素のある市町では、地味
な近代化遺産への関心度は低く、見学者の姿もほとんどない。
調査し資料をきちんと纏めている自治体がある半面、ガイ
ドなし資料なしというところも。逆に近代化遺産を観光や
地域活性化に活かして観光客等で賑わっている地域もあり、
その温度差は大きい。遺産を地域の産業再生に活かす試み
も始まっており、注目していきたい。（A）

過疎地域自立促進特別措置法の一部を改正する法律案要綱（案）

一 平成17年国勢調査の結果に基づく過疎地域の要件の追加
　現行法の過疎地域に加え、現行法の考え方に即し、平成17年国勢調査の結果に基づき、
以下の１及び２に該当する地域を過疎地域として追加すること。（第２条第１項関係）
　１　人口要件：以下のいずれかに該当すること。
　⑴　昭和35年～平成17年の45年間の人口減少率が33％以上であること。
　⑵　�昭和35年～平成17年の45年間の人口減少率が28％以上で、�

かつ、高齢者比率（65歳以上）が29％以上であるか、又は若年者比率（15歳以
上30歳未満）が14％以下であること。

　　　＊�ただし、⑴⑵の場合、昭和55年～平成17年の25年間で10％以上人口増加して
いる団体は除く。

　⑶　昭和55年～平成17年の25年間の人口減少率が17％以上であること。
　２　�財政力要件：平成18～20年度の３カ年平均の財政力指数が0.56以下等であること。
二� 地方分権改革推進の観点からの過疎地域自立促進方針等の策定に係る義務付け等の見直し
　過疎地域自立促進方針（都道府県が策定）、過疎地域自立促進市町村計画及び過疎
地域自立促進都道府県計画について、これらの策定に係る義務付けを廃止するとともに、
市町村から都道府県に対する事前協議の内容を見直す等の所要の措置を講ずること。

（第５、６、７、15条関係）
三 過疎地域自立促進のための特別措置の拡充
１　過疎対策事業債の対象の追加
　①�　過疎対策事業債の対象となる施設に、①認定こども園、②図書館、③自然エネル
ギーを利用するための施設、を追加するとともに、小中学校の校舎等について統合
要件を撤廃すること。（第12条第１項関係）

　②�　地域医療の確保、住民の日常的な移動のための交通手段の確保、集落の維持及び
活性化その他の住民が将来にわたり安全に安心して暮らすことのできる地域社会の
実現を図るため特別に地方債を財源として行うことが必要と認められる事業として市
町村計画に定めるもの（基金の積立てを含む。）の実施に要する経費について、人口、
面積、財政状況その他の条件を考慮して定める額の範囲内で、過疎対策事業債の対
象とすること。（第12条第２項関係）

２　減価償却の特例の拡充
　国税（所得税・法人税）に係る特別償却を行うことができる事業のうちソフトウェア
業を廃止し、新たに情報通信技術利用事業（コールセンター）を追加すること。（第30条関係）

３　地方税の課税免除又は不均一課税に伴う措置の拡充
　地方税の課税免除又は不均一課税に伴う措置の対象業種のうちソフトウェア業を廃
止し、新たに情報通信技術利用事業を追加すること。（第31条関係）

四 失効期限の延長
　現行の過疎地域自立促進特別措置法の失効期限［平成22年３月31日］について、６
年間の延長を行い、平成28年３月31日とすること。（附則第３条関係）

五 施行期日等
１�　施行期日　この法律は、平成22年４月１日から施行すること。ただし、「四 失効期限
の延長」に係る改正は、公布の日から施行すること。（改正法附則第１条関係）
２　関係法律の改正等　関係法律の改正その他所要の規定の整備を行うこと。
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